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資 材 の 保 護 に 修 理 に モ ル ナ イ ト を

防 空 の 完 全 に 7 ラ ー チ・ を

御 使 用 願 ひ ま す
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3 月、匂: 年の如〈今年も新しく穆校の卒業生が滞山枇令へと ill り出され、 iilt 令

はこれらの新らしい接投の卒業生を うけとるのである。( もっとも首今は、すで

に12月末に穆生を在感のま '>il 止令へtL¥してしまふと云」、厚，校教育としては鎚則的

なことも行はれては居るが。)

我閣は今はどの方聞も人が足りないのである。 11航主や機械のみに限らんや。

建築界も亦人| 百! の足らないことに深い悩みを感じて居るのである。こう云」、時勢

であるから製校の卒業生は1歓迎される。しかし新卒業生諸君よ 、対らはこのi I よ迎

に酔つてはいげない o lt らはみ; 詰はま t.: 役に立f こない のに。しかし枇併はこのま

t.: 役に立fこないものにさへ乎を延べてま? こねばならぬほと ;tj: 治して居るのであ

る。I 1I t合は只諸1F1・の将来の溌展性にのみ期待して居- るのである。

枇 ＴＷ 人としての諸おは 、 今までの様に自分 ｴｾＧ けの答案をかいて居ればよい の で

はない、これからは多〈の人と協力する事によって設展しなりればならないのピ白

我々の園鶴乃ち 、 日本建築協令も亦諸君の協力を期待する、叉この新人達の協

千＿への協力に劃する要 ｉｔｩｩｾ 諸感伎の先輩諸氏にも期待する。我閣の建築界の前迭

には建築技術者- の協力によって解決されねばならない問題が? こちふさがって居る

のである。 ｾｉ こ開ｌｬ ｉ の問題が Ａ



災 害 の 調
オミ土

」ヨ.
v乙 就 い て

渡 逢 要

内省務の調1f . による主昭和 13 年中 の内地火災度数はげ. 308 1
1
1'に及び、損害見杭額は

8000寓回以 k である 。t. ' a火災による死傷者数は 3. 856人、 その内死者'. 542人といよ、数字で

ある。

合 女

今回静岡市大火の損害見杭額は齢〈とも 7000高闘に 一及ぶ( . ｾ、ょ、事であるから 、 僅か ＱＲ 時

1111のIl¥J に内地 1年1mの総損失 lこ匹敵する損害を裁つに事になる。斯様な j庁j江主事は度々あっ

ては困るが、我間都市建築物の大多数が木造である? こめ時々大火があるのは賞に t宣憾の極

みである。

一刻も早〈燃えない家主? 造って、一時も早〈防火都市に改修せねばならぬのは勿論であ

るが、平 素火の ｊｉｪ心をする 事も肝心である。然し常者 Ｑ ま今ここでも者ｾ｜市の防火改修に就し 、て

述べゃうとするのではない。賓は今後の災害: 調脊に初めて出かける人の f こめに師岡大火

を中 心とし て災害特に火災による災害 ｦ ｩｊｬｾ脊に闘する こ三の注 ＱＲＮ を古ー いて見 ゃ うと思ょ、。

平 工 〉

災害調査に出かけるには 服装・携帯 I日・ tP，設時期 ・;l IM1f . 方法 ・;U，'d脊事現等に) 泣いて橡

め周到なる準備を必要とする。服装や携帯 1日等に 就いては今は述べない。 出殻時期はなる

べく早いに越し f こ事はないが、 長 々は建築家の立場から澗脊するのであるから 、 そんなに

あはてるには及ばない。それに飴り -7. < 現地に着いて もや↑ 1 調々脊ーには11元りカゥれるも ので

はない。筆者は静岡へ 18 日に若い f こ。まあ今回の桜に災守地が元米交通至便のI也であ るか

ら調奈は 17日か 18 日頃に行げば宜しかっ 7こ様に思ふ。つまり鎖火後 3 日目 fすが述j首であら

う。但し出張時期は一概には云へなし、。災害地のJ 也Jn¥的防世・ 交通問j係・ 1jL待 の詑度 ・時

季等に左右される。都j主主事項により鎮火後一週 li ¥l 併で もさ告も差支へない。又何 日? 明開花すれ

ばよいかといよ、事 はもっと閤難である。が ｍｩ 岡ＱＩ ｊｾ イ＿に ｬ 主主 ｉｉ 築家と ｌ て大日貴乃調布をする

には先つ，2- 3 日といふ所で あらう。調干自立 l 人では先づ困難で、助手伝 l 人連れて行〈に

限る。 2 人連れて行けばf句史ら結構である 。

現地に着いたら ｬ 際 臓とか市役所 、新 聞 ｪ 位、消訪昔、警 ｾｩ 令ーへ行って、先つ Ｗ 乙害のノミ要

を聴収するのがよい。箔有迷は今回は ｊ 附艇 の 人々に特に 多大の ｻ史 宜 ｾｾｩｉ って｝頁き大 し、に ｊ 感

謝してゐる。叉大火色気象とは司、鰍の閥係があるから測候所で首日及び千年の気象要素に

就いてデータを集めねばならぬ。

要器地とか一時的沼尻撮影禁 ＱＱＺＱ 高城が指定 Ｓ れ＿こ ｩ 時に は先つ Ｉ ｾ 占 Ｚ兵隊 へ行って事怖を話し

111 2.  



て撮影許可読をもらふ必要がある 。 静岡市は要港地ではないが防諜の門的から ＿ｲＺｾＭ 迷の滞

作中は許可設を必要とし? このである。

現地へ到着しに日は)1闘賞に行って以 k の様な事柄でつぶれて仕舞ふから 、 その日に現場

を一巡出来れば先つ' 成功とし 、へる。

翌日 から愈々調脊 lこか〉る事になるが、前に云つに慌に 2人叉は3入力Z一組で調脊するの

が宜いと思」、。夕方病合に蹄って他の組の人々色調有事項の打合せやら各聴の情報の交換

をやる。大規模の接待] ，i(J の調符固でない限り以1 - - - の様にして 2- 3 日で先づ要領を握んで師

る事が出来ると思ふ。

食 会

それでは何んな事を調べたらい h か。先つ' 静岡ならば「市勢要覧」などを手に入れて世

きその次ぎには気象要素( 降水fF: ・気混 ・温度 ・風向 ・風速 ・暴風日数等) やそこの火災

沿工事並に防火消防施設や水利等のデ { タが必要である。ォ; も静岡市には正規の測候所が今

迄無かつ? このfごから既f主の気象の事 l立正確には調べ上げられない。

それから風速 、風向等は火事場に於けるものは Itr{ る不定であって測候所構内の1iti とは相

官lこ泣ふものであるから注意せねばならぬ。

次ぎに 火災獄況 ついて調べるには護火時の概況・延焼の ｊｉｊｵ 兄 ・ 焼失］ｾ成 ・ 琵火 ｝ｬｾ に鎮火

時刻 ・旋風 ・飛火 . ， ｹ Ｍ ｜ 火女ｬＱ ｾｴ 時刻等に闘する事項が その ｾ ，ｪ 象となる。

更ら に警 察n-' ・警防図 ・軍隊 ・家庭防護図の爪動l状況とかiWUH._; の越知) j J，況も必要であ

る。

被害拡 況に開する調茶事項 t しては先つr

被害建物のf I J 途別並 lこ構造別による調有

焼失医域

焼失叉は被害建物。阿杭

限災者数

損害見詰- 高

焼失戸数

焼失世帯数

死傷{f 盟: ( 死因等も)

火災保険加入高

空手である。然し之等の統計的数字は俳|人の力では到底*リらな い ものであるから 前述の様

にして、然るべき首局の調布結果に伐つ事になる。

被害建物に就いては構造別及び川注にして宵公害 ・要昇段 . nU:寺 ・銀 行 ・令illt ・新聞説1: ・

病院 ・劇場映議総 ・大建築物( デノミ ー ト等〉 ・工場・倉町等の別を明らか にして置いにカ

ヵ: よし 、。

共闘は 1 月15 日午前 IO!砕から 16日午前 6 時士での ;JII J候所測定の気温 ・温度 ・j風速並に風

向主主要建築物の焼失時刻とを示し? こものでゐる 。

カ ヲ令

何虚の火事で も夫々特徴があるものであるから共時の火災の性質に Ith、てi調べて見 るとよ

3  JJI 
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防止までの時間は 11時1mである。叉上大工町から怯坂屋 。静岡併を抗てふミ下nlT 。日 /1¥町の

バミ端までの距離は約 2. 2km ＨＲＰｮｬ ￭Ｉである。故 ｬ こ途中 の Ｑｩｾ 火 ｓｔ 見込まないで計立すると下

記の隊な結果になる。主主

叶 ・延 焼 漣 度= 2.22-: -( 11 X 60) =3.  35  m/min  

建 物 の 焼 失 割 合 = 165000ー ( 11 x ( 0)  

= 250坪/ 分= 825 ｭｾＯｭ ｩｮ＠

= 4. 2坪/ 秒 = 13. 8 ｭｾＯｳ･｣＠

焼失以域の延焼割合= 340.OCl O-:- (l l  x  60)  

= 515坪/ 分= 11 70 ｭｾ Ｏ ｭｩｮ＠

τ 8. 6坪/ 秒= 28.4  ｭｾＯｳ ￩ｃ＠

u  {;:r 

最後 tこその時の大火災の原因 に就いて考へて置かねばならぬ。 ;i!J ・l吹j柄拘; な大火になっ? こ

かを。風速が大き い事は大火になる重大{ 耐と1:でゐるが、温度 ・降水iF: も大いに ;U縛する。

共 他 地勢 ・ 火元の Ｑ Ｉ ＱＺ世 ・ 辿築物の ｈ ，Ｉ［足 Ａｴ 材料 ・ 弦火会ｊＱ党時 ＱＱ｜Ｑ ・ 消防 ｅ 伝説 ・ Ｗｋ利 。 ｊｉｾ 火 ・ 旋風

道路公閑.Itt 場守: の者11市計出'，H'J の施設に就き検討せねばならぬ。

本俗的の調3キーならもっと 他 にやらねばならぬ事が深山ゐるが今1mは之を答IJ 愛する。

マ今t公
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災 害 地 の 復 奮 建 築 に 就 て

一一一主 と し て 静 岡 の 大 火 を 中 心 にー一一

後 藤 米 太 郎

(  1  )  

去る ｬ 月 ＱＵ 日正 午突如として起つ仁師岡 市 Ｍの大火は 、 闘をｾｾげ ｆ て新 ｊ Ｎｊ ｴｉｔｾ｛ 建設の大事業 に

遇進しつ〉ある 今 日、 定に遺憾な Hi来事と請はさ' るを得ない。市も共の貯: 悶が失火と間ょ、

に到つては、如何に今日 の火災が都市建築及銃後快ｼ民に良き ｾｘｊｊｉ｜ ｩ＾興へ＿こｉ［￨ｻま云へ 、 依

りに高債な代償と 云はさ' るを得ないのである。

今回の火災が大なる惨禍を粛らしTこる原因として、とえの六つが取げられてゐる。

1、風速大にして飛火が特に多かりし こと

Ｒ 、久しきに 豆り降 水 なき鴛 、 未曾有の ｩ 晶 水 Ａ閉 じ ｉ［ｾｾ 併せること

3、久しきに 1[1; 乾天持続し? こる拐、i熟度が低下し、 凡てが寺干しき乾燥) ¥) ¥態にずr : 1)  1こ

ること

久 道路、 公閥、既場勾: の者¥¥i 打計警胞設が未完成なりしこと

5、不燃性建築物の少なかりしこと

6、火元が市の I!m_上lこ;'d!; 1; 1こること

而して以 1-. の諸原因の 中、 風速比較拘強〈 、舵天持続して i局7kを米し、且i然皮が低下す

ること は ( 1乃至 3 の原悶) 、 わが同冬期に於りる気象の通例にして、j' jxて言? とするに足

らな い底である。又道路、公開、防場等の都市計費: 焔設の未完成 Tよる賠及鍛筋コンク リー

ト造建物共の他 の不燃性建築物の少き駄も( 4 及 5 の貼〉 、 これ叉わが問者: ] ¥市の通千'1'¥{ 1:に

して、特に静岡市が他の大目i ¥1市に 較べて、者しき劣'¥t i
n

千f してゐ? ことも 忠{ まれな いのであ

る。従って若し他 の都 市に於 てひと度 ￯ ｬ Ｇ ｩ の Ｉ Ｇￍ｜｜ ｟ ｉ ｾ Ｎ ｬ こ火を炎し＿こりとせんか 、烈 風中の火災は

忽ち同じ惨禍を繰 b返すべきことは、11主の日目手J 1 9  I..f. 3 月の曲iii: の大火を臨みる迄もなく明

か とする 民主である。

rll 来わ が岡民は泊lilt 、 市淡を?主' ) : ぴ、事物に拘泥せぎるを灯- むの j武がある。故に醤へー制

災耐の身に及ぶことあると凶 ｬ も Ｎ これに充分なる検討を＿力 ＱＱ へ 、 共の綱根を徹底 ｾ ｉ Ｂｊに交除す

る こ と な し 直 ちに これ を不可抗力と諦め、] i ，¥{ { 式評易にこれを忘却するの弊風、がある。 lは

にわ が岡の災害史を締〈ときは、 j 也徒、暴 風、火災、洪水等の天災地鎚が枚携に ii 己なき 1J'r.

屡々繰り返へきれて ゐるに拘ら今、 災存地の復興に首つては、平に従前のMJ，態に復訴する

範囲を一歩も HI です、災害 に3討する 恨み; 策の樹立を怠って110 このである。然し乍ら時代の

推移は、何時迄もか〉る! j } ，態の持簡を許さ今、 !jこ存地の復興にJ l > _ { ては、 これを棋本的に検
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討するの必要を 生ぜしめにのである 。

8! cに今回の静岡大火に就て検討を知れれば、 火災その物としても幾 多の新事費を護比す

るのであ る。

Ｑ 、 飛火の ｾ ｅ 鍛が大なりしこと

Ｒ 、 Ｑ Ｑｾ 火 ｩ こ ｦｻ Ｎ￧る延 焼は屋根から体つにと云ふこと

丸木造建物の地下G 6 . は大部分火容を免れにこと

4、焼げ止 りは定地か不燃性建物( 緩燃がU-" 合む〉であっ! ここと

5、大火に際しては消防力は頼みにならないこと

空自: の諸問題がある。以下これ等の諸問題を取り 上げ、去作者に耕せられに題円「災守地の復

訴建築」に就て卑見 を申し述べ度いと思ょ、。

(  2  )  

地震、鴎郎、火災等の災害に釘し最も安全な建築構造 l立、鍛筋コンクリート構造である

ことは云』、迄もない。従って都市に於りる災害の絶械を期す上に於て高治i腐なき策として

は、復興建築の構造として鎚筋コングリ ー ト迭を撰ぴ、 これを以て都市長穏をさ1! め荒せば

問題はないが、こ の方 法 は多額の経費主多ｾＺの重要物資ｾ必要とするので 、 到底わが同現

投の II}，態では、速急: に賀行し得 F る方策である。

元京都市防火の根本糊念として 、 防火地ｾなるものが考へられるが、これに路 ｾｾｻ ｉ 句 なも

のと集圏的のものがあることは、邸に岡知のことである。市して共の l防ー火的の効果は集図

的のものにますしては、ー貼の疑義を押む i徐地がないが、時総的防火地医に針してはにはか

に共の効果を過信することは、甚fご危険と考へられるのである。何とならば、烈目立下の火

災tこ飛火はっき物にあるが、飛火の距総力; ｾ函館大火に於げる如〈最大 ＴＶＰ メ ー ト［ｌＭ ()I¥.i車

は秒速26 メート J レ) 1ft ならば問題ないが、今回の火災の釘I < 北の距お! 日; 1. 000 メート J レ近

〈にも及んでは、火災は飛火により路線地 ｉ 買を超えて 、 活か風下へｾｦｉｩ大することはー肱考

｛ｾＺしなければなら ない彪である。

ｩｾ 文に 大火災 に遭 遇しに場合の路線的防火ＺｬＺｩｬｩ医の防火効ＧＪーに就ては 、 多少の不安ＺｦｴＧＡ族ぜぎ

るを得ないのである( 後に述べる如〈 全々無効と云ょ、のではない〉

道路、公閥、腕場 等の都 ｲ ｬｩ 計費泊施設と到 ｩ も 、路 線 。 杓 ｾｊｪ 火地院と同日［ 、 ｊｉ りえによる火災

の延焼を考へるときは、警へ それが完成しでも 、必す' しもこれのみを以て充分なりとする

ことは間取ない。

斯〈の如〈幅員大な る通路 も路線的防火地区. も 、飛火に依る火災を喰ひ止めることが不

可能とすれば、都市防火の根本策としては都市に於げる各戸を防火的のもの主する 、 JWiiil

集圏防火地区の概念に到達するのである。然る lここれを全部鍛筋コンクリート浩にして、

完全なる防火事ｾＺｦｴＧ持＿こせることは、 ー Ｑ Ｚ 述の如〈今 日 のわが附 に於 ては杢〈不可能な 問Ａ担 で

あるから、都市建築の各戸につき所謂 4ミ出建物の綬燃焼化 を|凶1るのが、最も現情 に即しに
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防火方法と考へられるのである。云ょ、迄もなく木造建物の 綬燃焼化とは 、建物 のタ ト同 ｾイ

燃材料で被認することで、ｾ Ｍ ｾの茶 ｾ ＱＨ 立大館品定建築規則により興へられてゐる。放に静岡

市の復興建築は、赴非紙 ｣ｴｾｾ 焼締法になすべきで、この 意 ｬ Ａｴに於て静岡市 ｬ こ防日建築規 則 ｊ ｑＩ

通用さる、ことを、各方商に於て待望されてゐる所以である。

(  3  )  

然し乍らこ〉に一つの問題がある。夫れはやはり飛火の問題であるが、今日 の静岡大火

に於て筆者-の親しく見聞し? こ彪によると、飛火は大部分屋根から 引火し て延焼し? こと云」、

事賓である。これは瓦立屋根は火災に釘し安全なりと去よ、今迄の概念よりすれば、全〈意

外とする鹿であるが、持11災民の異 口同音に答へる慮は、やはり飛火は尾根から燃え遜ると

云ふことである。

筆有- は職務上、既存事佼建築物の柿造検芥をする開係上、屡々 屋根裏へ上る機r.rがある

が、ｪＭｾの経験に徴するに屋根裏は桐首明るいと云」、事賀である。小 屋裏へ入って驚 ｴ こと

には、 瓦の隙間より青天対: が窺き得る如き建物が桐首に多いと云ふことである。このひと

つの事賓を以てしでも、飛火が屋根から移ると云ふ ことは芭ち に廿背し得る鹿で、これを

めながち素人の略言と聞き流すわけには行かないと思はれる。然るに防空建築規則に於て

は瓦立屋根は安全な ｢ として、共の部分に封し何等の防火柿出も 要求してゐない。この ｾｕｽｪ

は今後の者 ｉｬ￯ｬｩ 建築の防火構造 をｾへる 上 ｬ こ於て、大いに再検討を ＿ 加 ふる要ゐる思 ｬＡ と 、 抵抗

は考へるのである。

(  4  )  

次に地下ｾの問題がある 。今問の被害 ｍｊｾ 況を 仔細に調在するに、 銑 ｩｬｪ Ｚ￮コンク リート造 建

物の地下慌の多〈が火守ｾ象 ってゐるの ｬ こ反し、木ＴＱｴ建物に附泌する地下 ｓ 宅 が火容よ ｢ 免

れにものが相賞多いと 云ふことは、 j架〈 注目 すべき 薩と巧へられるのである。

この事貰は去る 1 月 7 日より 3 日川に豆 L 大阪牒rif jで行はれに火災霊験の結果とも符

合するもので、地下倉f . i l lの安全性は地上倉) 111の夫れに較べて、半年しく大なる事を立読する

ものである。放にこれは近〈問 題となるであらう防空五日の出現に 、 Ｚ ｊｅ ＱＮＺ力強き確信号 ｾｗ へ

るもので、静岡市の復興建 築 には是非この地下柊納仰 の建設が望ましいと ｽｾＮ ｾ 、 のである。

(  5  )  

以上は飛火と地下 戸長の問題 に就て ｊｾ 見を開陳しすこのである が 、今 回の火災に就ても共の

焼げJ l : 1) MJ i : 況より見て、京地及イミ燃勺性建物が延焼防止に有効であることは疑を本れない j起

である。故に上に述べ Tこ如く、都市の木造家屋を 凡て防火的に武装し、 1i¥JJ 与の J-: 泊官;に京

地を配し、耐火 ｦｾ｜ｾ ｪｊ主の建物を路制的に配置して防火 ＪＩｾｾＱ ＧＺ ｍ 成するこ とは 、わが木造者 Ｑ｜ 市 の

防火の完墜を期する J てに、大なる効果を粛すべきは云式、迄もない! 怠で ある。

向今回の火災が飛火 lこより短時間の linに、各所に新らしさ火災を?1-: じTこことは、 Zミ襲時

7 111 



ｕ こ於げる同時多強制 ー 火災に附 似 してゐるので 、 これが割筑樹立は、共の ｦ ｾ 防＿［ｾｾに閥する消

防針策となるのである。市かもｾＡ足時の火災は色々の ｪ 京悶によ って 、 消火には可なり囚測

が伴ょ、であら うし、 特 に 火 災 が あ る 程 度 繍 大すれ ば、 今 回 の 例 に 見 る 如 〈 子 時 の 泊 防 機m8!

の み で は、 迅 速 に これ を 消 火 す る こ と は 困 難 で あ る か ら 、結 局前 にも述べ? こ如 〈建 物 共 の

ものを 、 燃え英 ｦｴ し 、 ｭｾ 浩とすることが最も緊要な事柄となるのである。

(  6  )  

以 ー ｼ 二 ｩ こ 於て今回の静岡火災 ｾｲＡ Ｍ ｬ 心とする 、 災害復館建築の大要 ｬ こ Ｑｴｴ て述べ＿ こ のであるが

終り lこ臨 み 今 回 の 災 害 を 最 後 と し て 、 わ が 木 造 者llr!i が 再 び か 〉 る 災 害 を 繰 返 さ な い こ と を

切 望 す る と 共 に 、 1111災 静 岡 市 が 燃 え な い 都 市 と し て 一 日 も -'7- < 、 復 興 す る こ と を 期 待 し て

止まないのである。 Ｚ祭者 ｬｯｴ 愛知県ｦＮＴ｜ｾ哲贈伎町

1 1 1 8  

静 岡 大 火 復 茜 針 策 ・ 今 議 書 へ 建 議

静岡大火の災害復密封策 lま闘 F各方面でそれぞれの立協より詰めら. れて辰るが今回静附際選

出の代議士平野光雄、高木粂大郎、i傘曾抱作、 1]1 口忠、五郎、 宮本雄一郎、春名成学、倉元要一

深海塑太郎 、 開川正磁 、 太岡正孝氏等は添岡敬一ー郎氏 、 ｾｉ ，¥占事14岡本; 民等33名と、も に 原 玉l'fi 氏

以ド ＳＶＶ 代識の賛成ｾｾ Ｍ ｾトて今 日義 合に静岡市火災復 興助 成に ｬ￵ｮ する ｭ ｾ 謎 Ｂｾｾｬ 釦 ， Ｑ Ｍ ＧＱ し Ｗ こ。建 議案 ー 友

の虫nし

今次古宇岡 市 に於りる火災 ｬ ま同地方 三 長官有の大火にして之が ｬ ｴＺＺ 気 ｬｩ こ ＱＮｾ で｛主将局 ｆ 多大の悶難ｾ

f宇ふものと認む、 政府 l i 脇市の復興事業 に到し充分 なる助成合絡し地方更生の] . 1 治を諮ぜ ら

れんことを喜 ｾｴ［

右建議す

静 岡 市 復 興 講 演 舎

内務省、大日本防空協令、建築歩合、際間際、 古事附市では共同主催で静附市復興に附する講

演合金来る: 二-1-- - 日午後六時より古手間市公舎蛍に関合、 地元民に岡市復興に仲ム防空防火@: 築

の普及舎はかるこ t になっ l: 、講演者立主演極左のf ，( 1I し

ム際i 舎の齢、鮮間際警察官s長 ａ 復興に就て 、 大日本防空協合理里 ｬ ｊ Ｇￇ建築号待令部 ｲｾ 首長工筆陣士

佐野利恭氏 ム復興建築 lこ総て、内務官官「鼓局第二技術課長中海誠一郎氏 ム簡易防火建築

の趣旨及根械、東京帝図大手教授工祭博士縮問稔民 A 都市防空に就て、大日本防空協千1' ' 1旦

事陸軍中 j阿佐野光信氏 ム挨拶、問舎の高卒、I諸問市長 d. 1! * ，儲「燃えない都市 J :tt 他



静 同 大 火 拾 ふ

Il J  越 五

-臼

以

火災に闘する一般的の事や統計的の事は夫々の方商から御護表があらうかと考へらる〉

ので御 依煩の御主旨に訓ひ得るや否やは疑問であるが、私自 身が今回の火災に伏 り数へら

れに事柄診断片的に記して御約束を果す事とする。

大量 土 瓦 葺

飛火による褒火場所は大か? こ下見板、軒裏峨洞等であるが今回の火災により五の亙i か

ら侵入琵火する場合が意外に多い事堂見聞し? こ。一寸イ言じ翼11: いことではゐるが。これが事

貰であるとすれば将来置土 lこ閲しては耐長 |二の問題と併せ考慮して遁首なる針策を考究せ

ねばならぬと% へさせられる。

安 土 識 の 災 害

先年の静岡地方i也記による組裂の修加を君、つ? これ開口郊の円塗 bを忘れ? こりしにことめ:

の大か fこが焼vt1このは別に不思議でな いが、千慮の- - - ) 1 ととも云ふか樋交金物やパン1 - ' に I日

ひfこ締付金物1 ) 阿国のゆるみから火の浸入しTこと見らる〉ものが二三あるのには篤いに。

話には聞いてゐ? こが貰際を凡ぜつけられて感深いものがある。

六ブロック内土識の配列

土裁の配川宜しきを＿得＿こ ｦ こめ焼止つ＿こと推定される問所カＺかなりある牛而、 ｾｪｾ 列に統一

なくジグザクの配世なるにめ ｾｪｾ 11.. 1) *JiUこ1 ) 得なかっ? こ筒所もかなり自につい

以上から私はロット寄IJ にー工夫を要するにあらさ' るやと思考させられにのである。如何

となれば必す・敷地奥行総端 lこ土艇の配置を見るからである。

女 トタン張り 簡易防火扉

問中屋百貨 Ｉ， ｾｩ のエレベーター間口部には統 ＱＱ， ｉ ｊ 下によるスチ ー ｊ レ ドア 戸 入手術 の ｦ こめＡ院で

使宜考案し常備せしめに はめ込み式 iil す商トタン張1 ) Ｈｊｪｾ身砂入Ｉ Ｉ 手約一寸の簡易防火ｾｾ

はめ込み ｅ つ日生りし「こ〉めエレベータｻ塔の内部は火筑 ｪｦｦｩ 過ｾ逃れてゐる。火筑により

スチ ールサッシユ、 ドアー、 シャツグ ー: 笥: が異;IJ ，鑓形するに比しこれは叉簡易にして 多〈

の数d)l lに?ii- んでゐる司王ではある。

，¥: ; 特殊建築物規則

標7己規則は士 Tご/1 '， て川もないがこの規則の良さをおもふ。

松坂屋百貨 l，ii は法規に仰せられてゐないが田r . 1.1毘: 百貨 JJ i 第二期工事には法規の準則を見

てゐる。雨者災害ｾ交りではゐるが経路には自ら差がある。乃ち松坂屋に於ては延焼経路

に於て各 昨今 一 卜Ｎ下 の ｼ剣勝めるに反し同中屋に於ては上下附 の閥 ｬ 櫛なき事ｾｊｲ読してゐる。 Ｗ こ
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ｙ 惜むらくは問中屋の民家に接続する部分は法規出現前の工事Ｚなりしｾ窓ガラスが網入で

ないので各附 別々に引火して ゐるおｾである。持に千胞の一矢と公ふべきであっ て 首 局指導

の任にあるも の 〉心すべき臨であると痛感する のである。木記長令の紋陥な どやす等考へられ

ない。

* 鎖筋コンクリート這に於ける腰羽目の害

松坂屋百貨 ｬ 占各 ｾｴＱ (  Ｗ 附 建Ｉの腰科目 には木村 ーを使用せる＿ こめｾ ， ｊＮ ｬ こ 各階 佐 ｎ ｾ 商 上 Ｕ 尺以

下位ーの部分の被害意外に多 〈主筋の露出m首 多 きに拘ら -t'rrl中犀 百 貨 I，Uに於ては目安洞円な

き? こめ桂の被害は僅少である。- ; / j を要するやじ !'at 感。

女都市 の藁 屋 根紹 滅走期す

上 大 工 町の飛火は約 15町 の風下稲川町 3 丁目( 私の家より 約 l 町) 襲五の農火に及び文

子商業共他教戸を焼き又約 Ｑ 旦の遠方Ｏ Ｉ 、鹿山の麓に あ る 農家 Ｒ 軒 の議堅 にｪＡｬｾ火してゐる事

宜主? 見る時私達建築行政に閲係してゐるものとして深き感銘を究ゆるのである。

私 は 行 政踏 に補償さ せても都市 に 於ける誌屋根を連時不燃材に改修せしなべきであると

信今る 。

甲骨(侵小屋への飛火

茸蚕院には岡法建造物が二三ありその内霊屋の改修工事の fこめ昨秋より仮 上屋をかり修

築 rいで あっ f こが( 文部省開!系) その屋根は柿J; j : であっ fこに め巧み に飛火をキャッチ し途 l二

本家主? も 11ミ憶に期せしめ? こと稿する人々がある。その員疑は別として建築行政の任にある

私 達は ｦ ことへ上 原の如ｾ一時的のもの に劃しでも その場所 に肱 じＪ ｊｬｉ <. ;1¥11
1
粧 を使はねば なら

ぬと教へらる〉のである。

女木造タンクを

松坂居間中屋共に非常用水タンクがない。如何に勇敢なる ｽ， ｩｾ 員もｉｬｬ ｾ 力 を央へる 水迅ー や無

手勝流( 消火栓な し) ではどうにも防火は出来ね。 l l!: 友新開示1・( 3 附建餓筋コンクリート

浩) lこはタンクあり、消火栓あり 、勇敢なる枇員ありと云ふ次第で立派に防火し得? こ。行

政 的 に一考を要すと信今 る。

安 2 階床に穴を

繁華街で 2r(i の物品を早〈持ち IHす工夫として平素 2 附の床板を 3 )ミ f l Oう王 3 g x  6) ミ

角程揚げ! 末式 Lこしておい? こら、窓から道路へ投げ終して交通の邪魔をー廿十 lこすむのではな

いかと恐感。

犬木 造 2 階家には梯子走常備

今時の都市には梯子といふ ものが殆んど見世らな い。今度の火災でも梯子なき f こめ如何

に私を始め一般家 庭 防 火組合員が苦掠 し? こ事か / f 木 造 2 附2誌を建築 し? こる時は必十泊首

なる梯子を常備すべし」など新法令Ｈ ＿ Ｉを ｾｈ して見 ｔ こらどんなものか。

安火 の 粉
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火の粉は〈せものである。今度の火災は火の粉によって術大されてゐる。時.* 建物は美

Ｑ 回、機能、耐長、耐風ｾ［ の満足 に終ることな＼ I 如何に しにら火の粉を多 < 1+¥さな いです

むか」と云ふ附迄 考究すべ きではなからうか。 又 ｾ える程度可Ｎ能 と 信 すＧる 。

* 防空建築規則

この名栴はいか めし〈近づき難い印象を興へるのであるが内容を見 ると木造に制しては

むしろ物足らない感がするのである。 これ を一部師岡市民が問題にするのはもと貨はづぎ

ら ひ の Ａ践がする のである。これを『飛火 ｼ 徐け建築規 則 』とでも云ょ、 ｦ こらすぐヲ ｉｾ びついて .. ｾｾ＠

るのではないか女11 ら。

私は想、よ、

静岡mに技規則金治則する事によって復興する時丘Lこか〉る大火は起きないであらう

と。叉防火の ｦ こめにする道路鱗築などと云五、事は ｪｬ ｜ｓｾ｜Ｎに到しては大し ｦ こ［百Ｚ味ｾ持 ｦ こぬ の で

はないかと。

*  

1< 世旨

他人に は仰りさつに事かも ｾ［ ｉｉ れぬ事舎もっともらし く 古 綴 る 心 苦しさを ｉ 味ひっＧＺ＾ 0  ( 了)

耐火木材性能検査の徹底た期す

静岡太火 の 例に ｈｾ ｻ Ｎ しでも ｬ りかな虫 ｦｬ < 不燃部rli の建設は焦眉の，むを要 する重要

問題となり防火改修事業の促進には一段の努力が羽1¥はれること〉なつ? こが、品

等; 耐火木材の 中に は性能の著しく劣等のも のがあり折ff J の防火改修事業も} 象1切

の成果ｾ牧め書 Ｈｨ 、 やうな＿丘、念も 一 部にはある の で警肌憾では耐火木材 の 恰芥を

ー Ａ 苦悩重にすること〉なる怯様である。即ち瞥ｦｩｬｊ ｾ ｬ Ａｲ［ｾ は耐火木材 ｬ こ 釘し現在乙純

Ｈ 耐火 〉検予 ｆ のみを行ってゐるが 、 之を更に ｲ ｰ ｦｾ 引金有を ＺＧＱＱ ひ 水に 笠 ｊ する聞き Ｚ ｊｾ

の他 全般的 lこ立って遺憾なさ{ t > 期し不良fnj . ] 火木村{ t >一掃せんと計査してゐる。

(2. 13. 日工〉

1  1  111 



静 岡 の 火 災
か

ι

見 て

井手正 雄

荘、雪; は大阪市より 5名火災hl.!il iffi見当主の矯22 日出設し Tこ。之は火災後すでに 1週間を経過して

焼跡は 1 : 部整理せられて焼v11こ昔時の有按は見 られなかっ七割i もあり 、叉単時 日のこ とで

宜に粗雑なことしか感想を書き得す・纏つ にものではない のでお恥し い次第です。

火災の概要

静岡の火災は何と云つでも大し ｦ こ災害であっ＿こ。一見し＿こ ｲｾ りでも一鵠は焼 ｉｉ 号原とイヒし

木造家屋の多い鳥か大部分は次憶とな b屋根瓦が似片となって少長の艶土と共に残ってゐ

るに過ぎない、所 々にこl . : 般の建ち残ってゐるのが見えるが、此の内過字数は無惨にも周囲

の監のみを践してゐる。叉焼野原に憐れな金庫が無数に世き去りになってゐるのは一寸鑓

つに景色であっ? こ、火災のHた況は私の調奈せる とこ ろは次の如しで簡単に共の要領のみを

記載すること〉する。

1. 火災面積 340. 000坪

2. 家屋建坪 164. 965坪

戸 数 5. 089戸 {全焼 49引戸

l今焼 98戸

内諜

寺 院 23 

女撃校 3  

7ーノ、- 戸・ 1、 2  

小 料 理屋 4  

事妓置屋 77 

興 行 場 9  

3. 殻 火 1月15 日 午後O時25分

鋸 火 l 月16日 午前3時

火災の獄況

小製 校 3  

宿 屋 58 

料理屋 124 

カ フ エ ー 80

遊戯場 51 

火災のi ! 犬況は別| 副都 ll fi'i1)に示す如〈でゐって共の記入若干自主又は矢の方向によって大躍判

ると思ょ、、先づ失: えの民家より雨隣へ延焼すると同時 lこ装の三番町小惑佼へ飛火延焼し? 二 、

この皐校が燃え上 ると火は強風に煽られて大火となっ? こわけで消防隊の必死の消火にやふ

や く 消 し止 め Ｑ こりれど蚊町向 ｪ ￞Ｎれに大工 ＱＱ Ｑｔ に ＱＱｾ 火する ｬ こ及んで全〈大火になり手が付りられ

な〈なつ?二、rll で此の怖は同時に数箇JWよ り火 を鼓 してゐ 7こ様子である。而して火は燃える

がま ':> lこ消防は功 を棄せ十夜牛に至り風も大分治まり大腿? 好築家屋は燃え翠しこの時消防

も一部大いに市躍 して火は訟 に絡W. し? こと云ふ話であっ? こ 、然 しこ の火災は賞に而積 に於

111 1 2  
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て宮市内の 4 分の l をなめ設 し繁栄街を焼失 し去り質に 15時IMJの長さに渡1 ) 1 ; 私へ韻げにわ

りである、狛この 鎮 火の ｾｊｾ 況は大組 ｴ こ 室 地 のあ る場所及 餓筋コンク リートの建物等の立ち

並ぶ場所得; 好像1'1"に患まれに:場所にて絶ってゐて似康消防等大して役 に立つて居なかっ?こ

事を示してゐる 、寺院の空地芭御J. i j 邸の謀の樹木等防火にはずじ分の効力; あつにことを物語

ってゐ るのである。

火災地に於ける耐火; 構造の建築均

静岡市内には耐火楠・迭の建物は悩〈少し一般に燃へやすき本逃が街集し殊に瓦が引掛

り桟 ｝ｩＮｾ ｊ Ｚ �ｊ ひ下見板を ｾｬｾ ってゐるので火災時にはイ、利である。こんなわりで耐火構造の建

築物も之等の木造のI i I J lこ狭つては一向耐火の力を殻抑せ子大部分が焼失してゐる倣況であ

る僅かじ完全に残ってゐるのは瞬前の新聞i仕及瞬の本屋のみであつに之を 見ても 耐火柿造

の建築物も羽｝Ｇ，品 ［ ｾｾのものが連立してゐる ｊ ｾ Ｎｬ こ 防火的の設怖が充分でなげれば効 力 がないこ
e  

とが判るh 一例を以ってすれば腕; 前の松坂屋は耐火的建築でありながら 4 階より上 lこはシ

ャツタ{ がなくて之より火を 11子ぴ全焼しに。又13L跡にあちこち残ってゐる土裁の類も多〈

は共の扉から又は;伝的の円地から焔が入り内部をすっか b践し、てしまってゐるのが禅山ゐ

つに耐火構造も共の蓮刷全きを得なりれば役に立fこない。

火災の原因に就いて

原因は色々あつに＿ごらう 、 後 ｩ こなって ｴ ｬｊｬ ｬｬ Ｇ ｬ を 付 りる耳｛は ｾＯ ｾ い ことであるが 必十しも 全部

首らないと思 ｩ 、。やすと云つでも風の強かつ＿こことは最大の阿国である。 ｊ Ａ￘Ｎ ｩｬｬｩ は大韓 Ｑｾ と内

外と 云はれて ゐるが火災の最中は部分的にも っ と強い瓜が起つにこ とと想像せられる。版

図の主なるもの次の如きことが穆げられる。

l 耐火構造物少〈木造家屋がそti 集せる事

2. 消防に ついて遺憾の執があっ Tこ事

3. 上法裁が 災害の訓練に乏 しかつに事

4. 防火設備の 不充分なりし事

復興の拭況

復興の11)，況に ついて は色んある が蕊 iこはバラ ック建物のみを述べる。 民家のバラック 建

築を急Ｚ速に する ｾに静岡際及ひ Ｇ締ｼ 刊 ｔ ｬ￯ が ｼ 品同で 下 記の様な方策ぞ以つてゐ る。之は人［誼 ｬ

ｹＺＧｩＧｍＧ ｉｊ ＱＰ 坪を椋準Ｈ第 ＲＱ 副参ＡＡのとし 一 般建築資料 ｬ ま貰買せしめす材 ｜ｾＺ ｕ ｾ 与の許可営得＿こる

もののみ別記の虫 ｮ き「災害復 位 ＱＱ ｾ 築築承認並に資材配給制 ｊｾ 提出せしめ ｔｴ ｩ 金ｦＮￌ｛｜ こ 金子を

納入せしめて材木組合をして配給せしめるもので大経 i創立l で真に1誌を得? こるもの と忠はれ

る 、 ｾￍＧ奇 別 表に示す木村の他 ｬ こ ｪ 長 根 ｪＩＺｾ 制 Ｚｬ の餓板叉はスレート等ｻ立公定悩 ［ 絡を定め ｬ 戸賞り

の数設をｬＡｬ ｩｊ脱 してＡ仮賀許可ーを興へてゐる 、 又千Ｚｲ ￱ ｬＮｬ Ｚ ｰ， ＧｲｩＩ 心等｛ま ＲＰ Ｎｬ［ ｬｊ う 王 Ｓ Ｐ 主 ｼニ の家屋を ｾｾｩｬ こ ｾＡＡｦ 可

してゐる織であっ? こ 、此の立11¥して火災後旬日 l こして j 三分地域も幣l ' ITI せられ着々バラック

も建設せられつ、あつにことは涙ぐ去しきれ!j 況である。

川 1 4



静 岡 の 暴 投建築 に つ い て

私は常に皐校建築 tこ閥係し てゐ る上から製佼が火災に内ひ如r"Jl ここ の災害に影響 してゐ

? こか叉製校建築の今後の設計上 の 注 意すべ き 献 拡につい て少々 J5感を述べさせて頂 くこと

にする 。静 岡 の 今 回 の 火災は民家より起り 20 ｾ＠ 30 分にし て隣接せ る三 番町小皐佼に延焼

手 ニ 固

オ丞=  

LTJF  Z  

を

〆' 、、
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士干

"" 

才宮

( A 

ごt

ノ¥‘1

フ

ろ
ｾ Ｂ ｄ＠

用

作- 2 づs' --.l4 

S子D  

圏

しにのであるがこの皐佼 は 別ｼ 凶 ｇ ｲｾ 3 1歯1) に示す如〈 全

佼 合 3 棟の内2棟 が 焼 失 ( 1棟は牛焼) してゐる。之が燃

へるには少くとも 30分はか〉つ? こでめられ之は民家主

数Ｉｾより離れて居ら十窓から延焼し に 様子で Ｒ 棟 Ｉ ｉ ， Ｚ ｙ 市ん

ど同時に燃え r.9 消防の防火にて半〈も消し. ! l . :lo 1こ。焼

失 l白も;t はがJ 300 坪である。 et 佼の校庭にはプ ーJ レ (20米

に8米) があり 消 火には之を手IJflj し に %:共の 1誌はi誌も割

合がよかっ 1: わけである。

この校合は館型は普通のもので大| 坂寸i に見らるものと

同様であって五五 2 階建外部は下 見 板張叙常liJ ltl : 切及入

側の位は真壁生 となってゐる、何等防火の設備勾r はない

又1t に官意し? こ設計ーでもない粗末な木造の校合であっ

fこ。

おし次に注意すべきこ主はこ の佼合からヲIt 火して:jj，:彪

木 方 押 ー1" 中 大 床 根 床 内 問 鼻 屋 小 は 梁 柱 土

竪 屋 名

材 サ 凡 大 i去 械 及 l霊 及

穴 床 有 事

言十 イ也縁 オ 夜 貫貫Ｋｾ t; 土え 4B 控 揚 板 東 l仔 !有 毒
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この他数多の{ 出向? に引をより Ａ政 Ｑ 町 ｾｊｪｦ｣ れにた Ｚ ｬ ＧＮｬ ｬｬ｝ に 延焼し浴にた火の ｪ ポ囚 を作つＱＺ里 ａ である。

火してゐる害であっ? こが不運にもこの大ーr. 111j の火法治1 l .1 V 得十勝校火災は大火の直接の }J 主

国となっ f こ。校舎はーたき〈且つ延焼し易〈火勢は 'df に; .;:;:7(. 'lと なってくるか確に火災時に は

防火に不刊なことが多いのであって 、之 lま墜校の性質上致し方がないとしても一考に値す

ること であら うと J感じる。

ｾくに ｊｬｴ の火災琵火後 Ｒ ＱＱ 寺 ｉｩｲｊにして火 災 中心部より ＷｾＸ 町南 方 に 飛火 し 更 に ヲ ｩ りえ して女子

ｩｩｾｪ 業製校の佼合に延焼し＿こＨ ｾ ｪＧｾけｼ 尚 ｬ ⑦ 参 Ａｉ Ｈｏ この時は風辿はカ ＱＱ はり L 型の校合 2 棟は忽ち

燃焼し500坪の2附建佼合は30分にして烏有 lこ蹄しに 11，で大しに火力であることカ 2判る。之

は小照 組 の 内部 をァヨ三校合 ｬ こ ｩ 度 ｢ 火力［走るＱ［Ｑ［であって毘 校 よ ｢ 火を吹き ｉ ｬＧ，す時 ｩ こは概して Ｗｴｾ

火も ｾｭ 切りであらうと思はれる。

ｪ くに森 下 ノ ｬ 、 製伎の長蛇せる ｾＱＩｬ ｩ ｾｍ ｾ ｩ こが ［ 之も Ｖ ｾ ＷＰＰ Ｑ 干の校合が全く Ｑ ＱＧＭＮ 憶 に 臨 して ゐ る。

ｾするに こ の様子では事佼の女 ｮ き建築物は 一 度失火又は延焼すれば全焼をま ぬ が れ 「 争殊

に火 勢力［ｾ .  ..flf . . ; ! となり l風速も哨レE 消火設備等大して役に立? こないと% へられるのが常識で

ある。叉事校υ〉校合は-) ¥. 火に 時〈 原因ともなると 云へやう。 lld問に於v1 る撃校建築は私の

見るところでは大 して火災に釣する巧応: がしてない様に思はれに。之は勿論大|波等と異り

法規に関係する彪であらうと巧へられるが現ゐょ してゐ る他 の墜校の校合を見ても之は一寸
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fι 険 な様に l長せ'ら れ る。我ノヤの常識と して l椋 の¥1'，] 陥5米1すにはし fこりえ防火i止を j也常に設

Ｈｴ ｴＱ こいも の で あ る 。又最後に餓紡 コ ング リ ｻ ト 建と木造校合ｾ有 す るｻ卑馬 小 墜 佼 の焼犬 Ｑ こ

ついてである が この餓筋コンク リ{ トの 校合 は内部 の 木 部即 ら床板内部 、 羽 田 板、IU-Jf :t -切

よ り黒 板 の 枠 迄全 部焼 失 してゐる。 之 は木造校合から延焼して行つ に様 で あ る が 鋭 紡 佼 合

のス チ ールサッ シユ は 火の需 にrll lっ てPfiん ど用 をなさな い桜 になってゐる。之カ; も し木詰ji

校 舎の境 界 に 防 火 シャツタ ーをJlx附 り校庭にプ ールを設けポンプを設へ辿ー討 に防火; 設備を

なしー大い に 消 火 lこ努めにならば鍛筋校舎は安全ではなかっ? こかと 思 はれる。 j狛治この他 に2恭手傘J  

安 j庫車カが: 校合のす 〈ぐ，傍 に ゐ るが安全で あつ ?仁こ(之{は立他 の2校でも 同; 桜来先

三次 Ｑた〈に結 論 とし て喜接込校の週建 ｾ ｾ設支 に ｩ詣首込詰 Ｎ つては ｈ時寺局柄日 ν防 ｪぶ ｪ 火的［設立備をを＿充分研究 し て頂 き＿こ λ しい、と￨Ｎ ，忠 」ふ 、

の は 多 〈は経! 貸貨の閥 係から遺憾なカが5 らJ密!"tE、いとは3士如知，:1川11内bつ〉も d思巴 」ふ、悩隊;に;設支訂1計計十. の出オ米七ないのが常

であ る。建物と建物 のIUJ隔 、隣J也境界からの距 敗 . 外 装 等 n下 のところ防火的に考 10: せられ

てゐ る筈 で あ るし市街 地特に六大者Wlti でーはこの心配 も 少 い。 然 し 校 庭ーに はプ ール 又 は 防 火

対j 貯水 池は是非 必要 で;と には消 火に充分なる回定のポンプを設備すべ きであると考へる。

先 般 司Ｈ ｾｦＮＭｬ Ａ 来 上 ってゐる各所で 見 られる桜な所前乾式の村Ｇ｜［迭のｪＭｽ＼，合は震に防火 川 には都合

が 出い。 この 度 傾 悶 に行き皐校の建物i " 見まし? こが之が設計勾; は大分大限の様式を取り入

れ られてゐる様に!d じ?二、大 謹 (1'1I怒とも jr}，1こりょっ? こりではある。設計有力5他 の も の を 見

てヒン ト を得 る のは結構であるが 、 よい Ｑ 長を ｔｉｔＭ 似ると Ｏ ， ［ ｊ ｉＡ告に ｾｴｅ い ｪ 起も ｊＡ ＧｸＮ Ｑ Ｉ 入れてゐる事。の

多いの は 我 々 として今後よ〈 17へねばならぬ辛子ごと JEふ。感! 完投合の防火設fIJi ;'; 今 日最も

必 要なことではないピらうか刊に ｈ 守防 Ｑ 的資 材 の ｦ 淀川 Ａ の ｈ 引そには材料 ｯ 少〈して効果ｾ多く

すべき 必要がゐり 耐 火fW出も :;J1i限せられつ〉ゐるので良にむつかしい事でゐる。

平 筆者ーは大i根市J三師
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静 岡 の 大 火 と 調 査 の 綜 合 性

範 井 幸 夫 郎

「火」と云ふものは 、 私共人 ｉｌ ｜ｬ 生 活ｾ快泊にする危 ｴ 二世Ａそくてはならない代物で、あらゆ

る意味で私共は火の思患に浴して居るのである。従って私共の文化が進めば進む程「火」

の扱ひ方が烈し〈なって来るのは論を侠fこぎる ところである。ところが此の反主れこ 、此の

火の扱ひ方によっては、此のくらひ我々の日常生祈念物すものもないのである。

我簡ではそのニ皆より H 地震、雷、火事おやじ .. e 云 i 、言葉が云ひ習はし になって居るが

なんとしても火事がおやじである事の辛苦をば永年なめ附て31q こ課である。 211にも拘

らす・我々は今日に到るも火事の民の正躍が掴めない需か、金問重要都市の各所に於て質物

大の家屋を燃 しＨ ー名 人 工火事と栴 す〉て火 事の貰験ｾ試みて居る始末なのである。

ところが火事 と云へば、大正末期から記鋒されて居る -jll' ，品・大なる大火fごりでも 、大正十

二年九月一日の所制大正炭火災ｾ筆頭に日暮里の大火、極 ｬｦ￼ｾ の大火そして今回の静岡の大

火までに我々の脳裡に深 〈刻み込まれて居るもの? ごりでも十指を敬へる事が容易に出来る

のである。乍然災害主云ふものは菅に火災と IU{ つに事では守よいので 、u年我閣の諸都市は水

害、風容 と云つ? こ様に相首大なる自然力による災害に見鮮はれて居る主云ふのが今 日の日

本の貰情なのである。とこ ろが惑い事には、か〉る大災害があるごとに祉の所謂識者と云

ふものが必十ジャーナリズムに踊らせら九て、得手勝手な熱を殻表するのがその詰? 去の様

になって居る ので、い き，' i Hfi: 樹立の場合になると 、我々が幼年時代に聞いに象の聡へ話を

生地で行 し と云つに笑へない矛「百をば平気でi1i i じ、容易に針策の結論に達し得ない始末

なのである。此の故に所前 Ｂｮ ｪｊｾ 元過ぎれば ｈ の類ひで、折角の機千＿をも何日しか逸して仕

舞ふ と云五、のが我岡今日までの科事者や技術脊注の辿って来? こ経路であることは否む事は

出来な い。ま こと lこ残念なことではあっ? こが、島問根生的な我闘技術家居の感 '1)月生活に於

て共通に持つ一つの週見でゐって今夏如何することも「日米ないのである。それは恰も腕牛

の角の上1 : 果てるこ とのない議論を縮けて居る所謂賢者の例へ! i 去の様なものであっ? こ。

斯うなって来るし現賓は何時までも Wr る賢一Ji -の結論を待って居ると云i 、詩にも行かする

我々が二言目 lこは“ 素人" なる 言葉を以って片付りて仕舞ふところの行政を扱ふ人々によ

って、下手ながら彼自らが手取り早い結論金見/ l ' ，し、彼等のJ l : 睡案によって災害鹿理が行

はれると云ふ事態 ｾｭ ｬ，ｾ して居るのが沿であっ＿こ。勿論素人の考へ＿こ ￭ Ｚｴ策なのであるから

何時でも成功し得るものとは肌ら今、我々は常 lこ切l逝拠1 I 砲して止まない矛盾を経験せしめ

られて居るのである。ピド然し之等の; ) 1 ¥の大学はー髄何れにあるのでせうか。それは馬車

ま長 ＱＱＧＧＧＧＧＧ 火 事おやぢ Ｏｉ Ｇｩ［＾鋭ｾ，主 ｬｩｾ てＢＪＤがおやぢＢｬＡＺ云 Ｎ ふ［ｊＡ味に古る
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馬的な今日までの技術教育が共彪に結果として表前に現は fL て来? こまでちJ あると宥[ 放すの

が安首かも会 ｾ ｉ れない。此の Ｚｇｉ 床に於て 、 此度＿ｯｩＧ ｊ｜Ｇ 問の Ｑｊ たつにあのＩＮＮＺＮＮ火 ｬ こ約しては、 -・|司も 'i'

〈兵髄的ｦＮ ｪ 策が樹立され 、 再びか〉る ｊ Ｇ￦ｾを招来せしめざるの綜合されに技術針策をＱＧＱ，｜Ｚやる

ことが、現 J賓に即し? こ今日の技術家の辿るべき正道であらうと信す・るのである。

何故なれば、我々が災害調脊を行ふと云ふことは之れが原因の利接的j支術的の把揖から

最も有効適切なる且. 骨量的封策を創案し得るからである。

ところで此 ｬ 支の大火で抑岡市の被つに ｕｾ 符調脊に閉する問題ｾ刷みるに 、 各部門のエキ

スパ ー トが時を7診さすも現地に急: 行し、被存調干f にち.:1-つTこ;事は既に新聞の報導によるまでも

ない事責であっ＿こ。然るに今日まで之等の各部門が ｾｊ 訴の結果を五 ｴ こ持ち寄って綜合的災

害針策の技術的解決 lこ符興する様な公の令合が 1mされ? こことを箔-x- 不ラトnこして今日まで耳

にしないのをある。例へば新聞にｾ殺噂されに各方面の ｦｬ ｬｊ￭ ｬ 氏ｻＮＩ・ ｦ ごりでも、水道の専問家あり

防空の懐戚者あり、建築のエキスパ ー トゐ ｢ 或は電気叉は瓦 ｾＡｲｲ 等のほ ＱＱ 或から交通運輸に附

する専問家に到るまで現地主? 親し< ｗ ｲｽｩ｜ｾｾし＿こ筈なのである。

然るに之等の調有や親祭の結果が如何なる方法叉は如何なる部門によって設去されるか

と云へば、 それは各自の j嘉する思ひ思ひの部門によって護去される? ごりで、それでおしま

いと云ふ認で、 その結果が総括されて護:去されると云』、話を聞かないのである。

であるから象の例へ祈の女川 、大きな3裂を見物に行つに小人が時11 ¥1 の間合共の他の専問

と云ふ j! Ji J約の放に 、IJ / 肘ごけ見て来 f こ析は附を 、鼻? ごり見て11( 1ニマキは鼻を、 そして足fごり見

て米?こ1 ( ' は足を? と云つにす報告がゐるにけで九てが終了して仕主: U、のである。こんなのはな

んとしても洩念な事であり叉惜むべき事でもあると思ふ。

然し乍ら象そのものは、 それ等の各部分の綜合である様に 、都iti 同日豊もそれを構成する

あらゆる要素の綜合であるのは中すまでもない。j ¥icに災害針策として道路ばかり蹴げにと

しても此 ｬ 支の飛火の距肉 ＱＱ から巧へて立 ｬ 床のないＴｩｦｦＱごし 、 ｬ ｾ 足 ｬ 立叉火災時の水の ￟￪ｨ 乏を訴へて

消火水道施設の霊要性: t mi : へ? ことしても 、之を利月j する人的要素と消防機械との協力を得

る ｩ こあらす Ｇ んばＱｬｾの効果は期待 ｈ Ｍ Ｇ ， ｾｕ ｪＺいのにし更に又空地の不足とが ｩ 樹帯の負、困とをその

。 原因の一つ ｩ こ数へ＿ことしても 、 部 ￯ Ａｩ と云ふもの Ｇ＾ｮ 質｟ｉＭ ，、 士山債と云」、経 ＱＱ 引 ＱＧｾ［ｬｩｉ ｊ 約を ＱＳＲ 外叩

して満遍なく杭樹のなし得る搬に都市の陳聞が可能でーゐると云ふ諜のものでもなし、互支は

手取り早〈都市全躍を耐火的に 、都市の大部分o占める建物に耐火柿遣を強制すればよ い

ではな いかと主張する人もないのではないが、之は今日の日本の大都市が我々に共の現質

を示して居る様に 、云五、べくして行へないのである。即ち我限| の重要: r i 1 I f 1 ¥市に苫!l i I - i 計帯地

設として決定し＿こ防火地厄なるもの］現丹Ｉｾが此の事宜主子女 Ｑ Ｍ Ｑ 質に物 ｩ 計って居るのである。然

らば都市の災害1M策は人的要素のみに{ 火作してよし、かと云へば、必子しもさう中2: に結論

し得な い ものがあるのである。例へば今度の火災に於ｾＩる焼 ＱＱ Ｚ りの ｊＡＡｾ 佐を些ｴＺｉｉ ｬ に除討して

見れば何人にも 了解 さ れ る 如 し い づ れ も 焼 け 11: まるべくして -'1: つに: tJf 1 更を深く認識する
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であらう。 即 ち水の明日f であっ? こ ト. に入 力機 械 力 の 按D}J が 間 に 介つ Tことか 、 寺 院 や 其 の他

人家カ; 疎開さ月1- 1こJ 也I瓦で火当 ｈＺ 防ぎ ｩｲＧｊｾｗ -} J  i' ｊｉＩ ド ｾ Ｍ ￬ -i二七 か、υ ｙｩ ，主ＮＧＺｾに ｎＨ 出 平ｨＭ ｽｊ : あっ 「こ の で、

め つ 仁 左 か 、 児 に 叉 i札卜. で、延 焼 辿! 立が比較的遅かつ ?こと か 、 陀 母 校 々 な 保 jqーが 、 がj 火力と

そ の 効 果 が 授 "ji さ 九 て 居 る 事 を 窮 知 し 得 る の で あ
し て の 人 的要 素ど工Ij み に 組 み 合 さ っ て 、

る 。 此の i，主に者snj の 災 害 釘 策 !ま 、 都 市 構築の滞空E: 紫と f. i i ' 行して組、製的に考案さるべきもの

で 、イ阿心別々の要 素 が、 別 ん に 1' :]-*を? ヨラ! と〔さるべ きものでない草! 立、 論を行会Tこさ' る と こ ろ

で み る 。 即ち荷叶-j i' fii f ，成する斗: 墜II!'J 要 素 は、 主主築物であ b込・時であり 、 i1i fJII で ゐ り そ し て

他 の あ ら ゆ る 却市 的 自 flJ ｳＺｾｪ 也として の紘 ｊ 也帯で あっ ｉ こと しても 、 ｊｪ として そのＩ部分ではな

い 様 に 、 此m: の !jミ待針策 も 工 療 技 術 の 融 手11で お ら ね ば な ら ぬ の は 勿 論 で あ る が、 齢 く と も

之勾 Ｚ の 分化され＿こ凡て の工皐 Ｑ 交術ｾば綜介し得る、 す ￭ｩｬｔ ｬ ｩ 刊Ｚ築事的である事が最も必要でゐ

る こ と を 主 張 し ?こいのである。 1¥主 に 都 市 災 特 の 浜 本 制 策 の 第 一 歩 は 剖 慌のす手合性より H-' 1琵

5 れ ね ば な ら ぬ 事 を 主 張 し Tこし、のでゐる。。

紀 元 2600 年 記 念 論 文 懸 賞 装 集 規 定

l  表窓「本邦エ業主告」

本論女 ｬ ま各方面の卓見智能 Ｕ プ動員してｻ直秀刻切なる論慌をＧ求め Ｑｴｾｲｩｬｩｦ 乍の金女、 主? こはその

「憾 l向J ! f 日刊工業新 iicl 羽t とに絞殺し、一億大宮誌に光茄ft める誌が工業界の雨主主主' 明示し、 事費

達助長の指導基準となすと N いこ、 ?Z遺作の全文〈場合によ b その - i;li) 全市. ，'-1:"本として fr

Ｑｲ し＿工 ｩ ［ｴ ｾ に綴つ Ｗ 決定で ある。

2  内容に 附 する構想、 分類 、 四日列等は自由でめるが全 Ｑｲ￱ｾ ｾＢＺｬｩ担じ似Ｚくともプピ ｩ ｅＺ ＰＱｊ 芳、の要項に わ れ
り言a.l ;' I t すること。

「本邦工 紫給」要 lil ( fy.j) 

1  .  ;1作手目工' A' l i - の過去，現在. ;↓れとj l {(i: 批界( l ' ; { 立習につき

l ! i ' 廊工業 a : 需 工 世 代 用 品 工 数 日常 lFf r;;1 工 殺

さ宇それそれの限駄に立ち治返するピ共に{ 也の議党、ーのお請について也論返する。

2  日I鴻支 「目白波間l剖・ itt; lll. 1司I刊における工策立十ti!t:主主、如何にすベき"，": : 1. ，

3 .  2f日il 工業のF . W怨ヨ概述Fjせのためi; 術品tif. . ，，> ，r - 品九百話法規開制定路泌設ら如何にすべきや。

Ｔ Ｎ 位県各 例 工 主の特異肢を唱検討し本まｉｬ工拾の ｉ 蕗ヲ 卜 汐濯に ｾｾＭｲ ろ刀剣二論及する。
5.  全 ｩ総宮ををＢ忌 じ示天 Ｈｦ ，向 ｮ 氏 ｅ依 ｅ 意 ｧ摂聖のＭ｟ｦ於 ｩ せるＺｾ可羽 ＧＱＱ［Ｑ Ｇ ，

3.  t答葺 E変長 員 ( イ ロノρ 、H踊版i頂買 . 敬R講草型略喜〉

東京; r . - ['1.，大[j-q H走 馬 場 M: i昔、

東 京 工 業 大 疹 伝 部 )11 西 正 ｪｾＢＺ＠

大阪' { { ; - 掴大串i ' xtf' お 持 、円

銭泥 ｈＺｽｪｾ 貰株式合ｩｦｩＺｩＮＺ駐長 ;m 閉 {ff 軒

E草原工君主大修理事長 版 原 ｾｭ＠ ｾ＠ ＱｾＱＺ＠
興ｾＵＮＮ￟ＧￏＡＧＺ技師 ｊ 部長工祭 ｬ 車 土 宮 本 パ ; と 俗

本 位 田1) 代 表

'，:'; j } 取 紙

4. 1{ 金

I 等 金診千闇也 I 名 2  ｾ事金五百鴎也

入選論文の版機は H 刊工業新聞社に i jt=す。

5 論文原稿・には最初の一枚 に住所氏名含明記し一枚目百字詰( 一行廿字t十行のものを使用、放

盟主に制限なし、別に全文金一枚四百字詰原稿紙十五枚以内に要約ぜる「従織 J : r 添附すること

6. i!t 上匿名! f 詐さす' 、但 し侍殊の事情ゐるものはその旨合中 Itl ること。

7. 1. 忽毛主原稿lま賞選と否とに拘らや金f l i 0政府に提出、 1t:主[_¥L交の資料に供するを以て一切返却

せす・0

Ｘ 原稿はペン叉は毛筆にて認め、 ｩ Ａｬｬ名 ｬ まＲｊＧｩＭ仮名主 ｾｉ 宅用すること、ｻ日し外国の阿有名詞、機被名
等4孝子主なものは片仮名を使用すること。

9 参考替、そ の他より引用せる部分についてはその出所を明記すること E

10. 文中 の数字に して防諜翻係 にま民自毒する もの; 工務71の際に適宜削除、 又 !i 伏字に する事める

ベし。

11 締匂J 期 限 昭 和 15年 6 月30 日着便。

12. 1苫懇話主災 問 8 月下旬、 H干i J 工業新聞紙上ケ 以てす 。

13. tモ 稿 先 大阪市北院中之島五丁目 、 日刊工業新聞社「怒蛍: 論文係」又l立東京市京橋以銀座

何二丁目、 H刊工業新聞社東京女批r;!;:':Et論文係 j 宛、 封皮 lこ「怨2世論文原稿 J と朱啓する事

大 阪 ・ 東 京 日子IJ 工 業 新 聞 枇

官 J(1:考I土注自主弘師 ・大坂府野f再部i ! : ! i ) ; 謀

円

以

弐

m

M

的

介

一

針

河 内 正

ｉ ｾ 寺

11' !} 

処 乙

軒;

村

町

大

げ

鑑

古

山

山

御

ｬＢ ｾｦ ヒ ｴ ヂ ｾｦ ｆＧＹｅ ｩ￮ｩ 長工ぷ ｬ￬ｬｬｪ
凶軍省r，2.Hil 長1昔苛' 川5

:0. Ｚ Ｚｩｾｾ院次長

佐 友 本;ii: 取 締:史専務理事

務 工 ; 次 官T

ｗｩ Ｇ軍省￬ｪｦＮ協同 ｛ｾｩｴ ｩＢ ｾｉ Ｚ 同 ［ｦ

1 名

間

金萱百随也

ｉｔｾ＠ｩ 司潟ｾｾｾっＷｴ刊 ｭｪ ￆｽ ｾＱ 担 コ

5 等1 名

1  光T員ｾ＠4空
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阪 神 間 に 家 ぞ建 てる 場 合の住 意( 水 害 事 象l汚生場より)

緒言

J7:民主

{北 野 新

昭手和i日11日3年7月5 日突如として阪'tI刷制仲州H川沖刷11中11判11川!口川iリlをを，製つ? 仁こ大洪7水'K(は立そ fのJη3被，符‘芹τF陀立l度主よ り引 ［ ＡＡｾ捉 ｬ て史 一 ｪ上Ｍ

ものでゐつて、その 惨 ［ｉｊｾ 買に円を訟はしなるものがゐつに。市 ｈ 寺 人々は様ん 何 ｪ 袋［訪方 策を

員愈IJ に考へ? このであっ fこが、それにも拘らす' 時円が経過し、恐ろしかつに記憶が淡れゆく

につれて此等の方策は ｌ 、つしか不 一 史不 ＮｾＲＺ Ｈ δ ものとして次第に忘れられゆ〈かに見える。

さはれwi る傾向は技術に関係の1rr札、一般枇付人のIl 'iJに :(r つては制めて自然 'うなりゆきな

のである か ら 深 〈答む べきで: まなく 、此の健忘性 I ) 持良なni l:令3封建ってゆ〈義泌をナ措ーふも

のは 正に技術を以て ｪｬｈＺ 合 イ ￬Ｉ繭枇土曾 ｩｬｬ ょに寄興しつ〉同持にその ｾｩ ｬＱ悩として枇ヂ＿の思忠告＿享交

しつ〉ある技術家そのものでなげればならない。ブミれぞ' れの専門分虫f に於ける技術家の使

命の自姪に恭づ〈問き信念と熱誠 のみが ｩ ｦ， ｬＺ 併を災帆から毘に選，Ｉ得るのであると彩、 ｴ Ｎｩ ｾ ＺＵ へ

る。此の意味に於て私 Ａま此の災待 Ａｩ 抑持続の誌ＱＭ｟ｾ［ｪＺ ｩｊ 川して求められるま〉に 、 ＱＱＱ ・時建築 ｪ 支

術家として考へ＿こ水害珠ｼ坊の建築拘方策を抜に再び絵 ｾｾＱＮ 記載し 、 採って以てーにでも役ＩＧ，・

つものあらば利月j して頂かうと巧へT二次第である。

向者，- ＼ば此の際今一度「起 きた と ｮｴｬＺ 令 ｊ 昭和 ＱＳ 年 Ｙ 月蹴誌 Ｑ ＭＺ の本協向災得ｾｦｦＮ度委員作費去

の Ｑ Ｑ 反 ｾｩｬｬ ｬ 地 方 水 害調茶報告を御通読下さらんことをＯ

第 1園 日: 本島弧に働く<i i i : i J 推定国〈燦原〉

阪II iljlj 1¥l地lifI.:は第1及2置に示す如〈

りの軸方向力を受り? こ) 勺: 長 さ梁が

百円瀬戸{ 波昨帯万一部に J惑い 第 5 圏

に示寸如く断層が縦横無識に護達し

持〉 此等のカは完全には卒衝してゐないで粉々東北方のカのカが大で則性卒衡をなしてゐると考へ ι

れてゐる o **)  ￯ｬｾ ＺＺｪ ｬ 日本地塊と ｰ ＮＡ￭南日本地Ｚｴｉｬ｜の 二Ｚ是枝
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多数のノj、地塊が寄木細工の様に集り

且l月号fii' ，ーの{i:j J.
1
: 県頂なり試lリミ lこliJi) !'j何 卜

げ断層をなして庄に持してゐる よL) W.

で ある。 市 して此の地 区の下f 梁をな

す 六 ｲｾ 山 塊は典型泊なる 地 盤 Ｑ ＮＱ Ｑ HI氏を

なし、南側は海岸 lこ迫って明白なる

断層住をなし、従って海岸平地との

勾 ｾ ｩｾ の 推 移 ， ｦ Ａ Ｎ 鑓的 に してこげ ｩ 少の崩壊

流 下の危険 多 < UJffli より海岸 l二五る

子地 は過 去に 於 げ る数次に亘る土砂

のJj ij 街 又は大流下 を示す無数の段丘

を成してゐ る。のみならす此の居位

地域の背後をな す六甲 山塊[ 立大部分

花 柄岩系岩石の特| 主として極めて風. 一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 一一 一一一

化 し易〈剰っさ へ その風化生成物は 第2圏 木州の構造的f . %分〈望. 月〉

所詞買砂土にして凝結力無〈流動し易い。 jJt の如 q 的i 1ltJ1nのJW.1，町立地質脱出及 tl!!. Mより削

て極めて不安定なる土地であって今後とｾ｜ＡＡも封策ｾ怠る時は先年の如き大洪水の襲来する

! 実れは多分に夜ると右ーなければならない。

の

'

レ

h

M

，H

H

P

 

(  1) :  

( 2  ) 敷 地の選定叉は建物の配置

地E吉の河岸

の土地は硬

i疑結 } J の無

二t

此のl' 重風化

ニ! ニのJ j j j積地

か流下被 杭

j 也叉 lまH子: き

あli :1二J晋の 卜.

民 砂二1- . の蒲

ｪ 昔ｾ拙い Ｑ こ

ぃ花尚治系

京; ー石の上に

の

M

H

 

'
伺

H

H

V

弔

m
u
-

屯
、

L

 

アミ E;:; !ム1
1鬼地質 構 造 園

d. 3 2. I O λ d  0  6 問

函

8  

4隣 市 j

[二3EタE 及鴎括. I i i ¥. ｾ＠

喜 翠 更 新 居 i

m: & i 枚 父 百 笠 長 ;

ゆ i ; E¥3iii 上防局 Eヨ テ 〉 三 紀 思 :

九、¥ 節 忌[ 三S . J 黒霊会包花岡宕 i

f:; ｾ寝 袋 箆 週 間 関 花 開 宕

「 石 初 得 総 額 石' 廷 掴 岳 宕

六 甲1111)10¥地質椛治闘( ¥j 台〉第 5 圏
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に砂操l菅' 5 : ' 毅〈洪積層l: Eiモであるから容易に河川侵蝕を受t 1hijf .哀し易いから成るべく河Nぞ

からＩｬｾさＧかつ ｦ こ Ｑ 投 ｊｉｾ がよく、 ｊ ＱｚＡｫＡ也はノレ＼ ｾ与河 ｲｴ よりｲＺＺＡｉ ｪ < しなければ イ、l' である。 I ll i ) ドに

接し? こ敷地 にどうしても辿てねばならない場合は建物は少< :J UII日択より敷地l向'迄のi告さ以

ト. 河岸よ b遠ざけて建てる様に努める。どうしでももっと河岸に接近して建てなければな

らない場合は後に建物の構造の節で述べる注意に従って特に充分竪岡な構造主 す る。

foi 河川の屈曲黙の凸( l ! lj を な す 土 地 ( 第4園@部〉

又は河川 の合流動叉は河川と山 l也性芭ー路の交叉

黙等 lこ援する土地では河叉は道路市ひの敷地縁

端の崩農を警戒しなげればならない。

( U ): 谷間や谷りの聞いてゐる方向の低地、

又は貯水池の下方等に敷地を選ばない様にする

〈日D: 断層線上又は之に極〈接近してゐると

考へられる土地を避ける。( 地震時をも考へ

て〉

第 四 圏

O V) ・( U{): の土地に含まれるものも人工的原閃に悶るものも全て合めて一般に崖端に近

く建物を設りない棋にする。

( V) ・建物は敷地よ b尚い土地の: wl内ど同iから出互いるにり速さ' り る。

( 3  ) : 環境の改 善

Ｐ Ｉ Ｚ 敷地周囲に辿って山がど ＱＺ る時はよく手入れをし 、 ｏｕ ｾ 長大な る のみ に て樹根が ｪ￴ｴ <  

深〈岩;. t ) t ; に喰ひ入り岩叫に川< _ ! l - ' . ってゐないか叉は老齢に過ぎて樹精鈍 b治塊に緊着する

精力乏しき樹木は之を伏保して精力 fiE盛且つ棋カ ;tずは深〈岩塊にH食ひ入り 、同時にその割

合に飴り丈が高〈ならすやJ楽に充分H:j J k を含み{ 米ち得る様な極類の樹木のみを作する様 tこ

心掛りる。従って必要の場合は期絞な{ 附(1: に最も過する樹極右f 選揮し て全 山のt: l ' f 屈の告を更

をなす厳にする。相し樹木;は11! 1 令ひ恨をよく張る種類のものでも市を舶ゑる方法にょっ?こ

場合と播1: 1 ] : の方法によっ? こ場合とでは前者の方が棋のよi拘 i への緊若程度後者に 比 し剥〈叉

ｬｌ ＿ をおむゑ＿ こ ものが本官 ［ に ｴｬｾ を張る迄には相詰の年月号＿実寸るから樹胞の縫更は長期に瓦る

計霊に基 づいて徐々にやらねばならない。

( 1I ) : 陸端には大木守純ゑて置かね様にする。

〈日[): 特に jjjJ れ易い凹尚斜面に沿って道路をつりる場合は、 その斜商 に1 c : 分な砂防施設

を施 す 。砂防 ｂ 伝説は勿論土監のー呑大きい 下 部主 ＿ｱｾ ＱＧに竪聞にすると共 に 全斜断の勾配を緩

じする に 努め 、 斜商 の高 さ大なる ｈ 寺Ａ 主主 主段の階段以に ｍＩｾ ｾ､ｬｩｬ ｬ［各斜面 ｬ ニ ダ ｷｾｴ を設げる と 共

に上商を能ふ限り防水性とする。持jli 監はマツスを大にすると共に土 中lこ法透する 水 を二目l少

を伴ふ こと なく辿に流出せしめる様 lこ水抜き lこ工夫する。 間9: 11石肢は埋込長大なるものは

マ ツスが大であ るから 水抜きに工夫す れば法を通首にす るこ とにより充分砂防効果 を琵姉

勺 谷と云ム複でなく Ilj の凹曲斜T I l i に過ぎない 態度のしのでも豪雨の時lま相官の水洗が来ることを球

想して用意して鼠かねばなら弘い
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リート l1F{e以てf ; 1i lめ不

法透性とし? こる開般の

溝ｾｾｩＢ設けて排水を良

好にする。

。11) ・此等の溝渠よ

b集 93"1 ; : : る水は漏水の

ほれ無き大俸の排水管

又は溝渠により速にがI

ｉｾｉ に 部〈践にする。

CViIl ) : 貯水他のね; な

ものを成るべく浩らぬ

様 に しf'i しどうしても

出 る 必要 の あ る場合は

餓筋コンクリート出と

して午Ji にi開7Kのr-.I{ nが

ない械にする。

11124 

きふと

せ し め る こ と カ : /"1 '， 互い

る。( 第 5 及 6 固参，11: 0

(l V): ill 路 のpm濯又

ｴＱ 工作物 の Ｑｾｊ 也造 成今

の お 山の自然の法的[ を7

ql断しに時は必すす己分

なＺＱＺ冊 ＱｩｗｾＺ ， ｴ ｩＧｾ主けるの

CV) :  品単〈さ〉やか

な行でもＱＧｾが道路と交

叉する) i J i ' では: 口出下に

必 宇 多 少 Jヲ111 !i I H1 に什

ふー1: ii少が ;1えても交分な

断，ｴＧｩ ｩ の ｩｬ 昔ｾを設けてＺｪ ｾ Ｑ

7]'( i: ｊｾ＠ ¥する。

CVI ) : 水' 汗のJJEれあ

る 1[ 1;山71t..主;1泊l の迂l mの

低:には必予防而充分大

第 ＵＸ 圏 ｾＮｐ ｲ 方 Ｗ ての一例Ｈ上よ Ｑ Ｉ 見 ｆ l  -::ぷ )ifi ')



第 ;6 問 自包工N 好' よる問片1下，rw将司書の ー.{司l

める。

(  4 ) : 建 物の構造

(  1 ): ＭＵＮＺＡ日告Ａの ｪ ぷ ｬｩｴｾＨ : t 必十探い

ｊｬｾ ｊＮｬ Ｑ＠ ｜こ ｊ 主 Ｗｾｔ せしめるの指 し ｊ 主 ｬ 斑

を直後 ｊ 也山に ｪ 主せしめ ｩｾ Ｚｦｴい時法

裁! 箆| 冗を必守地山に接若せしめ

且抗日声、 ｬ 主主た礎版中に充分Ｎｾ閉め切

め払， ｮｈ 米得れば ＺＱＱｃ 相ヌＱＮｾｾー臨と

なる桜述キ討する。土趨が波はれ

でも安全な践にする需である。

( I{): 建 物 1.1床下の高さを許

し得る限り言;j くする。

(111) : 建物j には成るべく高い

丈夫なギij 指磁を周らし、 その泊

ＩＹ ＱＮ川 ｉｾ 目 口 ｬ 立高し、所につり、ｊＮｉ Ｎｍ ｊｊ

Ｉ，Ｈ得れば必要にＡｬￌ｛Ｚじ ｾｲ ｊ Ｚ ｦｊ し得る

科iにする。

ｏｖＩ ・ ュ ｬ［ ｾｬ 見と土議又 ｬ ま柱 Ｚ［ ｊＭＡ ｩ Ｈ 主

主 ｉｾ と 、 Ｚ ｌｾ 苓共のｻ也主要椛詰Ａ［部材

(:l ，j:l 1]: に金物にて充分緊着せし

ＨｖＩＺ 建物の構［主主緯 ｬ ま水平ｽＩに充分 ｴｬｾ 抗 ｈ い ｉｾ る桜にし、 ｊｬＮ Ｏｊ 、 原 組 ｬ 叫日ノ ｪ 、 足ｻｦ ｩｬｬｩ り 、 ト

ラスと する。

(VD・建物は必十 2 附挫の部分を備へる肢にし、. l J .l lt の部分の主要な肢は充分な断面の

J i l l し桂とする。

Ｈｖ ｉｬ Ｉ Ｚ 建物は ｍ ｊｊ ｾ 七 ｦ ｦ ｽ れば 餓尚コンク リ ー ト 誌ｾ叉 ｬ 立無紡つンクリ ート 出の如〈マツスカ ｚ 大

でイ、透水性の柿ー也のものとするのが宜い。

( 5  ): 防 水l}. 防砂 施 設

ＨＱＩ・敷地を高くし工ｌＱ ｾ ， ｩ 問に防ＷｊＨ ＱＱ ｽｪ砂拐〈 以下問 Ｑ ， ＱＱ の需に単 に防水堺と云ふことにするＩ

を設げる。之は必十全 ｭ ｊ 回に ｩｪＢ ， ｮＱ 、 決して刷悶の狭い組問の地ヲｉＧｾのみを考へてｪ｟ｾる方 向に

のみ之を設( 1 ' ) 他の方向を水流の襲来なきものと巧へて1詣へ公定、る如きことをしない。防水

塀は特 にマツス を大にし叉椴阿の少い・ Ｕ畳半ｾ，ｴＧ ｗ ｩＺｩＡとし且基礎はジとして土の Ｈｦｬｩｬ 睦 ｬ こ持＿こせる

ことなく綿て茶礎 底汚 ｛ の地耐ブ ｊ 及摩憶力に将 ｾＧ￬ こせ 、 ｦ ，Ｇ ｩｊ 基礎は必十堅 い地 山 に喰ひ込む如〈

接着させる。施工に首つて は腐り 易い閥 ｴｬｾ ｾ 専は 丹念に之を Ｗ 除去 しぶ Ｑ 県下に［｛Ｎ桜なもの〉入

込まね隊注芯: する。制根等の出つ ?こ痕 lま凡さ 水みちとなるからである。

2 5  1I1 



その k 外 商 に は 不 法 透'It の エ プ ロ ン を 突 出 せ し め 高 時 のWi iJIeに よ り 足 元 を 洗 は れ る こ k

ｾｰｊｪ ぐ憾にする。ｼ明日部の ｊ ｊｦ ｈ 立自身 の 楠追及ＡｪＺＮｺ Ｑ ・ ｈＱ｜ こ作に防水効果 ｪ 込灯なる Ｑｭ '2 ＩＵＱＮ註ｾＮｊ＿ ｬｬ

ふ。

(  ][ ) : 敷地 浩 成 用 のtf閉そも法礎は必ヮド也山 に問( ，1 1 食ひ込ませ充分な法、 水抜寺 、 及 強 度

並に安定度を? 千了せしめ 、向 徐 b高 い も の は 数 段 の 擁 壁 に 分 ち 階 段)IJ ，に設りると共にJ て聞を

コンクリ ー ト等にて ［由度の水耳Ｚれ勾配を附して ｾｩｬ￬ 接して不透 水性とする。

ｃｬ ｉ ｛ＩＺ 下水よりｾ力水 の話 Ｗ ＮＱＨが敷地内に逆流しＭｳｪＨることを橡惣し非常の場合は下 水講を

符 閉 遮 断 し 得 る 椴 tこ工夫して置く。 台筆 者 は 大 阪 府 技 師

11 2 6  

多 地 下 水 域 に 於 け る 地 下 構 造 物 の ー訪 水 工 法 に関 し て 私 の 抱 く 不 安

河底に墜道其のf也の築造物 o構築する場合叉ば地 lでに歎容の J也階企殺げる様な察合設計者

の最も悩む問題の一つは Jmf可にして防7kするかと云ふことである。比の問題の解決方法の中

最も大限なものとして按縫合二電とし、外飢11の警捜( 架格 0 1 ，含め? 二意味に解して項き皮

い〉を地 tの上部構造をも支持する而t力)}s分とし、内1町j の?l.i.紐[主眼健疫の防; J c 1 : 防音的役割

とを奥へ7L主主作的のものとし、外filll のFZ穏には侍に防水的111置全議せ' す' 構法上自ら保 Hする

耳目る程度。訪7K効巣を以て防水第一線の役刻合系さしめ、従って自由に透過し来る多量; のJ k

ｬ 主之を二重避の悶の空間内に殺げに ｾｾｾｩ 足を通じて侍定の随所に集め 、 之をポン Ｗ ・ ｔ 以て俳 ｩｩｩｬ

すると云ム防水工法が周ひ られる場合が凡受げられる ・ 。勿論之はヲｾＯ =.  : y グコ旦トが大で不

経理Fなのと 、動カの停止しれ場合を考ヘると不要なので、大( 樹立設: i I の' [ 1 ; 初からの言十笹では

な〈て着工後防水に換期の成功を納め得す'し て止むな〈執っ? 二方法でゐる場合が多いと思ば

れ るが、 それは兎も角、構造物を比の憾の状態に永年に買って枚程して握くことは好ましか

らさＧるも喜合のあることをＧ信すＧる。周 ＿ ｾｊ の如〈車 ｢ｫ は コン ク リート 中の石 ｊ 灰分台溶Ｚｉ Ｇｊ する。 若手 Ｚｬ ｫ

の侵入して来ない内 ｬ 法性の河底や海岸かう注さ ￞ ￭ ［ 、つに内 ｲｾ 主 に於りる地 Ｑ 、に於てはかなり軟肢

の高いノk がF ? 干主し得るから高援の Jj '[ j の樋牧水が絶えす' 透過しゆき、然も税鮮な空気力:墜骨Eニミ

illi に' : ' 1; ることが無いのでめる カ

らJlbの化皐主主化は不断に進展し

ゅく故塗にはコンク リート t ) : m

怒 t こなり必要な耐力企喪失する

時期が到来する民れが［ｉＡＡｉｩｾ、と ｩ 主

1集らな L 、j J 、ら でゐる o 3耳函! . : l : 軟

7 k の石灰浴 /lj 作用を詮する十三

の防紛: 道路橋 に生じて居る鐙手L

石絞石氏務自ヶ示す。( 浅野新一〉



静 犬 火同 災 報
半
口
一調

オて

主主‘

災 害 強 度 委 員 曾

はしがき

一月十五 日午すぎ ‘ il jの凶削に突如として設火J斤制の5i 1i J! l 1 ¥に煽られて火勢猛烈ぞ組め紫

煙!天に i1f l し、恰も僚! 京ーの火の虫l' ＼、 室長 防圏並に軍隊必死の活動も去 ｽ ｊ Ｑｾ < 組ちにして市の中

極部繁華街を祇めつ くし、 夜になってもやま子 、 ぉＺＺ監のｫ｜は続々ｾＮｦｯＺ ｾ、炎んとして天を焦

し、いつはつべしとも忠は仇なかっ fこが、折制の逆風に宥められ 11時45分漸〈鎮火する lこ

至つ? こ。焼失傾倒40寓坪五千 iま! っヶ烏有に蹄し J 員存笠に受信闘にE んとし、; 丘司七稀有の

大火であっ?こ? こめ世人を投!i から十驚博せしめに。

本委員合は念J夜市見12員を現地に iJ.正し、 専門のユ工場ーより捌有せしめ? このでゐる。本被告は

三日 ｉｕＱｽ ＺｬＧ ｦｩｬｬ ￭Ｇ を馳せ巡り 、 或 ｬ 主要路の人を訪ね或は悲ｩＱ Ｇ､ 釈の中より掻き集め＿こ資料金整ｾＱ｛ ｜し

すこもので杜撰なところもあるが、火 災研究 卜.のー参考資料ともな九ば幸ひである。

1. T!j 勢一自'そ

2. 気象一般

3. 火災沿革

4 消 防砲 設

5. 設火時の概況

Ｖ Ｎ 延焼の ｉＡｊｾ 況

Ｗ 焼 失医 ｊ ｬ＾ｾ同国部の ｪＮ ＺｦＮｑ Ll: ｾ＠ ｾた況

8. 警すえ箸瞥防圏及軍隊の活動I!] ，{.兄

目

- b  

ヅ、

り被害 id要

10 今回の 火災の性質

11. 被守の揃大原因

12 焼失犯築物の flH主別調脊

ＱＳＮ ィ 、 ｴｾ ｾ 質建築物の被害 ｊＡｫ 況

14. 高層建築物J の被害

15. 土般の効果

16 共 他の被 害

1 . 市政一般

A 地 勢

'!J :]i '同i !i は東西附京の 11.1 1111¥こめりて、 j!/s同! 慌の i トI Jえれ1¥¥こu，牟し262 ケI l li 及 76 ケ字に分?こる。

市内 lこ谷津 111、ガ!j'7k 111 Ｈ公閣Ｉ 、 八幡山、五度山 の小 ｊ､ｨｾ ず ＱＺ す ￨ ｾＡｉｴ も 地語、概ね千担なり。

B  i台 草

明治問年陸海世i限令護有さ れ本mに静岡物¥ｾ出設置さる。木 ｔ Ａ Ｇ ｪ は大正 十二 年六 月都市計 整

法の指定地にカ11へ られ、同年七月一日より之を賞bI ! i 玩に第一期何路事業の完成を終り 、、 次

でＵｲｾ二期事 業 に 着手 、 医割整ｊ［ｈＱＮ 、 幹 ｴｾｪｾ 道路工事 、 全市 ｾｩ 日 装等着々 ＱＱ ＧＱ｜ 汁 ｊ 美ｾ備へ大都 市建設

に遇逃せんとして居る。
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C  本市位置

l  可燃所在地 !  逗手田町T十 訓 l  東脚経 l兜峨籾皮即2分4引l忽秒刈山山、、寸(|い川オ北榊b附榊糊ν緋よ

土'fJt忌竺記! lM叩4ρ悦7鴻品カ旭叫旦〉川l同周閤 幻糊粁 」五;ぷ7

炭 表 |極 東 根 古 屋 l闘 石 部 斜

表 I 16. 743粁 I 25.85粁

一一一」空 三 竺一一一一一一l旦竺峰 |  

D 公 闇

清水山公園( 営濁l町) 6.  884tr 

大 演 公 園 ( 商 品 ) 7. 062均三

!tf機111公園 ωド宮IU) 2.901:!'1'  

照 宗 公 園 ( 用 宗 ) 1. 239;' 1' 

百十 18. 086坪

111 2 6  



ロ戸E  

男 | 女

口

計a

一、凶勢調布 ClJ i. {t ，pJj心

ーニ i世帯2f - : 均人口!Jix  明F本:年

5.0 130.422 2.j .310 !op  
九i E 大

5. I  156. l i 8 29. 0i 8 大 正 十 四 年

5.2  

う.5

i i 4. 698 32.543 

36.4.ワ2

1

1

1

1

1

1

 

R
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ロ
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a
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J

ヨi平官昭

昭 2CO. i36 平官

現 在 刊 し一ーム一一一一一」
| 男 女 | 言

l ヲ; ωI 96.324 

I  9 8 ω I  99.372 

1 q9 う23 ! 101.536 i  

1 3 7 ω I  100 制 I 103.  /，89 !  

i  33. 192 !  iOI 叩: 105.391 !  

一、現 t! ー人口

現 夜一 戸平均人口均ζ

4ι ー

一

5.3 35.73，) ｾｦＭ
九

利昭

5.3 36.687 !Ol'-
「

利昭

パ

マ

守

J

戸
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o
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司

J

R

U

弓

J

E

l

内

L

A

H

V

内

4

J

今

、

J

1

A

4

・

"
J

n

u

n

u

n
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q

L
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b
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L

 

5.4  

3i .10.t 昭 和 十 一 年

昭 和 十 二 年

昭 和 十 三 年

職業別戸数F  

271 
-

H

、

、

J
5. :.91 ミ匙t主

12.609 よ［ ｾゴa

19 ミ長話E

2.238 
、'J .r

Aむi旦
-
Aド
、

プ

コ9.113 :普E市ー

ご.379:.tf 自白を乙令ー3.694 公 務 自 由 業

2. 264 事長

( ，r.: fI '，f'; 

ア..、 ':阿久
13 家司王{ 史丹] 人

38. 192 

2.気象一般

本rli はボ絞 1381主2S分41 ｐ Ｉ ｊ｟ｉｉＺ Ａ ｾＧｾＳＴ＠ JtC57分2'}1少の.iti J .に ib ｾ＠ 0  fYi 方ihf: に1(11 し北凶山を負ひ

百十

本州脳ーの｢Ｎ Ｚ ｴｩｬ ｾ￡ 鼠手ＡＱな 地にして昭和 ｊ ｃ］ ｴｴｆ［ ブ 、 ｾＺｾの ｩ 弘前主 ＺｬｩｾｊｕＺ 33.  4c 最低活下 8. 3 を降つにこ

とがなくその平均 ＱＱ Ｚ｜ＱＮ Ｑ支は ＱＷＮＵ でゐる。その一年の ｘ 院を概 ｾｩＳｾ する に、

なし; 在芯54 日快 晴

21=1  H主1まi181日曇

降 水 56 EI 62 日
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拶J 民主人1-. 10り日。

1句、参考として故近の蛍;内主:(象比 l. i2IAT，: C象報告を ジくに描ぐ。

! 日雪
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管 内 気 象 報 告 ( 第 3表〉

綬 岡 県 系 昭 和 14，q三11月 ( 午前 10時観測〉

判明樹事

最高低

立問|風向ト件+
気 温 /

日照

合 計 ヰ主 亡

E  c  

17. 8 7. 7 20. 5  15. 3  15. 1 68 S E  5  」主
2. 7 

2  17. 3 20. 5 9. 3  29. 8 14. 9 11.2 65 E  2  6  日生
7. 3 

3  17. 7 19. 9 8. 8 28. 7 14. 4 11.1 0. 2 53 E  2  i失ll 青 4. 9 

4  18. 2 21. 8  11.3 33. 1 16. 6 10. 5 24. 1 85 
。

10 会
。

5  21. 8  23. 2 12. 7  35. 9 18. 0 10. 5 0. 5 64 E  決H青 5. 7 

6  15. 3 19. 2 13. 2 32. 4 16. 2 6. 0  5. 6 74 N E  10 ｾ＠ 。

7  18. 8 20. 8  9. 8 30. 6  15. 3 11. 0  67 E  fjt Jl背 6. 3 

8  20. 1  22. 6  10. 9 33. 5 16. 8 11. 7 61 E  2  ､ＱｾＱＱ 背 4. 3 

一
9  18. 9 22. 7 10. 6 33.  3  16. 7 12.  1  6. 5 78 N W  10 ｾ＠

。

一
16. 8 21. 4  12.1 33. 5 16. 8 9. 3 6. 2 94 

。
10 E  10 雨

18. 27 21. 49 10. 64 32. 13 16. 10 10. 85 3. 71 7D. 9 3. 12  

11 17.1 20. 1 12. 0 32. 1 16.1 8.1 ｟｟ｩｌｾ＠ 2  4  JI古 4. 2 

12  17. 3 20. 4 8. 1  28. 5 14. 3 12. 3 68 E S E  2  
。

l実11青 5. 3  

13  16. 3 17. 7 6. 7 24. 4 12. 乙 l トO 56 
。

B  5主
0. 9 

14 11. 8  18. 9 6. 9 25. 8 12. 9 12. 0 60 E  7  日青 2. 9 

一
15 18. 7 19. 9 4. 2 24. 1 12.1 13. 7 39 S W  

。
快晴 4. 1 

一
.  一 一 一

16 18.1 20. 7 8. 0 28. 7 14. 4 12. 7  48 S  2  快 晴 3. 8 

17 15. 6 18. 9 13. 2 11. 5 60 E N  2  ‘  7  日車内
。

18 14. 9  17. 7 8. 8 26. 5 13. 3 8. 9 1. 0  58 E N  2  9  4主

。

一
19 16. 1  19. 2 8. 9 28. 1 14. 1 10. 3 0. 5 64 E S E  

コ一JI背

。

15. 3 18. 7 8. 7  27. 4 13. 7 10. 0 1. 10 71 
。

20 

16. 12 19. 22 7. 97 27. 19 15. 62 11 . 83 0. 41 61. 6  

N  2  10 雨

2. 12 

21 17. 4 21.7 7. 3 23. 6 14. 3 14. 0 3. 5  57 E  JI青 4. 5 

22 13. 9  19. 9 11. 4  30. 3 15. 2 ｾ＠ 48. 7 92 N WN  10 雨 0. 3 

23 18. 1  19. 5 13. 3 32. 8 16. 4 6. 2 83 N E  9  ヨ主
0. 7 

24 14. 4 19. 6 13. 6 33. 0 16. 5 6. 2  17. 8 76 w  10 ｾ＠ 0. 1 

25 15. 6 21. 2  8. 8 30. 0 15. 0 12. 4 76 2  代 il 背 8. 5 

26 8. 9 18. 7 8. 6 27. 3 13. 7  10.1 0. 0 44 w  。 ｩＩｾｵｦＱ＠ 7. 3 

27 9. 8  14. 6 3. 8 18. 4 9. 2 10. 8 0. 0 32 W S  4  
。ｩ ｾ Ｑｉ背 9. 4  

28 12. 9 17. 5 2. 4  19. 9 10. 0 15.1 88 WS W 4  
。

陸虫
5. 8 

一
29 15. 7 13. 0  8. 2 21. 2  10. b  4. 8 48 WS W 4  10 雨 4. 2 

13. 1 12. 9 3. 5  16. 4 8. 2 9. 4 一 42 6. 4 

30 

13. 96 17. 72 8. 07 25. 79 12. 91 9. 65 7. 00 63. 8 

WS W 3  3  H青

ＶＮＹｾ＠
31  

一 一 一 一 一
合 計 483. 5 584 . 3  266. 8 851. 1 426. 4 317. 5  109. 7 196. 3 99. 6 

一一 司ー

平 均 16. 12 19. 48 8. 890 28. 37 14. 2 1  10. 58  3. 66 65. 4 3. 32 

翌月 l 11. 9  17. 9 0. 2 18.1 9. 1 17. 7  49 S E  
8  '  

午刊叩断前船削附 ｉハ川 ｬ川嶋 Ｐ崎時 ｾ ｉ附千明 ｬ 土叫ｼム引 ｼ 雨 雲 陀よ ｼ門伊煩ｾ ＤＱ却別ぺ吋 ｬリ川ｾ I  
天 気 日 歎 7 1 7  I  4  日 数 12 1 2 1  1  1 - -1  
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( 第 4表〉

官 事 問 眠 薬
昭 和 14年 12月( 午前 10時観測〉

〕マ(
A ! t 温糸 気温ノ

気 温 最 T51間「ナ
晴 氏 )I(断 )I( 滋 5241( 掻 ( 粍〉

:品村雲量 日照

11. 9  17.9 0. 2  18. 1  9.1 17.7 49 S E  
。

快晴 8. 3 

2  12. 3  15.0 0. 3  15.8 7. 9 14.7 47 S W 
。

快晴 8.1 

3  11. 9  13.7  8. 1  21. 8  10. 9  5. 6 33 S W 3  
。

i央日荷 5. 5  

4  8. 4 11. 9  1. 1  13. 0 6. 5 10.8 67 
。

7  日青 4.4  

5  
11. 4  14.7 2. 7 17.4 8. 7 12.0  0. 0 56 

一
。。

快晴 5. 4 

6  8. 9 14.6 4. 4 19. 0 9.5 10.2 主. 2 う6 E  10 &  

7  
11.7 12.3 5. 9  18.2  9.1 6. 4  74 S E  

.内、， 
11青

5. 4 

日
12.3 19.9  2. 6 22. 5 11. 3  17.3 62 S E S  2  i知脅 5. 9 

9  9. 4 11.0 3. 8 14. 8 7. 4  7.2 63 
。

5  H青 2. 4 

10 11. 4  17.7 8. 7 26. 4 13. 2 9. 0 0. 0 92 S W 2  8  ｾ＠ 3. 3 

l:Ii:
I
J卒 均 10. 96  14.87 3. 78  18. 70 9. 36  11. 09 0. 22 59. 9 

4.87 

11 10. 6  11.7 7.2 18. 9 9..5 4. 5 90 E  
。

快晴
6. 6 

12. 7. 3 10. 4  - 0. 6 9. 8 4. Q 11. 1  49 。Ｐ 決Ｑｬ Ｑｾ 2. 2 

13  6. I  11. 8  - 0. 1 11. 7  5. 9 11. 9  66 
。

10 ｾ＠ 2. 9 

14 11.8 12.5 - 1. 8  10.7 5. 4  14.3 38 S W 3  日 決H宵 4. 7  

15 6.6  11. 4  ー ト l 10.3 5. 2 12. 5  4. 2 51 。
2  li 夫H青 1. 4  

16  11.4 12.4 0. 3 12.7 6. 4 12. I  85 。
6  1  n脅 7.9  

17 11. 9  12.7 1. 0  13.7 6.9 11.7 66 
。

0 快 晴 7. 0 

18 10.6 15 ・3 1. 8  17. I  8. 6 13.5 49 w  o  ｉｴ 夫 ｮ ｩｾ 7. 7  

19 9. 0 12.9 
。

12. 9  6. 5 12.9 0. 0 40 S E  3  1  11者 7. 1  

20 7. 5 10. 5  4. 0 14.5 7.3 6. 5 64 

一
。

8 1  ｾ＠ 5.1 

卒 均 9. 28 12. 16 1. 07 13. 23 6. 66 11. 60 0.42 59. 4 
5. 26 

21 9. 4 12. 6  1. 1  13. 7  6. 9 11.5 59  
。

0 快晴 5. 3 

22 8. 2 13. 1  2. 7  15. 8  7.9 10.4  71 。
10 星主 1. 1  

23 8. 2 11. 9  2. 2 14. 1  7.1 9. 7 67  w  10 g!i 3. 2 

24 10.2 13. 9 0. 8 14. 7 7. 4 13.  ]  56 N  l 快晴 6. 4  

25 8. 3  11. 4  
。

11. 4  5.7 11.4 50 E  2  o  11央H官、 3.5 

26 8. 0 14.0 1.3 15.3 7. 7  12.7 65 

一
。

l 快H背 7. I  

27 10. 8 13. 9  2.0 15. 9 8. 0 11. 9  70 S E S  O  快日常 7.9  

28 12.  I  12.9 2. 4 15. 3 7.7  10.5 40 S E  l 快晴 5. 0 

29 9.6  12. 2  0. 7 12. 9  6. 5 11. 5  53 l 快H昔 6. 6 

30 8. 5 12.3 - 0. 6 11.7 5. 9 12. 9  54 E  o  ＱＱ 夫 ￟￬ｾ 6.9 

卒 均 9.33 12.82  12. 6 14. 08 7. 08 11.56  58. 5 
5. 36 

31 8. 8 15.2 - 1. I  14.1 7.1 16.3 49 N  1  l '  0  決H背 7. 1  

1021 14. 34 115 1549 773  1319 634 601  

合 計 304. 5 413. 7 60. 0 474. 2 238. 1  358. 8 1827 
161. 4  

卒 均 9. 8 13. 3 1. 9  15. 3 76.8  11. 6  5. 9  5. 2 

翌 月l 10.7 12.6 4. 1  16. 7 8. 4 8.5  26 S W  
ー完'  0 快晴 3. 6 

午前 10時

斗竺竺F苧|煩別
氷

最低- A! i . 混

ノ O. 以下

天 然 日 数
20 I  5  6  I  0  I  2  I  8  盟主 2  I  3  6  
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三

m

m

( 第 5表〉

ｾ＠
気 温 最 高 糸 湿最 低 気 温

最 高 低 気
最 高 低 温 較 差 降 水 量

滋 度 風 向 風力 雲 量 天 気

混ノ合計 ノ 平 均
iiB 事

C  C  c  c  C  I  C π L町，. メ

10. 7 12. 9  4. 1  16. 7 8.4 8. 5 26 sw 3  
。

i; hu古 3. 6 

2  5. 9 13. 2 3. 4 16. 6 8. 3 9. 8 61  E  10 ｾ＠ 4. 0 

3  13. 2 14. 5 一1. 5 13. 0 6. 5 16. 0 0. 0 35 s w 3  
。

決11古 4. 3 

4  9. 9 17. 5 - 0. 8 16. 7 8. 4  18. 3  62 E  
。

i:i<: u青 3. 7  

5  14. 9  16. 9 - 0. 2 16. 7 8. 4 17.1 50 w  3  2  快晴
4. 4  

6  12. I  17. 1 1.7 ! 8. 8 9. 4 15. 4 1. 1  50 N  
。

I)l: u古 5. 1  

7  13. 8 14. 7  10. 0 24.7 12. 4  4. 7 39 sw 3  
。

快 晴 7. 0 

8  8. 9 13. 0 - 0. 8 12. 2  6. 1 13. 8 3B sw 3  快 晴 3. 8 

9  4. 8 10. 9 1. 9  12. 8  6. 4 9. 0 43 w  3  4  UとH青 8. 9 

10 3. 9 10. 4 2. 0 12. 4 6. 2 8. 4  1. 1  40 N E  2  i:k: u背 6. 7 

卒 均 9. 8 14.  B  1. 9  i 6. 6 80. 5 12.1 447  
う15

11 3. 5 9. 1 ー ト2 7. 9 4. 0 10. 3 74  N  。
I')t"青 6. 1 

12  7. 2 9. 6  ート 8 7. 8 3. 9 11. 4  52 E  2  i火H青 3. 5 

13 6. 3 12. 6 - 0. 6 12. 0 6.0 13. 2 65 E  決:1古 7.5 

14 9. 5  12. 4 一0. 4 12. 0 6. 0  12. 8 45 E N 2  
。

快 晴 7.3 

15 6. 9 9. 8 - 3.1 6. 7 3.4 12. 9 67  E  。
i*"古

7. 2 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

県芸問自宇
. tt 

ロ報象:$.i. 内管昭和 15(1三i 月( 午前! 日時観測〉



3. 火災沿草

今回の大火災は貰に静岡初って以来である。静岡の 1. 000 戸以上の大火をひろってみる

に文化4年に 1879戸、明治22年に 1169戸、同25年の 1322戸で今回が4回目である。而して主

なる 火災は、

A. 主要なる火災の概況

( 1. ) 寛政 12年 10月20 目、安西5丁目より出火凶風の烈風に 21日午前6時迄に 241l li 焼 失

(2. ) 文化4年 12月20日午前2時頃新通大工町より出火、西! 玖の烈風中8時¥:' ¥1延 焼321l 1i] . 879

戸全焼

(3. ) 天保5年 11 月7 日午前5時頃雨替Ilti 5 丁目から出火、西風 iこよ 96時間燃へ 10時頃鎮火

しTこるもの焼失11汀名は剛容町4丁目5丁目6丁目凧ノ辻呉服Illi 4 丁目 、5丁目 、江 1111l lf 、紺 民

Il ti] 41Uj442戸に及よく

( 4. ) 安政元年 日年4 日'Fjji jl 0時頃大地民ch 9  a l lll ll j より 11'，火、烈11民に煽られ央 11刷li6-r f 1

新行11汀、紺屋町、 ｲＮｻ［ 車馬 ｉ ｉＱ ｔ 、下悼馬町、門前町民秒ｾｲＺ ｦｬ ｪ ｬｬｬｪ 、ｼ以 ｾｕｬｬｬｦ ，上横 ｦｈｉｕ 丁、下償問ｉｬ ｴｪｾ

焼事共頃、西風が突然*J瓜に健 b且つ地誌の詩め泊屋が30戸1止めつ?こ1. 0め 泊火し? こ 9焼失

戸数578軒全町| 割2分に詰る。

(5. Ｉ鹿 ｕｍ［ Ｒ 年 Ｓ 月 Ｑ Ｐ 午前 ＱＱ 時頃呉服 ＱＱ 汀 Ｓ 丁目よ ｢ 出火し北風に煽られ ｾ＿ ｉｉ 日午前 ｪ ・ Ｘｮ Ｚ［ＧｪＺ頃 損火

し焼失n寺IlJl 9時間に及び市内目貫の場所をタ'<.. 駿に蹄し 20 ヶIII T808戸を焼失せり

(“ 6. )1明明i治合3年 1は2月2却O日午i後美6時頃安凶 2 了 |日ヨ西側i酒酒i逃i主主土:土k 蔵よ 9 1出出火し l西羽北の風強 <il翌主日日.'

古前可桝4時頃; 旗長火せ h炎焼時! 問m引l川0;1涛剛寺剖Il山i日山i刊j に及ひぴ:6 ケ同町I立21円9戸をを7焼失せ b

( 7.  Ｉ明治ヲ年 ＱＱ 月 Ｒ Ｐ 日 、 午前 ｬ 時 ｾＱｾ 頃 、 安西 Ｓ 丁目北側より同火し西烈風に煽られ午前 Ｓ 時

銀 火 せ れ 炎 焼i侍11Il 3J 寺問牛にして 120戸を焼失せり

(8. ) 明治9年 12月30 日午前 2 時頃呉服町6丁目 、江川町通りより出火し西北風に煽られ炎

焼時間]6時間に及べ b

( 9.  ) 1明治8年 11月24 日夜 12時 頃、江川町、新谷11I}・泊 b よ b 出火し翌日 ＮＧ Ｑ ｾ ｪＺ ￬ ｦｉ Ｕ 時頃鋲火し Ｑ Ｓ

4戸を焼失せり

( 10. ) 1明治22年2月l 日午前2時 頃一番11I j より t.H火し西烈風に煽られ炎焼時11¥131時I:Uに及び

翌日午前jヲ時漸〈鎮火せり

一番町、屋形町、本通 92. 3. 4丁目上石町 1. 2丁目 、梅毘町、人宿町 1. 2. 3丁目、七1L¥j IUj' 2

. 3丁目の 13ケ町 11 00徐戸を焼失せり

( 11. ) 明治25年 1月 9 日午前 l時 30分頃西風強〈七間町3丁目よ b出火し烈風に煽られて炎

焼6時間の内市内日貰の場所七n日|町、鍛冶町、呉服町6丁目 、下石町 1. 2.  3 丁目 、江川町、

紺屋町、栄町、 16ケ町 711 戸を焼失、午 前7時30分鎖火し? こり

( 12. ) 明治25年 12月12 日間風烈しいlサ約時頃寺n1T3丁目 、妙音寺より! 日火 し1・1日午前411午

頃媒火し fこり

ｾｊｉ＠ 3 4  



寺 町4丁目藤右工門町、常度町、下屋町3丁目 5 ケ町 122戸 10 ケ寺焼失せり

( 13. ) 明治25年 12月14日西風烈しく夜 12時頃、人柄 町 l 丁目より /.!J ，火、炎焼 時11¥115時間に

及び翠日午後3蒋頃鎖火し f こり。人情IU]'1 丁 目、七朝刊1I ]' 1丁目附替 111] ' 2. 3. 4. 5 目 6丁目、呉服IIIT

3. 4. 5. 6丁目、札辻町、迫乎町、下石111T、 14 ケnJ T413戸を焼失せり。

(14.  ) 明治41年2月11 日午 前4時今頃本通り丁目より /'P，火し本通5丁目 、守ー11I j 1 丁目、西寺

町、上大工町、 59戸を焼失せり

( 15. ) 大正2年3月7 日午後2時40分項新通 5 丁円、西側 より 111 火し全焼45戸、tH主7戸に注

せり

( 16) 大正4年3月23 日西風夜 12時頃、下石町1丁目より 出火し禁 日5時頃鎮 火せり、下石町

1. 2丁目、江尻町、平屋町、雨替町4丁目、 89戸を焼失せ b

( 17.  ) 昭和4年2月 10 日夜西北風烈しき中に新宮町 |丁目から IJ' ，火し同町及び 2 丁目にて48

戸を焼き同 12時頃鎮火し仁、然るに間もなく翌朝6時頃亦も共の; 焼失医域内2了間某家の厚

狭から火焔を吹 き始め遂に五番町迄延焼し32戸を焼き同 6 時 消 しよじめ にがか〈て遂 に合計

80戸を全焼し損害約35高閲に達 し?こ。

静 岡 市 火 災 一 斑 表 ( 第6差是〉

年 月 日
| 紀 元 | 風 向 | 燃 焼 時 間 | 焼 失 戸 数 | 傍 失 院を 域

E室長 12. 2.  8.  2. 267 駿ｽＨＮｦ減 ノｽ 司ヨ リ ｈｾ 火殿ｾ ＮＺ 焼失

ｾ＠ 1  5.12.  4. 2. 270 
殴F(i f成上厨Ni 炎ー1:

.. 19. 10. 21. 2. 274 丙 人宿町 l荷替町、新谷町

ｾ永 ＱＲＮ Ｑ ＱＮ ＳＰＮ 2. 295 茶町威内

天和 3. 2・24. 2. 343 丙北 9  637  茶町→失 ij s. IO] 、紺屋町等29 ケIllJ

元 緑 う. 不祥 2. 352 御法尾町、安f帝国丁

‘a  
6. 12. 26.  2. 353 西南 安丙五了回→茶町 2了目等 11 ケl可

安永 7. 12.25 2. 370 西 日 250除

JE徳 2. 1. 卜 2.372 新 進 l 了討→本町 6 丁目

享保 16. 2. 8.  2. 391  商 |新 谷 町 → 附 町 、 横 間 前f

首f 歴 6. 2. 14.  2. 416 61 ， ｾ ｾｊｽＮ［Ｎｬｬｬｲ →宮 ｩ 崎町

4与 8.  9. 12.  2. 418 49 安 F耳目丁→安河町 3 T I=l

ｾ＠ 9. 10. 25.  ｾＮＴＱＹ＠ 59 梅屋町→人宿町、寺町

4与 12.I Z. 9. 2. 422 商 243 安西町 2 丁目→茶屋町人ケ村

安 永 2. 卜12. 2. 433 西南 材木田T→浅間惣記:

天明 8. 11. 5. 2. 448 ! 片 桐町一+ 浅開榊電土 l  

党政 12. 10.20. 2. 460 西 16  i  |蜘 丁 目 2 ケ町.879( 全

文化 4. 12.20. 2. 467 西南 8  
200の 4 g j 制 大 正 ト 人 宿 町、寺町、則 町 l

4毒物師町32ヶ町

天 保 5. 11. 7. 2. 494 西 6  雨後町5丁目→然物師町 14ケ問r I  
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う78 ( 地震〕全

安 政 1. 11. 4. 2. 514 西後耳1 戸 放 4. 4177; '
江 一 腕 町 入 帳 町1吋 !  

ＱＳｾＺ［＠
呉7工服町2→人宿町、 雨1昔、P1r、七間r ! JＡをｉｦ￭ｾ 2. 3.  !O. 2. 526 ｾｴ ，＠ R03 

1)'1.20ケ町

(1607- 1. 100)  

明 治 3. 12.20.  2. 530 河北 10 219 安 i埼; ニア 凶 外 6 ケ阿 [

4ι  9.1 1. 20. 2. 536 丙 3. 5  120 安西 3 了目北! 日1I

。
9. 12. 30.  2. 536 西北 6  474 突。ij fl. 6 了回、江川町通

多

17. 1. 6. 2. 544 4  280 間庭町

4与 18. 1. 2L  ＲＮＵｾＵ＠ 5  134 江川町、新 谷 町、 体馬町

。22. 2. 1. 2. 5<.9  商 31 1. 169 l 番町 外 12 ケ問f

。25. 2. 1. 2. 552 illi 6  711 7 間町外 18ヶ町

122 
。25. 12. 12. 2. 552 高 19 

十ケ寺

寺田 ｊｾ 外 Ｕ ケ町

。25. 12. 14.  2. 552 jll.j 15 413 人宿lur外 13ヶ国J

?  41. 2. 11.  2. 568 59 本主主 5 了目外3ヶl町

大正 2. 3. 7. 2. 573 
45 

新温う了目

半焼7

4与 4. 3. 23.  2. 575 商 う 89 下市町外4ケ町

昭和 4. 2. 10. 2. 589 河北 48 新宮町外 l ケ町

4. 消防施設

A 組織と設備

1 . 静岡市警防圏組織概要
3. 牒下及隣l際都il 'i警防関及ポンプ比較表

圏 長

刷 図 長 2  

問 ｉ ｾｭｾ ンフ台敵 |割 |笹山 |
自動車| ガソリン| 腕用 分関員| 人員

分 園 長 25 

静岡市 う 25 18 48 25 2713 

副分園長 25 

帯主松市 15 6  I  22 15 2097 

部 長 175 

清水市 9  6  15 15 1105 

副 部 長 175 
沼津市 4  

コ，、

7  8  536 

到任 長 118  三鳥町 5  4  2  11  8  327 

警 防 員 2. 192 
警告海市 3  3  2  8  10 59 

2. 71 3  

i岐橋市 15 98 115 24 3457 

| 岡崎市
9  90 19 11 1758 !  

2. ポンプ

小問原町 3  3  う

自動車ポンプ 5決

卒塚市
3  、

5  5  

カ. ソリンホ. ンフ.
25譲

腕 用

ポンプ 18京

5十 48韮

岐阜市 7  7  
1
3  27  6  3031  

111 3 6  



B 水利の批況

(  1  )-r! J' 水道の概況

"d"i 水道卜.7.1¥. 辺、7ki!J ;i 池 J ) /K Ｚｦｾ Ｚ＠ ｾ幻 Ａｉｾ 水地に於て ＴＮ ＵＰ Ｐ 立 Ｉ ｪ 米ｾＺＺＧ ) 貯水し、 +lkj ' l l: l の快)IJ 2'; は

平均 11. 000}'i: 方米である。

( 2 ) 水道消火栓

水道消化衿 (1市内線、数810例でその内 、町共訂30 ｦｐ ，ｉＱ ＱＢＱ 人私設 ＳＰ 例 ｾｩＧ 60 例ゐ1 ) JI 見付抗告; n

f曹は 100mm以上ありI j J 央部にて千H寺平均60ポンドの水慨をもってゐます。消火栓配也t 7，えJr，z

付餓管路線は今次大火の焼失医域内に ＱＳＳ 例 、 焼失ｾ域外周凡そ ＲＰＰ 米 Ｈ 水 管 ＱＰ 例 延長して

使用可能の範囲) 以内 lこ65伺の施設がある。

( 司〉防火ヂ|二戸

市内要所に防火井戸を施設しである 、 その綿、数205jp，1内公設 1541問、他に 私設511Vilである

7kTic盟?宇J にて400瓦ガソ リン ポンプを平時平均、15分以上の使用に培える。今次大火の焼

失医域 に59例焼失区域外周回200米以内に 12例 の施設がある。

(  4  ) 用水 及人孔の欣況

イ、安倍川を水源主して第 1 ｾ虎幹線は水道町に王 ｢ 分岐して一方は尚 ＱＱ 日町方而に他の一

方は馬場町、警察署前を絞て新字予町にて分岐し( 1  ) は行幸通路に泊ひ牒裏 南町稲川町を絞

て有打!に辺じ( 2) は侮馬町中八幡町上八幡町を経て線下11I iから久能何迅ーにfRふて斡流して

ゐる。

口、都2控幹線は辰起mTから 'dil 再窃附近にて分岐し. (  1  )  Ｈま柳町 、 安問 Ｕ 了 ｬｈ ＺＭ 匹 Ｊｊｾ に

同町 Ｗ 丁下 ｼに 王り弼到 ｾＲＮ 3丁円 の境界を駒形小撃佼方而に通じ( 2  ＩＨ立柳町より三組町ｾＪ巴て

新宮nlTに至り更に分岐して( 1  ) は三、四平寺町境界{ e 大鋸町運司王町新通 3. 4 丁目から橘n I j に

王 b青木町方商に通じてゐる。

ハ 、 Ｗ ＮＱ｜Ｎ ［存町 Ｑ 丁 目から流 ｈ ｩ し に外涼の用水は北間 ｩｬｬ ｻ･舵庄町 Ｓ 丁目に て束Ｚむ ｦｈｾ ｉｮ了 、 元火

力設電所哀を下街同町、東町に至りノ ｬ 、 ｾｉｾ 方問に通じてゐる。

以上の各用水路の11昔渠部には所々に人孔しマンホールを苦手も共の総数83jp，Iあって今次焼

失阪域内 に22個医i或外周200米以内 に36仰lの敷設がある。

5 消防11 ] 水利一覧玄-

積 > J IJ |紙倣 |守勢lira|禁智弘明牒良| 倫
考

f宵 火 於 810 133 65 

防 火 井 戸 154  49 9  

用水及( 人孔〉 83 22 36 

弘 毅 防 火 井戸 51 10 3  

言1 1.098 2i4 113 

井7. 1¥. 並びに泊、火栓配置 lu:i は護表できな いのは遺憾であるが用水配置|丙lは第 |品|の通り
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であ る。

5.稜火時の概況

火ａＮｾ主

昭和 15年 l月 15日午後011寺8分頃1. 火災護生の 日時

静岡市新市町 l 丁 目28番地
2. 誕 生 の 場所

じな45"; ド〉柴i来
I百l荷馬車業

静岡市新古nl iJ 丁目 29需地
Ｓ Ｎｾ 聖火の原 因

戴孝出子村正大工職

( 常44年)きさ同主ー

が l 月15 日午前 11時 30分 頃設 定仕広- の?こめ飽屑及切端数本営以て楊 を汚11し? こる際限突の

火の粉が隣家の興津柴所有の厩会の屋根 に飛 散 し護火 し1:。

き&'.i; 吊T。' I主

1 L¥ I  I  J片下1

l___ ____一 一__ U U一一一jE i

七三恥川

I  u.. 

l  三井

…  i ず

!  

し一一一_ j

「

J星ニ

、
-【
・
T

Ｎｾ＠

Tつ

h :.z. 

I4 

しーー 一一一一一- - { コ

_，n， 
't 

仁

I&ii 

B.雷同の気 象

度1. 滋

15 日朝来i長度小にし て午前6時と鮒も 43，%に過ぎす》陥の打る につ れ待ノヤ舵燥し、 10 !l 寺説

に30，%を示し正午 には貨 に23，% となり稀なる乾燥を主し経過するこ と20数分不幸突虫f J とし

て殻火i感度は依然 23，%を檎縦 しfこ。f古I首i也I.t 昨年 12月 6 日以来降雨な く晴 天持，慨 し制 度に

乾燥せしに依り燃焼 し易き !I K態 にあっ? こ。

2. 風向風速

111 3 8  



1初予|ミ風弱かりしも午前J l l時過ぎより西風次第に強まれ正午には西の風 9. 2米秒に注し

l1s もな 〈護火し? このである。

3. 気 温

! ，¥月時の最低気温は氷黙下 1}立4でーあっ? こが次第に上昇し、正午前後には8度を起へ午後 l時

12分に は最高気温9度9となり雨下下降し午後 10時4度 l を示し? こが 10時50分に至 b風向，む11与

して西風は束 に燈 り気温急: 降し l度3に降り夜4とから氷貼下となっ? こ。

4. 天 気

高気国民主栄古京都で ＷＷＶｾ モを示し低気厩は千島ーの東方にあり叉 ＷＵＰ 粍の制低気躍が北海道

の西方 lこあつ? こ。

天策は表日本はI情で装日本は曇りで所々小零 となって居ります 、キ¥1' 1昨はI脅ですが南西諸

島は曇つ? こり晴れTこりであっ? こ。

/ f  

¥，

，

 

¥

¥

 

‘、
、

7ごF

第 8国 昭和 15年 |月15日天気間
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( 10)  

3 脊町小筆校側から火元の馬小屋の

縫跡を面見る。馬 1j [ 買燐死す '

111 4 0  

(  11) 

( 9) 

焚，1'( の腕II可となっ1: 新寓田1' 1了

目廿九番地i毎野孝様方の燭突

新知町 l 了目 28脊地の荷馬車業興浄後方の底

の問でめって JL1 i 餓鍛冶も瞥んで J M: この庖の

悶!の哀に馬小屋がめつれ。



( 12)  

梯子のか、ってゐるのが I; :j 鳥取 l乏の 点隣りに

在 る平家 建 6 .1ifの 商家でめ って:! ( !:J'. その隣り

の 2 階 建の住家全縫いて JI ーってゐるじ

6. 延壊状況

A . 火元附近の獄況

夜火し＿こる火 勢は ＿Ｑ ［ 時 北 西 約 Ｑ Ｐ 米 の狽風 ｬ こ明られ ｉｉ ｒ ￭ｬ ｬ Ｎ ｾ にして桝 一 つ南 ＨＡＡｉ Ｉ の三平 和ｬｉ ￭ ノ ｪ 、 ｾ校

ノ守合 に 延焼 しにのであるがi1i 警p}j 閣 の必死 の 防 犯 ij f ; 引により 1; 付近 { I: 宅 l椋 2戸既合 l 棟 及IJ、

感佼木造 Ｒ ｗｩ 建敬常 、 職員ｾ等 Ｑ ｴ ｾｩ 三 ド 及 小 使号 ｾ Ｍ ｊｕｬｾ 附凪小建物ｾｾ焼失し ｔ こる程度 ー にて Ｑ Ｑ Ｇ 後 ｬ

時30分 頃 延焼 を 防止し得 ?このである。

4 1 川



¥.  <  

第 15 間 飛 火 状 況 闘

B. 大火の形態に至りたる獄況

三番町小接投に延焼 しに蛇烈な火勢は風下に古る市内巾| 区部一帯 l二五つて臨んに火の粉

を飛散させて ゐ?こが午後 l時 O分風下約654米 を隔て? ニ. 1・大工町11存地及同 町 12呑地附近に

飛 火しにものは忽 ち家康 に延焼 しfこのでつ fこが首時消防ポンプの主隊は火元附近の三呑町

小製校方商 iこ活動中であっにので念速に来援する事が出来十且つ愈々吹き募る西の強風に

煽られ遂に 附近一帯に揃大し? このであっ ?こ。市して此の附近の狐火は賞に本大火設生の最

大基地と な るに 至つ?こ。即ち l時50分頃には約817米隔て? こる閲1'1ruj 3 番地附近及約 1. 635米

隔てfこ稲川町2丁 目50呑地附近に叉午後2時O分頃には約436米帰てに七川11汀2 丁目 24番地附

近約545米隔て に下石町2了目附近、約763米隔てに下魚、町46帯地附近及約8げ米隔て? こ下魚

町寅葺院に飛火 し? こ。: } ，くいで午後2時30分頃には質事院の J花火が約 164米隔てに馬淵町 l 丁

目2番地附近及稲川町 2 丁目の猛火は約 164米隔てに同町女子除j 業接校 lこ何れも風下 iこ夫々

飛火 し?このであっ?こ。

斯の如 〈 殆ん ど 同時刻に姑々飛火せる各火勢は近ｾＮＺＺ祈 Ｗ よる晴天持続の馬め総ての物は乾

燥し切 り即燃M}¥態に在り力nふるに木造組靴な建物の多い本市であり且つ地勢的現象? こる安

部川 を挟u 雨側の 山脈問 を通風する西伎の強風に煽られ附近ー商に機大し遂に今次の大火

災ｾ矯 すの 態形 に 至 つに のである。

C 延焼のj伏況

上記の 如き 飛火に依 り護生 し?こ る火災の延焼I1た況を夫々付置別に記する と次の如 〈であ

111 4 2  
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⑥ 火冗 - 飛メ;

P門l . 0- 2.0  

R門2.0 - 3.0 

I  I P. M 3. 0- 5.0 

P門5.0-7.0
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07ll 100 200 300  400 
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る。( 園面第 13. 14. ( 別紙色刷)15闘参照〉

1. 午後 l時O分頃上大工町 11 番地附近の飛 y ( 々勢は忽ち lこして附近一帯に延焼蛸大し l時 1

0分頃には風上なる同 l町59番地附近に風下 iこ於ては l時30分頃同H汀稲泉寺及同 11汀52番地一帯

に又午後2時O分頃には本通 4 丁目 27番地 12間道路側の一角 に延焼しロ ーグリ { を南方 lこ泊

予る f2rUl 道路に嫁る警防圏必死の防禦紘を突破し梅屋町、人宿 l町、七間11汀. 3丁目 、日Ij 雷ilil!1

ｨ Ａｬ Ｚ 附近一帯より下石町 Ｓ 丁目 ｬ 番地間近に及ぶ急速なる延焼をｾし午後 Ｒ 時 ＳＰ 分頃既に本通 Ｕ

了目、人宿町 3丁目、総右衛門町、常鹿町全韓に延焼 し下魚、町46番地 iこ飛火せる火勢と 合

流するに至つ? こ。

上大工町より 梅屋町 、 入信町 、七 間 ｬ 町 Ｓ 丁目、 下石 ｩ 町 、 ￱￬ｾＪ

衛門町、常陵町へと念速に獄大せ る状況

左端の康んに炎爆を? してゐるのが上大工l町. である。

2. 午後 2時頃下魚、町46番地附

近に飛火せる火勢は忽ちにして

同町貰塚劇場を合t J 一帯及同町

33番地附近一帯tこ延焼し猛烈な

る火勢は此の頃 ｊ ｾ Ｎ 大工 町方 自ー よ

り延焼し来れる火勢と合流し、

一方午後 2 時30分頃下魚、町村祐

地附近一帯に延焼せる火勢は西

門町 3 希地にヲ11 t 火せる火勢と合

流する lこ至つに。

3. 午後1時50分頃西門町3呑地

ド付近に 111t 火せる火勢は同町一角

ぞ延焼し下魚、町46呑地及同町賀

華院 ｬ こ ＩＱ Ｑｴ火せる火勢と合流して火勢錠々猛烈を極め馬淵町 Ｑ 丁目に ｾＱ Ｑｴ火するに至つに。

4. 午後2時頃寛蓮院の飛火々勢は下f!."，町のヲ11 t 火々勢と合流し午後2時30分頃鍛道線路を越

え天坪町附近に延焼更に馬淵IUTI丁目に飛火せる火勢と合流し北京に進み午後2時30分頃鳥

見町及泉町を突以南町 l丁目に至り午後 6 時頃森下ノj 、墜校を焼失せしめ午後的時40分頃森下

|町2丁目指森味伶工場附近に延焼するに至つに。

5. 午後2時0分頃七間町 2 丁目 24番地附近に飛火せる火勢は上大工11IT方面よ b の火勢と人

宿町2丁目附近にて合流し附近一帯に延焼、一方午後3時30分頃には七間町 1丁 目、雨替町3

丁目 26呑地附近に延焼し同: l I j キネマ館附近に於て下石IIIT 2 丁目のヲ11 t 火々勢色合流せ り、 更

に一方 121日l道路に治ひ風下に延焼し f こる火勢は下石町 2 丁目 ヲ11 t 火々勢と合流続々猛烈を極

め?こ。

6 午後2i 1寺頃下石nrj2了1"11こ111 t 火せる火勢は 1211 ¥1 迅ー路に沿ひ七間町飛火々勢と合流し位烈

なる勢を以て 2 時30分頃歌舞伎座附近一帯に延焼、一方 121山道路沿ひに延焼せる火勢は下

魚、町附近の火勢と合流午後 Ｒ 時頃江尻町 、 貰 ｉｉｉｔ 、 ｾｾｩ 古町を急速に紺屋町浮月僕に迄延焼

4 3 1 1 1  



せり。一方歌舞伎座附近一帯の火勢は更に雨替町56丁目に延焼紺屋町方商に績大しに。

一方は静岡電話局裏手より紺屋町 ー小椛 ￯ｮｾ ｬ 祉を境に更に二手となり一手は放館街を静岡騨

に向ひ一手は紺屋町64呑地附近三好野放官官に向ひ午後 4 時30分頃行幸道路西側一帯に延焼

しに。

7. 午後4時30分頃紺屋町行幸道路西側ー一帯に延焼せる猛火勢は午後5時頃訟に道路来側の

絵坂屋百貨j古及共の近隣に一手は紺屋町92番地附近に延焼惇馬町通りを境仁村1前後して都

清閥道と電気鍛道との問を幾接持して猛烈に延焼午後 11時頃に至り上横問問r30番地及日之

ｾｉ ｾ＠ 111)77呑地附近lこ延焼せる頃鎮火の見込が立つに至つ? こ。

8. 午後 11時30分頃院内0 I T 38番地附近に延焼するに至つに火勢は附近用水路に集結せる警

防i羽必死の防禦作業主此の頃よ b風向の有利なる特換とは入試の絃度次第 iこ疎になっ? こ事

と・11，1持ち午後 11時45分頃銀減するに至つに。

9. 午後 l 時50分頃稲川町2丁目 50帯地附近に jllt 火せる火勢は一時対烈に延焼協大せんと し

1こるも附近警防隊の必死の祈動に依 b延焼を防止し f こるも強風 lこ煽られ?こる火焔は午後2

時 ＲＰ 分頃風下約 ＱＶＴ 米 を隔て＿こる｟ｫＢｨ ｬｾｪ 業事校ノ 守 合に ｪｬｴ 火し主主に同伎を全焼せしめ＿こ。

10. 午後2時頃七軒町附近の火勢は同I l lj 友 ｪ ， ｎ 替 ｉ ｬｬｊ Ｓ 丁目裏通りに棋大し遂 に央 ｩｪｾ ｉｬ ｉｔＲ 丁目回

中屋百貨応に延焼し? こ。

11. ! Iニ後2時30分頃下石l l I i歌鋭伎出' 付近に燐大せる火勢は七 l:rjlllj 花月 劇場方自に延焼、附

;係I 1lj キネマ館及静岡映/ i 1 J ，: lf l J 壌に延焼し更に呉服l町通 りに 樹大し市役所公令堂は危険に頻し

?こ。

12. .11ニ後3時頃呉服I l lj ・6丁目方I国の火勢は央服| 町通り北側一端及呉服I l lT5丁目方面に延焼繍

)( し元御用邸は危険となっ Tこ。

13，午後6時頃呉服町 3 丁目岡中屋百貨庖に延焼せる火勢は呉服町通り北側一帯に繍大し

日赤病院、憲兵分除、警察署名手は危険 k なつ? こ。

14，前項 11 ，12，13 の火勢は愈々猛烈を極め?こるも同附近はi師岡市行政機闘の船要部? こる

を以て極力警防圏t : ' 集結、必死の防禦活動に依り危〈延焼を防 11-. し得 fこのである 。即 ち鼓

火より鎖火 lこ至るまで約 11時間30分に及び焼失i面積は約 1322，320m
2  

( 約40寓主1::) となり竹H

ｕｾ 町教は ＸＶ ケ町の多きに 達 しに。

三えに焼失区域の延焼経路並に飛火欣況を描〈と第 13刷、第 14凶( 別紙色刷園〉、第 15困の

如〈である。

向 15 日より 16日迄の気象要素は下表の如〈である。

1 1 1 4 4  



15 日- 16日 静岡市に於ける気象観測表

長記 混

c  

15 日 A. MIOh 7.6 

A.M1I h 8.5 

A. MI2h  8.2 

P. M Ih 6.2 

P. M 2h 7. 5  

P. M 3h  6. 1  

P. M 4h 5.4 

P.M 5h 5.1 

P. M 6h 4.5 

P.M 7h 4.3 

P. M 8h 3.9  

P. M 9h 4.4  

P. M10h 4. 1  

P.Ml l h ト3

P. MI2h - 0. 1  

16A A.M Ih - 0.6  

A. M 2h - 2.2 

， 

A. M 3h  - 2. 8 

A. M 4h - 3.3  

A. M 5h - 3.0 

A.M 6h - 2. 9  

最強風速及英方向

最 小 濃 度

潟 度 S正 堅 風 向

%  町、

30 754.8 w  

27  754. 3  w  

23  753.4 w  

23  753. 1  w  

25  753. 9  w  

25 754.0 w  

28 754.7 w  

28 755.3  w  

29 755.8 w  

29 756.3 w  

31 756.7 w  

28 757.1 w  

30 757.2 w  

29  757.4  E  

40 757.6 E  

49 758.1 

58 758.8  

64  759.0 

66 759. 5 

62 759.7 

50 760.5 

9.6m/sec E  ( 15 日 P. M卜30)

22% ( 15 日P. MI. 24)  

風 話主 天 集L 降 水 量

m/ sec  

0. 7  i夫日昔

2.5 快 晴

9.2 
快 晴

6. 0  
決 日 青

7.0 
快 晴

6. 7  
快 晴

5. 0  ｩｾ と 日青

4.7 快 晴

2. 7  快 晴

4.0  快 晴

4.3 快 晴

3. 7  快 晴

2. 7  快 晴

1. 7  快 晴

1. 5  快 晴

0.5 快 晴

。
1夫 Oj!J

。
快 晴

。
1'1夫 H市

0.2 快 晴

0.3 快 晴
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附 近 測 候 所 i気 象 観 測 表f 参考】

@

曲

、

=

-

j賓松測候所気 象観 測表

集. 温 t品 皮 風 向 風 i牽

c  ぅ4 m/  

15A A. Ml l h 41 NW 7.0  

A. MI 2h 42  N W  7. 0 

P.M lh 45  N W  9. 0 

P. M 2h 56 NW 3. 8 

P. M 3h 58  NW 7. 6 

P. M 4h 68 トJW 5. 6 

P. M 5h 56 N W 4. 9 

P.M 6h 66 N NW 5. 3 

P. M 7h 68 N NW 4. 4 

P. M 8h  70 N NW 6. 8 

P. M 9h 70 N W  4.6  

P. MI 0h 69 N Wj主W

5. 4 

P.Ml l h 67  W N  4. 5 

P. MI 2h 60  w  5.2  

16 日 A. M lh 59 WS  5. 0 

A. M 2h 56 WS  4. 5 

A. M 3h 5う
、事i S

4. 1  

15 日----16 日御前崎測候所気象 ｬｉｄｾ 訊ＮＱ｝表

15 日

16 日

A. M 2h 

9. 3  

9. 8  

l 卜O

10.3 

7. 8 

11.4 

8. 6 

8. 9 

8. 9 

11.7 

9. 3 

12.5 

10.7 

7.41 

14.1 

13.1 

¥Y，/ NW 

w  

WN W 

WN W 

WN¥V 

WN W 

¥V!'-l W 

WN W 

WN W 

WN W 

w  

、軍j

w  

w  

w  

w  

40 

44 

己5

57 

57 

63 

5f 

49 

48 

39  

54 
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町 名

新宮町 l了目

よ大工町

上石町2丁目

ー1・右町 l了目

七間町

紺屋町

同門PIJ

裕川田I

泉町2了目

1-魚田]

第 16 図

静岡市警防園常設消防部気象観測表

目 標 I  i悦 時 刻 |風 位 |
風 2車

昨舞伎座附近

浮 月緩附近

女 子I街縫製校F付近

主 台院 附 ｾＱＮ

hト

･ 量 ｾ 刷 ｩｴ

吋 Ｗｾγ

P.MO. 4.3  

P. M 1.00 

P. M卜05

P. Mト 10

P. M卜 17

P. M 1.20 

P. M卜20

F. M 2. 20 

I' . M 2. 22 

P.M 2. 30  I  

tl 

ーヌ

w  16m/ sec 

w  18m/sec 

w  18m/sec 

w  18m/sec 

w  20m九cc

w  20m/sec 

w  20m/scc 

w  22m/sec 

w  22m/sec 

w  22m/sec 

l 7Tて

1/ 

TfVffJ了 T

L↓ ! 1 1 17 '''__- r  ----j  

ゲ

ト青山一-i- 十ト十十件対十十士
一

3  4  ｾ＠ 6  

15 8 く中 16 B  

思通風向罰 ｾ ＮｈｄＮｊｩ ;:[度図
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7，焼失匡域周園都の壌J . I : . リ紙花

悦夫 ｉ 広域 Ｑ ，Ｇ，｝ほ ＱＱ｜ ＱＩのＺｴＭ［Ｇｾ 11: りとなり fこる IJ;(I' ，j(;t 11'1力、 Igl¥ｉ 旬、不 燃 Ｇ Ｑ ＧＱＺ 位築物 ｊ の削州 、 ｾＺ Ｎょ ｪ 也、 倒

木 、 ＷｫｦＺ Ｑｊ ｉ ｾ 削系及 響均 ｼ 事 ｼ の附烈 作 業可が ｊｌ の 了 Ｑ Ｚ なるものであっ＿こが ｊｾ 匂ｊｬ ｊｾ￬ 児に就き［協 同日 Ｑ ｊ に

ＱＱ 己すると火 の Ｇ ｾｉｩ < である。

A. 三 番 IlI fノj、製佼I;(.J 近

14fJ! なる強風中にあって然も Ｈ日 Ｑ Ｗ ｉｩＢ￭ｬ ①〉珪火｛う ｾｩｪＧ￬ 訪慨 。， ［Ｑ［｝の米政し注水に王る迄 ｈｉＧｲ ，Ｚ［の

マ w・札 や‘. . ・Ｎ，ｉ ｾｩｴ

( 18) 火元 :11::隣の 三 番1'1J 小事校々 lr

荷村ｻの半分 ｻま ｬｦｾ ｉｾ 方 ｩ 明 Ｚ 必 死の ｉｖｩ 火山ｩＡ ｩＩｊ に依 Ｑ Ｉ 延焼セｾｴＮＡＮれに。

Iイ1 4 8

! 時川ぞれi @.せる lこも 1，7Mらす'

llt のねlJht にて延焼を tjj 11 し

件 fこの l立公〈響的|舗 の必虻

のi，r，!li /Jl こf1ti るものである。

I!l1U，" ]にノ[、不1J なる /"J f変心会

の ｬ 械を ＧＱ す ｾｾｴ Ａ｣ｬ［［ｩ｜こて Ｑ Ｑ 食 ､

めf'J. 1この: まJ 与の爪 illJJ を充分

に ｱｾｊ ，ｎｩるものである。ＳＨ此

脂 ま 本fl 火災の切踊でめり

全 il i の料ii 1 J t なる泊訪，機関を

集結する事が/ 1" ，米J J . 7k利助l

係も比較的良旬であつに事



( 20)  

火 元北隣の三香川小豊島校

im棟校舎 l 材{ 全焼の跡

ｾ ｢ の 校 舎よ り 塀 ｩ つ陥てに西 側ｻ 主語、は風一 Ａ こで

あつれ Ｚｮ 延焼を Ｕ もがれてゐ る 、 ｦｬｾ ｲＮ Ａｬ 央 Ｒ : 本の

樹 木 ( ユ ー カ リ) ｴ 士火の粉の平 ｬ ￌＧ［ ￥ｾｬ［ 右ｊｉＭ Ｎ に役立

つ Ｑｌｴ 云 ｻ ｩｾｬ てゐ る 。

( 21 ) 寺町 l 了目南側1) の焼 止り状況、

比の線lま潟 江主に見える寺院内の 1M; 、に見 え

る女 ｮ ｾ 土蔵巡りの建物辿綴ぜ る のと 風向に

卒行 して居つれ焦燥止1 ) C なつ1: 0

( 19)  

主主 i立18の校舎を jl!;j j j よ り凡? 二る

もの 、 右 Ｑ Ｑ｜ Ｑ｝ ｾ巨 木 の 隣 りカ ・火 元で

め る校舎の控 柱は Z レ ー ト抜 h

でゐって i業主主って帰つ1: 。

t.i;! L:の功 民営より大に しf こもの と考えら れる O

B. U 、I.lll j 、 ｪ、Ｎ 錨 ｉ ｬ ｬ ｦ ＧＺ の南 北 ｻＺ ｬｩｾＨ 第 Ｑ ＷＱ ［［ ［Ｚ｜ の② ｴｪｩｄ

主として ｩｊｾ ｴ ｪＡ 乱の Ｉ瓜 ｬ ー であっ＿こ ｺ ｊ ｮ こ ｻ久るもので

ゐる c

C 村山 3丁11，4 ｪ ・ Ｑ Ｑ の ｬｫ ｩ 川 純 白 ￭ｾ 1  i h' ;ij lのを糾)

完成 された Ｔｩ ［［ｴ Ｍ ｾ 1211'，] の苦|川i ;H込J道路に iui し に

JJ t の11i! ;ま風 l，' iFこ111昔千 行 し H和j であっ Tこ事 と瞥 日:)j

閣の第 1 t) j 虫! 純と して道路幅員を利用 し 必 死の

延焼，i)j 辺 が効 を炎 しf こ事 k に擦 る。

D 凶子い11f. 方:lliT. 凶門118 の 東 西 線; 第 l7ii fi ;① の線)

此 の械の 西方、焼 失 区 域内に 突出 し て 焼時 れ

る王子11fT 1  T 円よ り2 了 円 に ほ る 部 分はゴ: 裁 迭 の

4 9  111 



( 22) 本通 6 了回附近の燐止り

の角の念物でゐる外壁モ J!.. il ル

塗 タ イ ル 援 b仕上げでみる

建物の連続であり叉東方の寺町 3 丁目よ

り西門町に至る一帯は寺院の連続地帯で

道路側に堂字が在 b装(t1I jは墓地となっ て

集地となり樹木もうが比較的多かつ? こ。

以 k の!Ik況に風の方向略jl 七の紘と _.f主

しf こ昂消防の著しき活動無事に附 ら子此

の線ぞ以て防止されてゐ? こ。

E. 呉服I l IT 2 丁目、雨答11行2 丁目、上石

Il ITの南北線( 第 171邑! の@紘)

此の附近は午後 8 時 - 9 時頃に至って

風向の控換に依って延焼し来つ? このであ

るが不謹槙的配列ながら土離、鍛筋コン

クリート匙等の不燃性建物が比較的多か

っ＿こ 事は風 力の 弱かつ ＿こ 事と共に此 ｾｊｪ Ａ よ

り以西への延焼を防止してゐ fこ。

111 5 0  

( 23) 踊宅i ' PIJ の jl 百福寺の焼跡

より東南ｾ眺 ｴ［

ｾ 誠

ぬ が，

r 、:.... -:.:. ，泌

( 24) 失 IJ I1.田r3丁目問中屋百貨 j占屋上より失IJfl 町2-r回

西方の燐止りを眺む、

土話器多〈又鍛筋コンクリート法律物も IDb在してゐる。



( 26)  

呉 服 町 3了目問 '1
1

屋百貨古屋! こより

以ブIJ iiljt む。

左端 f誌のある建物/; r ! 1役所、 兵の向

J 、l i 公 令 生、 rl' 央 2sT5逮 lま静WfijjE、行

でめるむ

( 25  )  

要 Ij 削 r Ｓ ， ｊ ・ ｉｾ fli 作! 議 iY 貸出! 這トJ : i)  [Iq nバヰ1

17ii"ii の① 主(りのj ( J ) ＱＱｾ＠ fr. '眺仁、

石端の白可「の主主物( ま tl ;J五病院

(27)  

失nll 町 4 丁目静岡銀行毘 t より 同l町

4了目 、5丁目 、6 T 目の焼J H線を7跳

む却系は元御用邸。土蔵総と樹木 は 完

全 に li方火の役目を果 してゐ る。

5 1  111 



ｆ りＮｴｾｆｬＮ ｉ ｔｬ ￭ ｪ ｷ 1) の4-l ' IJii ｻＨＺＩｪｾ＠ Ｈｾￎ 川 Ｗ

附の⑥紋)

此のＪ， ［ｪｈｩＩ じ御川正 ＱＱ 、公 ｾ ｾ Ｑ ｾｾｾ Ｚ 、

￯ Ａｩ 役所、 革手ｾｾ官 、 混兵介除、 仁l

;k 11ほ院可あ 1) てi ! i の 111似 J血怖を

背後にせる n苦手同・|到の -i:: 7J ぞ集

会J; して以時1 i ¥ll 二日・り必死の防引

に Ｑｉ つに ｊｕＡｾｗ である。

倒木をちとへ TニーI 轍J七他イJ 燃・l' le

建物の連続と風力及消防川7 Kf:: J

が日j千日 IJ でゐつ Tこ事は古iI ii l己恒要

部への延焼阻止に 多大の役者IJ を

思して ゐ?こ。

( 28) 杭!ト

ｇ ，泉 ｭ ｔ，南町 、 森下ｉｬ ｬｪ の米間 ｕ ｊ｝ｾ紘 Ｈ ＡＺＨｾげｼ 品 ｼ の⑦ ＪＩｪ ｾ )  

( 30)  

泉 l町 2 丁目角より Hi 南力金眺む。

11 1 5 2  

( : 9 )  

手 ｾｩｾ ｪￇｫＺ の ｜ Ｑ と ［Ｇ Ｚ ｾｬＰ ［ ｅ る古 Ｎｍ ｾ ｬ ，Ｇｾ j  ［｜ｾｾ＠ ｴｾ Ｎ＠ _  Iーよ

りτr.; Ｇ ￯ ＧＱＱＱ Ｉ 、 ｊ 止 Ｑ Ｑｉ｛の Ｇ ｾｦ Ｇ ｪｪ ;'.!. ' !Ht し¥、



( 32 )  

森 下 町 2γ 目の米 斯 合 祉 の 9; ; ク

人家の寺町皮のf f i . と風向の有利純r . 足に

依 1) ｦｻｾ＠ ＼ 延焼合 ｾｪＱ ' /:;) 

n l l  

f'j:i nn  ［ ー ｮｾ v- ) '  - ;t' J ，i ;， '1， Ｍ ｨ Ｎｬ［ Ｎｾ＠ 11 .  1. 1料:

合同i f 人

彼 方 の ¥1¥は八郎 ¥1¥.，此の附近[ 士家 l季

ｩｬｾ 主防 Ｑ Ｑ ＮＺ Ｚ ＱＡＧｩｾｕＩＮｬ の ｲ ｶｮ 世 Ｗ あり‘

( 33)  

i弘同¥UJ 小型金校庭 i二より 北方を' 眺む。

焼 止 り紋ｾＺｬＺ ｲｾ 判 Ｇｩｊ 電波紋 路でめる。

暁南方地帯は工業地域であって外爪Jl こ向ひ次第 lこffi!1私!の }f，:J1! 到: 問となって日つ? こ事と此の

キ ｾｪｾ が風向と一致し且風速 Ｓ ｭ Ｏ ｳ･｣ 内外と衰えて司王 ｔ こ事と ｬ Ｎ￬Ｗ ｫ 利制認にして ＱＱ 警防聞のも Ｚｩ 制的

爪 ｩｬｬｩ ｍｮｾきにも Ｑ Ｔ 自ら今焼 ｊ ｬＺりと なっ＿こ主なるＡｊｩＨ fi': 1である。森 下¥1Ij" 3 '  ｲｲｬ の ｲｲ￬ｾｴ ｦＺ Ｉｪ ｬ は風 向の 時

換により之叉有利であっ! こ。

ち: 3 11¥ 



H 鷹匠町、相生町、院内町の東西寸形市)jl ctiC17問の ([kJjl)

附l丘町 1 ｔ ｆ ｉ ＪＩｪｬ は ｬ Ａ 静岡 電 ｾｾｸｦｻＺ［ｪｾ 路ｾ 界として 許 ｬ リ ｊ 隊 ｬＧ 乃防 ｾｾｪｬｾＺ ｩＧｾ 5 キjll たして最後のPfAHに令) j  

0; ，WしU 'i)j で) 武の }j 向父; f i';fN: IJ であつに。

東方| 境内nrn こ壬り定地次第に多 くなり且午後 11 1時以後は-1七点の逆風となる に1えんで釦火

し?こ。

1. 女子商業墜校附近( 第 171函|の@ 糾)

女子商業接投より風下附近一帯には人家時んど無かつ fこ拐である。

( 34)  

{ 導馬町小泉校3階 より東北審問問よ

り相生町 o {発止 り 線を主主翠 す。

煙突のめるのは火力後電所、 人家疎

開と逆風の有利に依って鎮火しれ。

8.警察署、警訪国友軍隊の活動紋羽

ａ Ｎ 警 察署、 警防圏 の活 重 ｴ Ｎｊｉｾ況

1. 火元、及三零町小康校11付近

( 35)  

f事馬町小泉校より束力全三塁んにもの

で( 34 ) の東隣となる。

午後O時8分頃H'，火し? このであるが北呑OIT'; ;¥' 設消防派11' ，Ji )j京協に 於て護見せるは 午後O時

ＴＰ 分 頃であっ＿こ 。 同 ｩ 民 間所に於 ては直に之を Ｚｔ ｬｩ ｲ Ｚｫ ｊＴ ケ所の ＿ ｩ ＿ 設 ｩ ｪ ｾｰｊｩｬ ＧｩＡ ｬ に題報共のけ ｬ 重 ｊ ｝ を求め

て自らも出動しに。

1 1 1 5 4  



斯くして ｊ ド ｩ 凶部の自列車ポンプ Ｕ ［ 点は近Ｎｦ ｴ 幸子紡圏第 Ｓ 、 みＧ件、 ｴｲｾＵ 、 の各分闘のカ‘ソリン ｺｩｦ

ンフ・ 3予言i と共に，"1' ，拐し仁のであるが注71えを開始し f このは問 火後桐 ii hの 時1mを経過し Tこるも

の と思 われ る。

此 等の警防闘が現場に主 ｬ 開Ｚし ｦ 二時Ｈ主主去に ＧＩ｜Ｎｾｪｪ 、は南隣の三有寺町小泉院へ延 ｊＺ［ｾ し火焔は Ｑｚ 烈 Ａ

をあ ｾｩ めて鼎つ＿こ。

ｪ 切 〈疾風 ｾ ｉ ｬ 、 市も Ｇ ｾ火後 ｩｴ 水に Ｑｾ る［与の ｮ 寺Ａｬ ｜ｬ が ｦ 干 ｬ 弘・遅延せるにも偽 Ａ ら十 午後 ｬ 後 30介 頃

校 合 l棟 ' * と附 j蕊小建物j 及s(: h!l J l，￭ｩｾ＠ Ｑ 伺 Ｚ Ｒ 戸 、 厩合 ｬ 棟を焼失せるのみにてＭＡ｀ｾ釘 ｩ 泌 す る事が

出 来 ｦ こ のは 前 記事長 ｪｪ ｽｪ閣の ｈｉ 協力せる必死の ｬ 坊 ｾＷｾ ｬＧｲｲ，ｉｔ￬ ￚ に依るものであっ Ｑ］ 。

2  茸!j ド:}j fFT t出

午 後 !時O分 噴 火7じよ 1) 654m附て仁1. : > 1・ーに

大するに五つに。然るにＧ ， ｩｩ ［ ｦ ｬ 寺 山 ・の精鋭ポンプは火花 ｩ￭ 付近 、 三喬 ＱＱ 庁小製校にかりで ｦｾ Ｚ ｩｬｬ に 米民

する 事 がI+¥-S! 七f司令 .fi 付近 t tJその 必死 の 防 火f円動も思わしからすして火勢は続々橋大し 1=。

ＱＱ 日 も無〈附近 毛筆防分閣の Ｓ ｾ 誌の ガ ソ リ ン ポンプが ｴｬ Ｚ Ｇ， 到し 本 ｩｬｬＡ Ｔｔ nを内と す る121: n迂iJ 告を L

形 に 第 l 防 架 線 と し て必 死の 防 辺にち手7) し? このであるカ叶二1:'R2時!;j' { 風 下な る南 北料 は; 忽ち 火

勢に突破されてし まっ ?こ。

1J:-後 1時 10分 ! 際警防課に於 て は 府令 l宅I-. .t 1) 火勢JIJ ，! 日を I・IJ 断して ir!;'7J'¥、総校警手続審 にず1し

て 自 動車ポンフ・の肱援H"，動 を' 命じ 1=。

3. 第 2 防 禦 綿
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依って ｪ 最下へ後退して桁 出 町 、 人 ｦ稿討 ＱＱ川 ＱＱ川 ｬ円ｲＮ七七 ［Ｑ引ｲＺ川川 ｩ日川 Ｑリ ｬド仰 ＱＱ川ｉｬ ｊｩ作 ｆ阿附ｾ Ｈ千“ Ｎ ｊ j近止の d京《凶 l仁ご i泊!l江凶11す，る lは21/川l日川lりL也t路各を含?づ; 泊心 2 ｾｊｪｾ 伊禦 ｐ史 ｕ ＱＧ料純 ｩ泉 ｕｾ

して防防.火にち現著め? 仁このであるが火足早早. 〈〉火に号苔勢Z悲t 叉日T烈烈，'1にして j力加)1川11 うろにヤ椛在なる 7飛|氏E火は近J峻妾せる下

石IIIT Ｒ 丁目 、 七 Ｑ ￼Ｑ ｉＱＱｔＲ 丁目 Ｒ Ｔ 君子 地附近 と羽 ｼ 次 ｌ 、で火災を技生せしめに僑め後涯を後 ｉ ｍｮ ｾ く

されに。

4. :U'5 3  ｾｍｾ Ｉｊ紘

央ｾｦￆｦＱｬ ｔ 5 丁目を f{j とする央 fjRllI T通 り の ポ1m、 雨科 IIIT より l[ 尻 町 仁 王 る 南北 の つ形 を 以 て

第 3 防禦械を敷いて延焼を喰止め践とし? こが弁j羽の飛火に依 b殻 火J曾大せる火勢は犬々介

流して共勢力は愈々強大となり風下へ風下へと延 ｩａ Ｍ レボり瞥防岡の死ブ ｬ を諜しての ｾｈｩ 盈も

力 及 ば 今 午 後3;時頃風下 なる南北料は訟に耐火の疎開i'J し去る所となっ? こ。

央 服町線 へ の 火勢 は市 の 繁 華 街 ( 木 造 高 居 住 築1別 、 "::jk舞 伎 座、静 岡映出産IJ 場 等 各 劇 場

街 、 及 問 中屋 百 貨 !苫等拙砥めとなし午後51寺より 9時 頃 に は 元 御 用 邸、市役所、公子? 堂、 日

赤病院 Ｎ 憲兵分除 、 警察署 ｦＳ ・市行政 機闘の ｾ ｉ Ｚ ｉ 括的＿こる 地帯 を 背 後 に せる 此の防 禦 紘も 一時は

情勢鋭めて 険悪 となるに 王 つに。 ｻｫ つて ｻＡｩＧＮｩ ｪ ｊ 警防除ｾ集結し必死の防 火活動を 長時 ｲ，｛ ｊｉ こ ｊｊＮ

第 37闘 火元並に 三森 l町f 小泉校附近防禦状況|翻
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1)  fi '.，1け?: 。 j 七のが" ｾＮＮＺＡｬ ｬＺＧＢ 千ｊＱＺｩ

， Ｉ ｾ ｧ 築物 ｛ 立延 Ｍｴ Ｎｾｴ ｾ＠ Ｇ Ｈｻｾれ ＧＱ ・後

J  111年30分頃釘ゾ¥. !t' ｾｉＡＮる ｬ こ寸 ｊ

〆コ L 。

仇 ＱＺ 五日の主 ｬｩＥｻｾ とｼ川本の多

かつ ｪＺ 事Ｚは ｩｬｬＺ の ｩｴｽｾ よりの延

ｩｾｗｩ ， Ｑ に多んなる士 ｪｊ ｾｪ＠ ｾ＠ i> *1(1 

めにのであっ1 : 。

5. 抗 4 �Ｏｪｾ ヂ ｾＡｾｊｪｾ

ゐ ￭ｾ 3  ｟［ｊｪ 引ｫＺ ｊｪｾ の ￭Ｑ 日 ｊ 台 ｪｬ ｬ ｦ 紛争ピ
。き ) ｉｪ ＱＺＭ ｾｮｩｪｬｦ 宏明苛ＱＩ ｾＺ Ｇｩ＠ i;ij l!."c; ｾ，ＺＭ

(i JUされ るや 後 退、YI に後 退

して 米 海 道 陣 ｼ道 と 行 幸 通り の つ ｊ ｲ ｾ 佐山 Ｔ tjj ｾｾｻＨＺｊｪｾ として Ｚ［Ｉｪ :i，に7奈川しにのであるが火勢強烈

の需 と水利又組めて乏 しく 京tb忠 岡 道 %!はy 後4n:J 30分頃行事; w りは 午後 5:1寺頃何ん無〈相

ゾ'( 1， 、で央政 さ れ 火勢 は 風下へ 抗ん蹄大延焼して '1 Iつに。

斯 の 如〈火 勢 ￭ｴ 々 Ｑι 烈 Ａ に延 ｾＺ［ｾｩ ｬ ｲｩｩ I!，j ｝ ， 是々蹴 ｊｊ ゼんとするの ｊｾ ゐるや向 ｬ 股 ＳＲ 大仁以四 ｭ 松以

ｊ ｒ の弁署 に 命じて響ｾｾ 行 及響 ｰｽｪ 間の ｆｾｪ 愛 ＱＱＧ ， 引を命じ 1: のであっ Tこ。

6. i:j 'c 5  ｉ 山県 Ｊｾ ｪｾ

行 ｾ ｜ ｾ ＺＺＮｾ通 り の引 Ｇ ｾＴ Ｑ 山引出 Ｚｊｪｾ をちた ｗｾ せる火勢 ｴｩＧ Ａ，Ｍ後 Ｖ ｛Ｑ寺より Ｗ 時頃附 ｛ＱＺＱＱＱ｝ 1了 il に迫つ Tこ。依って

同 Ｑ Ｑｉ ｮＢＩＡＮｾ 来四に走る静岡電 ｾＺＺｈｊｩＡ 路に ｾｲｾ 5  p)j ｾｾｬＥＺｊｪＡ＠ <e ｾ泣き Ｑ 最後のド ［ｽｪ 火に全ブ ｊ ｾｩｾ てし 、 亡。

此の頃Ｉ凱 ｬ 司 の有利なる ｬｩｾｩｦｾｴ 叫付近川 ＷＩＧ ，の和 ｊＱＱｊ と符防岡のち Ｗ 力と相伐って ＨｾＤ ｉ 反 ｉＱ ｉｔ への延岐

をlill .![ する事がtl¥米 fこ。

7 間 同 牒 以 来

よfi 4 仙1fytji 突以後 lま延焼l瓦凶JIWｊＨ の ｦＺＦ め瞥い ， Ｉｪ 問の配｛ｑ ｴ 主食 ｬ ， Ｚｾｊ Ｚｯ ｴＨ こ ， ｈ る ｬ こＨＺｊＺノか数に過ぎ完

全 Ｑ ｩＮ る防ｾｾ明日世は ｪＧ ｉｊ ｲ 主打 ｪ し件なかっ Ｑ こ Ａｉｊｾ 態である。Ａ日 ｊ 南方の泉 ｉｬ ｬｪ 、 ￯￝ｊＧ ｬＱ ｬ ｦ 、 紘 一 ｆ ｉｬｉ ｔ ＡｫＮ !kyj';' jの

ＱＲ Ｒ 内 Ｑ Ｑｉ ｪ 等は 水 平 ｉ ｊｴこ 乏しく孔 卜Ｎ 記の ｰ Ｉｪ ｾｾｉｉＩｾＡＮι なればｉＱ ｈＧ 火勢の赴〈仰 に 任せるの己む無引 ｉＩｾ ， ｾｲｳ

で あつ に。人 家の桁度Ａｩｊｕ に 目立ってゐＡこ功・と風向の自 利 なるｾ，Ａｬ ｩ 換に依りかうじて防 ＱＱ Ｇ， し 件＿こ

の であつ に。以 1-.防火除の市助J i Ｑ ｾ 態を 凡 るにポンプ健治Ａの自， Ｇ Ｂ身に於ける抑制防烈 に於 ては

ｾｉ Ｇ＠ Ａ ｦＮ市 す べ き 事は 無い が三蒋ｉｬ ｉ ｈ 、Ｆｽｾ佼附近｝え ｾｘ げ防 ｾｭｍ ( 央月ll lll j" ｾＺＩｩｾ＠ i に於げる集rli}/OKに よ

る防火は伶1みを奏 しにもの 〉慌であっ 1: 。

8. 廊 下響訪問共 他の i.' Q(提

今Ａ 日 ｬ 火 災 常 時応援として答防ｼ明白 ＱＮＰ ＰＰ 人 、 普 Ｇｾ［Ｇｩ 'I¥' 280人. Ｑ ］ ｛ 引 ＱＱＩＺ ポンフ ＴＵｾＺ の ＱＱ｜ 到を見 Ｑ こ

ＹＮ 火 災 Ｇ日 時の Ｗｫ利Ｉｪ ｫ￬Ｉ ｾ

静岡市・ー|て7kili の 1月15 日火災前 n の 使!日未は笠に 2g，ｏｏｏ Ｚ ｜Ｇ ￯Ｉ ，ｬｾ 米に述し火災殻生計 手 Ｗｊ に 於

りるＯ｛ ｛ ｾＺｉ J は50ポ ンド有り! こ るも火災殻件後引1!i'¥1¥1  ｦ なにして文ｫＺ ｊｩＡ 水特Ｚは ｊｮＧｾ Ｍ ｽ ｊ ｲｴｭ に 低 下 しＧ ，Ｇ， 後
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4時頃に至りでは幹線水管の外は殆んど! 尽力無〈使用不可能の ilJ 、態であっ Tこ。

井戸は焼 失 区域内に ＴＹ ヶ所あり、常時は士 ｉｾ 下水湧 ＱＱ ｜ しＫＱＱ前長時ｊＺ ｜ ｊ の佼 Ｉｉｩ に堪ゆるも のな

るも営日は連日の粍天に依る水量減砂の矯め 10介乃主30分 的tこして上七時I : ¥J に渉り? こる今火

の大 火に F祭しでは水源枯渇し使f I J ¥こ堪えさ' る HJ c態 となっ Tこ。

下水路は第 ＳＶＱ ｛ｾ Ｑ 記入の通りにして焼失広域内に於げる水路は餓道線路以北 ｪ こ於ては甚ピ

少〈僅 ｬ こ馬場町より元修ｉｬｊｬＧｊ邸聞及 Ｗｋｾ［ 存町より流 ｉｈ せる外＿奈川 Ｑ Ｗｋ ｾｉｔ 羽町元火力電指令市上裏

手附近に於て使用せる程度ーであっ Tこ。

ｂ Ｎ 軍隊の活動 ｕｊｾ 況

ｦ 二大工Ｎ町に ヲ ｉｾ 火し ｚ たいで各所に飛火し火勢次第に強烈となり延焼却 ｅ 大のＡ定あるや静岡 ｦＺ ｻ￮

戊部隊の精兵は直に I:U勤し警防圏、警?告す と協力して防火』こ努め Tこのであるが前記各防禦

線を始め共他要所に於て家屋岐壌防梨に主として首り水利乏しく従って沌水防火立の如〈

成ら Y る折桐首の効果を穆げにのである。又火災中は元より 終官後に至る迄杢T↑fの治安維

持の任に首り必要なる諸手配を話す等懸命なる大活動は45市すべきものであっ? こ。

出動部除名及人員は弐の通りである

直i射砲日l騨 除 500人

三島隙J t"t病院 30人

歩兵有ic34附除 1500人

間橋工兵隊 200人

9. 被 害 概 羽

A . 蜂失匡域

限災町政

* 西

南 北

商 積

B 焼失戸数

86ケ町

約 1950m

fよ] 800m

約 1.322. ＳＲＰｭｾ＠ (約40寓昨)

5. 106戸

内 全 焼 5. 035 戸

4三焼 710  

C 慢失棟数 7.611棟

111 5 8  

内 全l: 家 6.316棟

内 全 焼 6. 218棟

，*焼 98;j'東

非性家ー 1. 295棟

内 全 焼 1. 2う5棟

牛 焼 40棟



D 焼失建坪数 175，893坪

内 tl 家 139. 522坪

非 住家 36. 371j司i

E.擢災人口 27. 5 18人

内 男 13. 060人

女 14. 458人

ｦ Ｎ 死 ｉ ｾＯ ｻ￭ Ｇ 776人

内 記 者 2人

3予ー傷{' ) . 11 人

'4J
{易15- 刀人

恒傷 者 686人

G 損害見積額
中り72220. 000回|

( 但 シT打管: F1l¥財産ヲ |徐ク〕

H 主ナ) J ，. 焼失建物

l 験 校 三番nl1 小墜校' 仰馬 I[IT小島昇段、森町下Il¥fノj、感校、私立ムーf 尚主観: 佼

2. .庁公署

3. 銀 行

4. 旅 館

5. ｾ［千 五 ｈｊ ， ｩ ｪ

6固有.貨 J，ij

7.1r. :1] 場

8. '(ill '  IIH: 

10. 11託 料2

11. 工 場

12.  f:r /J 1l 

静 岡 瞬 、 静 岡 運輸事務 所、 静岡 ｉ ｾｾ 線 事務所 、 電話交換 所

!段州銀行間岡支山、安 I:LI 貯議銀行l師同支出、愛5: ¥I &R行静岡支出、不動銀行! 日

岡支 lぷ

安 問屋肱館、清純能、大吉町放館、ゾミJ kii'u、辻ti，t.放館、柴竪ホテ Jレ、長生節

浮月| 主、求友卒、三笑J;ヘ 魚芸、ぬ組、|担金、池川、天文

松坂尿、問中屋

電示 館、獄事｝ｾ伎座 、 ｴＺｩ ｆ ｬ ￬ Ｏ ［ｊ ｈ Ｇｫ ｦ ， ＡＢ，Ｚ ｾ ｉｊ 土器 、 午ネマ ｻ 州 、化ｽ ］ ｝ ｬｓｩｬ｝ Ｍ，語 、 銀 ｉＱ 央 ｊＨＡｾ 、 オ Ｇｬ 竹 ｈｩ 、

回li司貰坂l ' : 1] 場、主::/ヒit{;

小HC' lilI 111i1:、j半島 II ";1llil¥l:、 日Ij '&i-'(i1II!iil: 、H'-i，'，:i "ill '!! iI 、f封、) .111先1";11

1
札

2町長院 、主体:午、 新 ￬｜Ｚ［ ｜ｉ Ｉ ｪ 守 、 妙 ｩ 象イ ｊＧ、 Ｑ Ｑ Ｑ
て ， 訪日 、 妙 ＷＳ ｊ ・ Ｔ Ｍ 、 新 ｦｊ 〉 じ子 、 Ａ ｩｨｬｾ Ｇ ￬｜ Ｇ '，lj 、

ｩ Ｉｾ ￮＠ Ｑｩｾ＠ 71=、菩提)閥詞寺、」ぷ〈し心"忠l

f位£橋J主州州丙刈河羽協|仏ら涜E、Zj ノ'k病院、司馬11河川、 ￯ｾ［ ｪ ｾｬ ｦＭＱ ｬ ｪ Ｇ［ ｬ 出

池ケ谷石i'i 子工場、前 lJ，i煉 i-L株式内iIi t 、ii 奈川J: f決工所， ｩｪｪＯＧｾ ， Ｑ 斗 ｫｊｪｋＺ￺ 株式令ｬ｜ ｩｈｊ ｪￍＧｬ ￬ ｬｾ Ｗ ｫ

管工 場、丸｛ 必 鍛 工 所 、 約 ［ 森味的工場 、 Ｑ ヰ ｬ オ，ＺｾｾＺＮｾ工場 ・ Ｎｊ ｪ､ Ｍ ｦｬＭＺ ｉｊ ｾｩｬ ｊ ｉ ［ ｩ ￬Ｚ Ｎ ji i1Hi 司法物工場

言 ｌｬ ｬｩｬ ｬｬ 運送株式千 Ｚ［ｲ ｩ ｬ ｬ ｬＺ合 ｲｲ ｈ 、 ｾｊＧ ￟ 問 介 ｼ司 運Ｚ左 株 式内 ｴｩｬ Ｚ 合 ｨ Ｉｩ、 三 十 五銀行 ｦｾｾ 馬 ｉｕ￭ 文厄 Ｑ

合Jdi

13.  Jt 他 静岡瓦j折内批、静岡i 己点:新聞 iltL 東京 日日新聞 ifS 同支局 . 諒賀誠問支局、名

古 屋新聞静岡支局、新愛会¥11剖民新聞 li j-J'i li13支局

10. 今回の火災の性質
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今回の火災は従来の大火の例に漏れす"1: l . i : 烈なる風力と其の方向とに左右 されにも のであ

るが主なる性質を記すると次の如〈である。

A 季節其他

静岡市の大火災の季節は之を明治以来の百戸以J-，焼失しにもの 91LI'か ら見る k 何れも各

の最中であって即 ち11月20日- 2月l 日迄に費生してゐる。又風向に就いて見るに何れも西

又は西北風である。今問の大火も亦此の従来の例に{ 放ってゐる。

B 飛火の程度

焼失直域全般を通じて Ｇ ｊｬｾ火の般は大小ｾＡ庭教にあつにのであるが共の内顕著なるもの Ｙ ヶ

所を示す事が間飛る。之等に就き共の殻火地獄同時川飛火のFlit谷及E 織を示すと下表の泊

り1; ' ある。

型 企 順 序 ! 風 向 ! 飛 火 設 火 地 貼 ! 設 火 時 刻 ! 放 火 経 路 並 距 雌

1

・

q

L

Z

J

d

b可

r

コ

r

o

w

w

w

w

w

w

 

上大工町 II

前門町 3

tEl J11岡rz- r 回50

七関町2-r F-l 24

下右側r 2T 目

ドi11町46

7  I  W I  1-- 1'9，町村

8  I  W I  稲川町2'J ・同

一 一
9  I  W 1 潟;JHI町 l了t J 2

P. M卜00

P. Mト50

P，M 1.50 

P. M 2. 00 

P，M2，OO 

P. M 2. 00 

火 元 ヨ リ 654m 

817m 

1635m 

CI) ヨリ

CI) ヨ リ

Cl ) ヨリ

Cl ) ョ p

CI) ヨリ

435m 

S4Sm 

763m 

h

h

一

h

B

E

E

'

n

u

r

h

u

 

n

k

u

-

-

t

-

3

a

a

 

ヨ

ヨ

一

ヨ

り

わ

一

わ

r

L

f

‘
、

f

L

∞

m

一

河

内

，

，

“

今

f

'

h

-

4

，h

M

M

一
M

D

a

p

s

一

ロ

&

焼失雪量[ 面積 1，ＳＲＲＳＲｫｭｾ に 就き飛火 Ｙ ヶ所であるから約 ｏ Ｎ ＱＴＷｫｭｾ＠ ( 約 4高 4千坪) ｉ こ就き ｾｉｾ 火

による渡火鼎 ｬ ヶ月＿ の ｾ［ ｉｊￚ ｾＺ な る。而して之今の ＩＱｾ 火は何れも ＧＱＧ 後 ｬ 時 ｏ 介より Ｒ 時 ＳＰ 介頃迄

に鼓生しにもので約 1I 分 i，j:¥こ |凶の害IJ if となる。又岱時の! 瓜辿は 10m/sec 内外であっ? こ。 :ilt

火の火塊｛之吉Ｍ籍類 、 小型 の ｪ 的市ｼ発 ｼ小木 ｊ［Ｇ の程度であっ＿こ様であるが Ｇ ､ｩ 中央 ｬｾ Ｂｩ［ の火勢最も獄

死，'j を刊かめ局所的 lこ旋風をi { f 起し fこる市時には j出n . 類をも飛散せしめ? ことの事である。

又火の粉は ｪ 風下相首謹豆島 ｩｕ 主飛散し瞬，ｾｊＮｒ南の八幡山附近には成んに部下し殊に午後 Ｔ 時頃

には ￯ｬ ｩ の京商品 ＺｾｊＴ Ｎ Okm離れに小) 1 1 ( 附近に飛んに火の粉はポー|二の家屋を焼失せ しめに。

C 延焼速度-

強火より鎮火迄の延焼時11¥1?:'約 11時

ＱＱ 司 ＳＰ 分とする。之をｾｾ師縦 、 戸数 、 建主ｼニ

棟敢に就いて見ると共の柁 ｴ ｾ 設は次表の

通 りとな る。

111 6 0. 

種 鎖 l '分= 就キ l 秒= 就キ

前 私- 1920市 空 32m
2  

主主 Jt' Ｘｾ Ｎ Ｐ Ｎ ｮ Ｑ＠ 14m
2  

戸 数 7.4戸 0. 123戸

都R 数 11. 0，* 0. 184機



又延焼速度ー( 概数) は下去の通りとなる。

間 、
l

ノ

m

 

f
'
ι

、

-

E

 

々

H

J

V

E』

旬

艮
| 同時間( 出型m/ l 11in I  Il ilj :g. 

I  1. 0  9.20  i1  

1  ｾ＠ 0 <  11  .. 1[と火エヨ )1. ｾ聖火ヲ含
' ).45 1  2.3品 Irーズ

4. 30 !  ，!. (:0 !i 

10. 45 3. 02 I  
i  j . UL n耐火ニヨル訟火ヲ合
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上大工 ｉ ｮｊ ヨリ ｆ 右 ｾｉｲ 3 下回

一1・石町2 T Io! ヨリ院内IIIJ

馬淵 lur ョリ務、j - " Pij

上大工町ヨリ院内向

上 大工町ョリ務、ド田J

550 

i400 

1250 

1950 

2100 

11. 被害の旗大原因

今回の大火災の被害が斯〈 の 如 〈甚大であっ? こWe 焼失区域カサ ｩｨ 大し＿こ原因 に ｾ Ｈｴ き Ｕ 白星き

して見ると大瞳弐のもの iこ起因すると 思料される。

A 地理的使件と 気象拡態

本地方は久しきに 亙 h降雨なく l晴天持続し夜火112;時は空気の乾燥若 し〈 強火を容易なら

しめ? こると 叉猛烈! なる西風長時間に豆り吹走し力11ふるに強火の場所が本r!i の西部にありし

ｲＮ ｾｊｫ へＪへと ￯ＡｔｾＡ Ｇ 央官 Ｑ｜ へ Ｉｉｾ 火

延焼: : t ' ボしJ! 1j" ( 大火災に主ら

しめにものでゐる。 RfJ ち地FI¥

的保1' i ' e  Ｇｉ ｾＺ［＠ ｛Ｑ の会 ｩ 象 ｾｊｾ 態は必

然的にた火となる 11条例ーをづqポl

してゐ 7こので iちる。( 首日の

気象 Ｚｬ ｬＺｬｩ ｩ ｊｬｬ ｊ 表制作 ｈ系住 ￺ｬｾ ーは ￯ｴｦ ｪｊｽＧｬ

延 ｊＳＮＧｾＷ ｦＩｾ ()L後i交に指示の泊り〉

B. 本 ili 恕築物J のUlYf(

本)一Ii はJ 磁力; ｾｊＱｉ［＠ r J 二する他は

静| 尚市内の述1勿1:1:つlc l:i'll，'} ¥l，t ｽＡ［Ｈｾｫ＠ 1)  

屋枯 ｩ 枝豆見立にで粁 ｾｉ ｾの割合に多い

燃え易い和維な ｾｩ 勿のｾ絞でゐつ

T二。

耐火的建築物 ti 宜に住少[ こし

て大部分は本i I i 1是正抗、外位

下見板張りのtar : f f で燃えらい

木造主s物で特に ql 心者1¥は此司:

構 造の高層建築物が多かつに

事は本火災の ＱＱｾ 大なる被守主

ヘ
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延焼繍大を招来し? こ最大なる原因であっ Tこと思料する。元京都市の大火は燃焼物の内最大

の部分台占める建築物自身が耐火的であるならば先守護生の飴地は無きものである。即ち

都市の大部分が燃え易い木造建築物より出来てゐると三ふ事 l主主n何なる都市に於ても大火

となり得る最悪僚件の一つである。

ｃ 火元にて蛮火を常設消防部へ泊知するの手段を取らなかっ＿こ ｾ ｈ

D. 消 防 部 iこ於て護火を知覚する迄約 15分以上を要し? こ事

E. 消 防 lこ関する命令体 遺 及nflp筒移動に遅延を来し fこる事

即ち- ' - r二後 l 時火元より最初に飛火し? こる上大工町 日番地附近の防火に221・h笛時市の精鋭

ポンフ・の大部分は三番町小型書佼の防禦に全力を緊げ活動中であっ? こので上大工! 町ーへの出場

には本部から停令によりノj 、感校現場に通報する令: 念辿に来援消防する事が出来得なかつに

事は此慮が本火災に於て ｊｩｾ 火設生の最ｫＮ基地であっ七五こに共つ影 留 する月 ｩ は甚大であっ＿こ

事。

ｆＧ 風速猛烈にして飛火に依る 殻火が ｬ 時 ｬ こ各所に設生しに ｾ ｪＺ［Ｚ

G. W: 聞なりし矯め夜t L ¥-jに比 し消火早期設見の至難なりし乙と

H. 道路は概して狭障にして tlb 1) ｦＨｊ 多〈防火除の ｦ 円草 ￹ ｴＮ＾不ｼ創出 Ｇｬ こしに ＺＧＺ ｝￬ｾ

l 泊火絵は上7水k 道7水'Ki似j腸似』ぶi安官制部11川カが;n

低d誠戎し防火上支障をを? 外米4し?仁こ事

ｊ 静岡市の上 水道利肘 が悩めて少カ，つに事Ｈ焼失家屋 ｉｾ ｉ 上水 道あるものはその三割に迭

しなかっ? こ〉

K . チ|ニ水は之亦連日の乾天続きの鳴水量携しく減少して居つにn防火_ I - . -イ4利でーあつに;事

L. rli 内には凶畑地慨}-IJ の水路があっ fこのでゐるが之亦|晴天持続の話水量に乏し〈且つ之

が暗渠となって居 Ｗ こｦＺＮｴ防火 ｊ 二種 々支障を＿ｪｾし Ｗ こ事

ｍＮ 消防 設備が充分で ＱＡＡｾ かつ ｦ こ事、 Ａｉｾｾ ・に機械総ｊｉＮ如、に於て共の不足によるｾｾｾ陥が皆しか

〆:)1こ。

N. 近接地より肱援に出動せる 50i徐 壷 の ポ ン プ は 上水道油火{ 全と植手のサイズ同一なら

今 ｊｾ の刑を局さす・従って防火上不利であっ ｦ こ事

ｏ Ｎ 注水を伴はさＧる破 ｬ 袋消防が各所に行われ燃え＿こる小 ｉ Ｍ ｮｬｾ Ｇ ｦｬ 立に ＨＱＰ 近隣へ火災の体括

合辿逃せしめ 7こ事

P. ｾｊ ｪ 火地区及防 五建築規ｈｬ ｊ のｪ｀ ＧｉｊＩＡＡｾ ¥ M工場公凶句、; の ml -II -j; ¥ 1-'i!i -r.  (j) Ii (Eぷが完備して肘なか

っfこ事

12. 爆失建築物の用途別調査

焼失直域内 lこ於げる建築物] _ ) f I j j全別介類調布は現地閥係各方 i師に於て 1: : : 1 下調脊中であり

従って共の詳細を記するを得ないのは遺憾であるが共 'D (.k.J資料を得fこ特殊挫染物に就き記

すると下表の通りである。
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穣
別| 市部総歎 |焼 失 敗

10 

紳 祉 う

寺 院 23 

主事 校 5  

工 場 19 

事華院病院 23 

合 量士 14 

銀 ff  11 

百 貨 I占 2  

(  44)  

.. ｾ国 、 庫 4  

!i' .jI'! I'iu郵便局

E佳 官官 137 58 

料 王E 底 228 124 

カ フ エ ー 122 80 

小料f里j主 33 4  

ＡｬＴＡｾ終場 9  

遊 戯 場 10) 
51 

重基妓置屋 77 i 7 

。2)

紛附駿時iJ の滋骨造大政一告t甚

( 41 )  

併問品草ホーム

6 3  111 



( 45)  

同郵 便局の外壁被害状札、袋

飾的の被害大なり。

111 6 4  

( 46)  

議松銀行外授の被告

( 47 )  

迷州銀行の外墜及び位、の被害

( 48)  

締 I町1I襲、 出 !じjc品、

同HliJ の木liif来線事務所の燃'!;i による

“ .  ｾ＠ ｾ ・
1司 τぞ u



‘  ・炉、A

ι' ，w.:" 

( 49)  松永在来、山倉庫

オミ ｾ￬ｦｴ の本屋焼失せるも倉庫は内部教を ｊ ＡＡｬｩ し

( 52) 氏友新聞社の| 均火f / Ｎ ｾ Ｎ ツ担 Ｍ

1去の木製扉 の 燃 焼

( 50)  効果を奏し? 二間企庫の防

火戸 ￭ｩ ｾ Ｑ 耳 ｬ 口 Ｕ｝｜ にも向指の防火貯金

耳1ひてゐ 1: 。

( 5 1  )  紛| 尚氏友新 11日首l

6 5 川



( 53)  

東海 府、内部全焼

( 54)  

点海 府、中 「選告I( 緋常詰) ' J iの 被 答

( 55 )  

体馬町小皐校

". 6 6  



L う6)

I，;J 校内郎

( 58)  

同J占; 七綱入ガラエの被害亀裂入り

に る も 脱 落 せ 寸，

〔うi )

7  ｾｬｦ Ｚｲｲ ｲ＠ 1了封 、茶菓子; . 1，¥ 2 陪木造

家 度 l芸与量、 l 陥へ延焼

L
吹

い

%

絞

り

ふ

ピ

6 ' 7 111 



l 5')  )  

ｩ 貯 ｉｉｉｊＧ ＮＳ・ ｲｬｾ の茶文具官

( 6 1)  

同 i占附!蕊倉庫の 2 階床被害

l  階よ h見 f; 所

( 62)  ( 63)  

大東官官新飴
大東官官点1WIPt給との接綴 im分の被笹ー

11168 



( 64 )  

11.1口 屋

木造屋根 t 鍛 骨 トラス屋根崎務

1; る a

( 66)  

1.11口墜の内祁

( 65 )  

11 1(: 1  J毛y[1[{I ¥

6 9 1 1 1  



( 67 )  
( 68)  

静岡媛、 西!日11m入口
問中摩デパート木諮問 ＱＮｾ 医とのす妥 ｩ 安部

( 71)  火災前の松坂尾百貨脳同 mlj の状況

111 7 0  



( 73)  

同，t fR!1

(  72 )  

ｴｾ 問 Ａ 号室而 ｛ ｉ ｬｩＡ

0 .'  )  

m
川、取
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( i 7)  

111 7 2  

4 階 リ7 卜

( 79)  

木初漆喰 訟の ハンチ ｾＩの被害

く75)

同北側

( 76)  

6 階 エ レ ヴ エ - :9 Ｍ ｾ付近の被害



(  80)  

柱 の被害

( 82 )  

l 階の被害

( S!  )  

6 階、牲の t叩木による被告
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( 84 )  

4s者

( 83  )  

3 階の核筈

( 85 )  

Ht5 



( [ 6 )  

6階

( 88)  

4 階 エ レ ヴ エ - c - J ( Wl りの被害

( 87)  

7硲

.  ¥". 
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( 93)  

7 階、食堂のヌル被省

( 95)  

:1I .'，filII 、客間階段 4 1惜防 火 シ ヤ

ツ F ーの被害

( 94 )  

兆 ｲｵ ｬ ｬ ｾ 月階段のＺとより火 爆 の

ｬ 次ｾ ＱｉＺＧＮ ＱＺｾ 足

7 7  111 



6 階 エ レ ヴ エ - !J. - ｮｾ 入 Ｑ ｟ Ｑ v ) 絞 答

綿 入 ガ ラ ス 枕 落 状 J芭に i 1';1i; 

( 98)  81潜)=:r. . 1.... 向、'"_ - !J 一五日1 1)

1I !  7 8  

( 96 )  

防火戸のわっパｾＧＮ .;.. に百止めてめ

つに納入 ;γ つλ のは，A に よ る被

ｾＮＡｩ＠

( 100)  jlfi l!111悠



(  99 )  

*-1じ調のjよ民間階段主にゐるエレウ

エ - 1 7 - 被害な し、該階段: i f l t主総正し

て被害なし

( 102)  

1ヒfWJ、4 階2誌 が ラ λ の秋 It!liU存状況

( 101)  

南側、 5 階%.¥.) L に吹き付げられ1 : i il ，( 状; こなつ? こ

' A{ ガラ λ

7 9  111 



( 103)  

上 1'-窓 ス チ ール サ ッ シ ユ の主主形

状 況

( 106)  

ffl rl' E重ヂパ ート 京f! l lfの被告

Ｇぶにはサ ッシユ を Ｇｬｲｾ 1) ｾ￭［ げて板｝［ ＺＡｬ， ｬｪ って ｩ｢ ;:. 

1 1 1 8 0  

(  104)  

屋上 ｌ Ｚｴ ｩｩｾ して被答無〈動物函の動物

[ 立健"(t でめっ 1:



(  109)  

( 108) 

内部被省状況

天介漆日公の剥務状汎

ＱＮ ｾ Ｑ ｬＧＡＮ＠ (J 10)は::t fi

(  111 )  

Ｔ 階 ｆ 町｛ｉ ｊ ｾト ｲＧ ｴ 段

の! 坊火シャツ

ダー端の柱、

テ ラ ソ ー プ ロ

ツク剥落しモ

ル 9 んの l百l"J:¥

か ら階段安へ

火 ｾＨ Ｑ ｾ込 入 し

1二。

(  107)  

1;; Jr調111，J木ii 目、腐屋総 犬

8  1  111 



111 8 2  

(  110)  

床 j仮のコンク リー ト剥 務

(  113)  

ｩｩｾｩ＠ I材陥のミ遊説

階段無被害

( 11 1) 

聞き ; まの被害及び

床裕木5長りの被害



13. 不燃質建築物の被害概2兄

焼失広域内にある不明時出色して斗; 也、 11iUC述、行ii!l 、彼' 目-出、般傍j コンクリート ijjtq-

カ ［ｗｾ げられる。

A  土這、煉瓦準、石造

之等は不燃質材料であるが梢 ｩ 主卜Ｎ、刻、に此地方の ｪ 也Ｇ｢ ｑ 多 ｾｉｾｍ 係から大規肢の建物に川ひ

られ今議 、 倉庫等に用ひられる Ｑ 毛皮でゐつに。且つ ｭ 根は多〈木 ｾＯｊ 、毘組 、 瓦ＳＧｾＺでめる結

果、瓦下地の ill i - 地に引火し屋根から延焼し? こと宥l放されるものも多かつに。之さ穿の事に就

ては 、後節土磁の項でー詳説す。

B  鎖骨造 所謂鍛宵-iit の建築物は調芥し? こ純閣には無かつに。

1-11口屋、 Ｈ乾物応 〉の屋 根 が 無被盟 の技官 Ｇ の ト ラスであっ＿こ位 、 火焔の ＱＰ 縫 Ｉ Ｑ 予 ｬｊ ｾｗｾ し ＱＺ

( 潟県324餓筋コンクリ{ ト部に再設〉

静岡野ホームは共の毘根 Ｚ ＱＢＧＩＺ材が［焼失し＿こが柿 Ｑ ｙＺｩＱｴ ＺＺ Ｎ ｴｾ 置の鈍 Ｎｪｴｪ Ｎ ｻ 主位 ｉｆｾ せ十Ｈ沼尻 ＴＱ Ｉ

静岡騨前の鍛官・起 Ｑ のｦＮ ［Ａｪ さ約 ＴＰｭ の大限告培Ｈ沼尻 ＴＲＩ は下部約 ＱＰｭ の ｾＺ ｪ さ がコンク リート

に被控されてゐる。此のコンクリ ー トの被援:衣1:町立可なり被符被り叉校の部分のコンク リ

ート が刺/ 存してゐ? こ。

筋違 ｉＱ たの鈍Ｑｩ ・ は ｾｱ 沼替 ｲｾｬ してゐ ｦ こ。叉高さ
Keノc->rC

ｊ 也卜Ｎ約 ＲＰｭ Ｚ 徐までｾＡｾ苛・の控料 Ａｦ Ｚｬ ｊｶｦ 、赤色に何 ｾｏω＠

ぴて居り 、此 の ｦ￧ ｾ Ｉ 介まで 比 較的［ｦ Ｎ ［ｪ ｪｦｦｩ ｬ 度の火寄え

を被つにと JEはれるが、上部の露IH.11" る部分

の段背が自重及び) ! B ，mにより挫屈しなかっ? こ

事 lま寧ろ能伴とすべきである。( i 政調は200-

4ωD 

ν  

3000 

V  

300'c まで強度検すも SOO'c¥こてがJ ｉｾ 三減叉或文 zωo 
-ーーーー

『ーー... 

献では、降・伏賠は200' c から減少しtfi め 300' c  

にて略々 1400 kg/am¥こまで下って ゐる)

1000 

A.5.T.門. Ｎ｡ ｾＲＶ＠ ]  

人 T  

l、
| ム

"  

て

N  'a!ミ
e、下

ト「

斗こ
トー

C  錯筋コンクリート謹の被害

餓筋コンクリート造建物は静岡瞬、絵1攻R

附近を? 除き 多 〈焼失医i或の Ji1i J濯lこ在つ?二、 1芯

。100 20C 100 400 51) 0  .sOO 100 tlbO ヲ00 1000 

Ｎ， ｾ＠ It .  (， 

って被害を受り? こものは少かつ に。此の事は

一部之等の建物が一種の防火線の効果を琵姉し? ことも 言へる。

焼失医域にある之等の建物を被害の程度により 別付て見ると

ＱＮ 外壁仕 Ａ て材の損 ｩ ｾ 、 叉はガラス窓の損傷程度 ー

連洲銀行、償給銀行、静岡郵便局、静岡! 界本屋、共他合Hl IS棟

2 向 上 更 に 内 部 部 分 的 燃 焼

静岡民友新聞 ｾｪ 士、大東館新館

( 第43悶〉
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3. ｬｻｾ 内へ 引 火して被持 ｉｉＦ［ ) てなもの

ｊ 公 Ｎｩｦ ｩ 尽Ｚ百 Ｑｴｊｾ ｟ ｩ 、問 ｱ Ｍ ｉ ｭ デパート 、 仰馬 ｉ ｬｉ ￭ 小事校 、 ＱＱ山11 口! 庖主舵物 1，止ふ1

:某某ι ι文文E湧号 ｉ民 ＴυｻＮｊ ，山 ｉｾιｩｕｊ 及ぴl問司 1，山t正心tり; 附}腐渇合J¥山¥1伝払IIム、共1他也f合1" Ji附;可市li 、 9  料{

之常Ｚの ｉ Ｍ ｉｾ ＱＮ に廃するものは多く焼失匹 Ｑ 攻 ｉｾｊｊｩ 退部の火勢比較 ＱＺｉｽｾ ｩ ｪ れ、計 Ｑ｜ 分に丘つに事も Ｍ Ｍ ｍ

悶であるが又開口部に防火 シャツタ ー、{ l jj 火戸笥; のあっ Tこ事も主な，(Ql.il l である。

静岡郵便局では防火シャツター後の網入ガラスに組裂が入つ 7こが延焼は免れ、又防火シ

ャツタｻは火災後 、 大部分間〈事が川被 ｔ こ。 ｮｾ 員 ＴＴＮＴＵＩ

; 主洲銀行では火焔に直接接し? こ方の防火シャツター過熱されて内部のガラス窓のシ ー ト

ガラス破損し、カ ー テンの一部 、 副射熱の鴛燃え 、 取外して事無きを得 ｦ 二。 ｏｾ 民 ＴＷＩ

一般に防火シャツタ ーや餓製防火戸に近接し T二五] 燃物は延焼の原悶となる政注意すべき

である。 ( 2. 3の原因、 ( 2) の項参照〉

之に針比し、 倉庫の l例として鍛げに雨替町4丁目附近の絵永糸 jムーの鋭筋コンクリート ili

3附建の倉庫の窓及び出入口には深さ約3cmの銑板製箱枠にシング ーコンク リート を打ち込

んで高熱による歪を防ぎ表面に漆喰ぞ塗つ? こ防火扉が使月j され て居 fこ箭内部のガラス板も

破損する事なく安全であっ fこ。( 諸民49. 50)

此地方のコンクリート逃倉庫には此前 の簡易な防火戸が多〈利川されザ ｊ 見 ｾ ｾＺｦｉ ｊｾ げてゐ＿こ

2及び3の屋内への引火原因の主なるものとして次の2つが慢げられる。

Ｈ Ｑ Ｉ 開口部に防火 設備Ｈ防火 ι ヤツタ ー、 防火厨 ｩｾｲｮ カザＡＡｦ［ ｉ ｊＧつ＿こ ＱＱ ガラス紋 ｬ ｩｬ ｕｴｦｩ し、又

は木製建兵に引火して内部へ延焼しにもの

( 2) 鋭製の防火シャツタ ー、 防火戸得力Z過熱されて在み、1:¥11¥京を生じ 、又は兆の師射熱

によ b内部へ引火せるもの。一一一之は餓紡コンクリート家臣に絞i¥ri. しT司、匙附 j蕊庵等の燃

焼の際に殊に多い。

( りの質例

松坂屋百貨! ん

る。

イ、静岡 ｴｾ 次Ｚ新聞批、所在、市 ｉｴｦｦｩ 町 、 銑紡コンクリＭ 1. ｩｬｩＳｾ 併記 ｦ

被害 一 部 焼 失

裏側の木造家屋の燃焼熱により 2附、3附の窓{ 波損しー 官官燃焼 .t 0  ( 忠良51) 向同建物に

て裏側 l 附 IH入口の防火 シャツタ ーの直後に木製原ぞ侠川しに官、制射熱の憶に燃焼し? こ

( 思員52)

ロ、東 海 軒、 ( 騨新古;製地所) ( 沼尻53. 54)

所在 、紺 屋 町、餓筋コシクリ { ト 浩 21約建( 一部3附建〕

被 害 内部全焼

裏 側中庭を? 州首ITii JiJi" ｜こ手 ｉｊ Ｉｊ ｪ 、 ｟ Ｑ Ｍ ＧＮ ｦ［Ｑ￭に ｾｾｸ ｴＱ ｴ ＧｪＭ ｩｬｩ ト ラスの ｭ 棋が烈してあっ＿こ。設用根の天窓
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ガ ラス板を ｉｾ ｕ って 中 庭に引火燃焼し更に餓筋コンク リー ト詰Ａよみ［胃のガラス窓 Ｐ ｻｩｊｾって之に

延焼しに。ｊＺ Ｚｌ 良 ＵＴ は ｊ ｉ ｾ Ｑ 庭の 毘糠餓Ｇ白 Ｇ トラスの被害ｾ示す。

ハ 、 停馬 ｉ ｬＡ ￭Ｏ ｪ 、 事段 、 所［Ｈｅ、 ｱｬ 八 Ｑ 附ｉＡ ｔ 、 ｾｊｾｩ 同コンクりートｩｬｩＧ Ｓ 階建

被 害 木 造m¥分完主主焼失、銑筋コンクリ ー ト部分、内部焼失( 幻民55，56)

延焼欣況は不詳であるが餓筋コンクリート校舎と之に接続せる木造校合との距雌が 1m

足らするで此部分が一種の谷になって居る情火災の場合ドラフトをさむ.じ易い上、餓筋コンク

リート 校合タ ト ｦＧ ｓｾ の廊下に ｲｾｾ る部分の臨時隔ｦＧ ， ｴ ( 銭筋コンク リ{ ト 部分地築の際には取除か

るべきもの〉が非耐火的材料であっ? こ事が献賠として11sげられる。鍛筋コンク リート 部分

の内部の構造的被害は僅少であっ Tこ。

ニ、七 lH1nti l 丁 目の某某干応は、 1附が鍛筋コンクリ ー ト迭の製菓所、2 階が木造の住宅

であっ＿こ。 Ｑ 附部分の ｾｐ ，入口には防火扉、窓はスチールサッシユに網入ガラスが蹴まり防・

火的であっ f二に拘ら今、 2 附の木ili -f' l:宅の 部分から附[ 交を侮って火が入り内部を全焼し

＿こ。が ｩ 入ガラス窓はガフス板にｾｾ裂の入つに程度で大して被害の無かつに事は皮肉であ

る。( 馬民57，58)

叉、同 じ〈ガラス窓から引火し? こ1賓例で然も設計の思い餓筋コンクリート構造の被害例

としてo7( の例カ Zある。

ホ、背nt J 3 丁円の孔: 文旦 jぷ及び附風合fiP

ｾￎＧ ｑ ｊＩ方コンクリＭｲ，也、 Ｒ 附建

J; ，_.; ，合 ｗＺＡｉ｟Ｚ 同校 の被符であっ ＿こが被害の刊に ￬ｪｾＱ ごしかっ＿こ合同 ｩ に宇ＺｊＢｾ説明する。

ト 31al 寸

7  

一階ｉｪＡ命 ｉｾ 穿格支膏名問

開口剖窓ガラスの熱によ

る破損よ b内部に引火、内

ー 下 部 の 文 房 具 は 全 焼 し?二、 多

守尺 去tの紙等の燃焼の篤if1首の

両iJ l' 1こ昇つ? こらしく府民[1こ

見る如< 2附床及び毘楳J末

が下方へ垂れ下 り、 大梁ス

パン 3聞の歪最大30cmに及

よく梁の錨裂甚 しく錨裂幅最

第 6 0 凶

大 l cm i訟に及ぶ( 認民62)

此 の般に被害の甚fごしかっ? こ主な叩lrll ｴ 叫一位浩的。ｩｽｾｐ＿ ｊ にある。即ち

( り架構部材の断而が繊弱に過ぎに事

即ち 大梁の断商で巾20cm成30cI ] 1、配筋 lまfil 筋で下側に何 19mmfll. の餓筋 2本( 之は裂円か

ら見える) ノj 、梁の断而巾約 15cm成が.; 20cm ( 配筋不lリj) H:の断厄[、 20cmtrJ ( 配筋不明〉

(2) J示、 控目畳共に! 守: さ約 5cmの鋭網コンク リートでt l:、梁と一世ーになって居ら十之匂ー と
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ｬ 汎別 れしてゐる所も見られ。建物杢睦としてｼ河川主 ｾｾ､ＡｦＴ 、てゐ仁三五

斯る構造拘紋陥の上に高熱に遭っ＿こ Ｑ 号、梁の ｹｱｾ に下側の餓筋力 ［Ｑ Ｑ ｰ 長して ｴｲｾ は下ＨｴＱ Ｑ｝ に符 ｬｦｬｨ

し桂は外へ向かつて出張る結果とな っ?こ。

向j折る甚しい被害に拘らす' 殊に梁下( l 1IJ の鍛Il Ji の仲長に拘らすユコンクリートカ勺';l J捺してな

かっ fこのはコンクリートの被援が! 亭かつに( 下端にて約 4c m侭Ilf百にて約3cm) 事による。

2. の賓例

イ、大東館新町、所どE、京It 犀町、鍛筋コンク リ{ ト 3時建

被 害 内 部 一 部 焼 失

之 ｩ こ隣緩してゐ仁木造 Ｓ 階建の奮館は完杢に焼失、之との界壁にあっ仁川入 ｮ の銑製 ｾｪｪ

火戸過熱されて新館に引火し内部一部を延焼しに。( 諸民62.63)

口、山口 屋、 ( 乾物屋〉所在、 〈務員64)

構 造 外 壁 及 び2階3併の床大梁が餓筋コンクリート造、小梁及ひq衣は木造、叉 3 附原拠

は織骨造トラスが架してあっ? こ。

裏側附廃屋を停って延焼( 窮民65) Ｒ 附及び Ｓ 附の床焼り決ち屋根の銭円・トラス鈴 ［ｪｽｾ に もさ

形院議す。コンクリ ー ト部分の被害無し。( 窮民66)

此他、 延焼するには至らなかっ? こが木造附腐屋の燃焼による被害例を鼎げると

ハ、静岡瞬;本屋西側附属屋廊下の燃焼による出入口の被害( 沼尻67)

ニ 、問中 屋 、デパートの南ＨｴＱ Ｑ｝ 附腐 屋の燃焼の ＱＰ 避刻 ｬ 肝＿ 段常への ｴｐ ， 入 ｮ ｾ Ｚｩ ｸ 製防火戸、過熱

されて歪み間際を生じ叉エレヴエ { ターシャフトへの I:L¥入口の防火戸も温熱されて主み、

又、共の恥i射熱の10内部のエレヴエーター閉鎖索のガイドレールカ; 局部的に膨脹滋 flll して

ゐTこ。( 寓真68)

14. 高層建築の被害

A. 松坂屋

1. 建築物の概要

イ、位置 静岡市、瞬前

ロ、建築商積 3921坪

ハ、建築物の構造及び規模

111 8 6  

イ、 構 法

ロ 、 階 数

。へ 床面積

鍛筋コンクリート泊

地上71昨年、地下 1附

2. 794坪地附392.1企l'



第69倒

¥' 1- 部

よ

ー・噌・-咽伊-・ー圃・-・-・"-・-・"' -

計 測 明

2， 111 火IIJ( 況、

護 火1時刻 午 後5時7分前後、風凶風、風 速 I OI Om。松坂屋の四ff !l l道路は r1113，5  11' ，) の大通

を隔て〉木造家屋が密集し殊に大*un始め木造 3 附建の族館や陶 l心力: 昨をなし、共笥: の燃

焼による火煙りは '+17ーからの強烈な四 Jm¥に煽られて絵坂屋の西岡に吹き付げてゐ Tこ。( 馬民

ＷＱ Ｉ 同時刻頃南方銭道 ｾＩ￭Ａ 路を隔てに筒主的、艇に燃焼して居 ＱＩ 、 ヨ たいてー北側の隣接街 Ｉｾ ｉｊ も

叉、同様に燃焼し始めに。即も東側- i >1徐き北、西、南の 3 方より火祭に固まれ? こ。松坂屋

の応員は、夫まで山内 lこ注7 k 等して居? こが避難路を絶? これる怖れあり? こる鴛止な無〈ヲ i き

上 げfことの事である。

然る t二、子商聞に見る虫11 < 北側及び. i R 側の窓には 11併から 4附まで防火シャツタ戸が降り

て居 b 、夫に反して西側及び南側は、 1階及び2附に防火 シャツグ ー有つにのみで 3 附以上

は停さ 2分のシ ート ガラス l枚に過ぎなかっ? こ。斯〈して火 l立松坂原: の西ml15 附議りの窓か

ら内部へ引火しTこと推定される。( お頁[ 7 2，73，74，75，)  

3，延焼経路

上述の如し松坂屋延焼の際は同応の周回火の海: と化し? こる篤人々は遥か東方に避難し

詳しく延焼j伏況を概? こる者が無かつ 1: 。

必坂屋の応員は Ｖ 陪が最初に燃え＿ごと去ひ警防閣の或人 ｬ 立、 Ｔ 階か Ｕ 階から延焼し ｾｴ￬ めに

と云ひ結局上階から燃え始めにと云 i 、事以外に確かな設が得られなかっ? こ。因って平岡田!

引火し易事品物の配置及び被守I1犬況を兵さに調マ干して次のやうな延焼経路を結論し? こ。

延焼経路判断資料
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第 7 0 間 松坂屋百貨 l白平岡l尚及び火流むill 日il
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イ、 st-'i 段 各 階 段 は 防 火 シ ャ ツ タ ー防火戸匂ーにより ｅ 苦境から隔 ｾｊＡｉ されて延焼の ｮￍｾＱ 現いま

な らな かっ?こ事

ロ、ヱレ ヴェ ータ{ シャフ ト 各附エレヴヱ ーターのf i i ' は l早さ約 2 分の制入ガラスが深

さ約 1. 5cmの溝 に{ 絞められに3辿のスチ ーJレドア ーであり 、111の網人ガラスの)Jjt. i容は石j・な b

困難と 思 はれる: t } f . 、事j [ 6昨年、及び711;. ' 1の牛分、! 烹附のを怖に於て網入ガラスは1l 5t: 存してゐ

なかっ ｦ こ。 ｕｾ 買 ｛ Ｙ Ｗ ， ＹＸＩ

ヱレヴ エ戸ター シャフトのペン トハウスに於ける窓ガラス( 網入ではない〉が符易に破

れて火焔 エネルギ ーを l'方へ却し、? こ事従ってシャフトを l' 与って下方へ延焼し離い事。( 民

民76)

叉 Ｖ 附のエレヴエ ー タ ー 出入口廻 ｢ の火焔の痕 ｾｾＩｩ 及びドア 戸 の網入ガラス院議Ａｬ ｫ 態が火

原を吸ひ込 ん1': :(I))i が認められる司王( 幻民76)

ハ、貨物用リ フ ト

貨 物別リ フ トは地階より 5 附まで通じてゐない事、然も共の開口部のスチ ールサッシユ

に は普通の板ガラスがでパテ ｬ ｬ ｾ l J 付げであっ? こ事、若し 6 階以上に殻火し? 二時、リ フトは

下附への延焼経路となり得ない事( 忠良77)

ニ、引 火し易き品物

玩 !l. の貰場が 5 附の四( t 1IJ 窓際にあり 、従ってセルロイド製品が聞方よりの沼射熱により

引火す る可能性が充分にある事。

共他外 壁 の 火焔による被守Ａｬ ｊｾ 態を参考して延 ｩ 羽詰路の慨目告を推定すれば次の如し。

即 日 Ｕ ｾ 附西窓よりヲ ｼ 火、エレヴエ ｻ タ ー シャフ ト を作っ て上 階へ 、リ フトを体って下附

第 7&1箇 延 焼 経 過 採 定 問 山

魚

川

棚

勺

叫

叫

A

m

t

辻

文

H

門

司
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へ延焼しに t 考へられる。

叉、 1昨年2附等( 殊に 2IPr'¥' は央服賀場故) は防火シャツクーの過熱のn内部可燃物に引火

し＿こ事も考へられる。之を ｉｾｉ に示せば第 ＷＰＱｾｽＱ 、 第 ＷＸＱ 品ｼである。

向 、 Ｑ 階及ひＧ地附の客用階段には防火シャツター担Ａｾき局、此等の階段を ｲＺＭｦ ｭ りて ｬ 附から地

附へ延焼し? こ。叉、 1 ｾｦ ， �及び地階の燃焼による ＱＺ ラフトは之等の附段宗主＿停って上方に昇ﾭ

b上階の破壊せるガラス窓より外部へ流出しに魚、 l 附及び地附は2階よりも速かに燃焼を

完了し?こ。

2階は燃焼遅〈 、3日後の18日に防火シャツタ { の一部分を切開い Tこ慮、空気を吸ひ込ん

で再燃し? こ。

4. 被害詳説

イ、構造被害

( り 被 害 概 況

建築物の締法は餓筋コンクリ ート 浩である烏州地主簡としての致命的な被持は ＱｲｲｾＡＩＧ つ

?こ。

被害の程度から云へば床版下回が最も甚fごししダくし、で梁、桂、!末n反卜.itii の)1聞である 、

向施工悪しき舟生じ? こ被害は別に述べる事にする。

大髄に於て上塗の漆喰及ひＧモルタルは可な ｢ 火焔に抵抗してコンクリート ｦ ｬＧｩ ｩ を ｦｾｾｦ［ Ｚ止し＿こ

が結局nst 7kの矯牧i F i fi 亀裂を生じてコンクリートと即L分れしてかリi悔し! こ。

一般に漆喰の厚さ! 享き程制洛に制する抵抗力大であるが、叉府間前に一度に IJ 免許する傾

向がゐる。厚さ海き時例へば問中屋の場合では火焔の強〈首つ Tこ所から部分的に制泌して

行〈傾向が認められ＿こ。 Ｈｲｾ 員 ＸＳＮ Ｑ ＰＹＩ

叉 、 コンクリ ｻ トの奈Ａｊ ｩ 存は稜の所 ｬ こ多〈 、 ｾ，主は平｛百の所に多い 、 之は前者がコンクリ

ｻト の膨脹並びに鍛筋の ｻ ＧｉＧ 張に ｗｾ 、コン クリ ートと の肌分れにより 、 後者は専ら漆喰のＩｊ止

水牧縮により制法するからである。又漆喰、コンクリート の何れにしても入隅の所は{f;!J i存

が少い。

床版の四回に木摺に漆 ｬ 食ｾ捻って作つ＿こハンチ型の有る所があっ ｔ こが 、 勿論木摺は焼失

して漆喰は制終して居り、共の下の約 3 寸角の野総も燃焼し Tこが向jl 予をイ子してゐ? こ、即ち

此部分では漆喰が厚かつに( 厚さ 1. 5cm位〉閥1系もあ b可な b長時間火焔 lこ抵抗してから

制落し? こと思はれる。( 現員79)

床版の下商

版の下簡の上金漆喰〈厚さ約 lcm) 及びモルタルは架に接続する附近を除き中央前面肢

に亙 b剥落し? こ。火焔の特に強〈常つ? こと思はれ る部分 lこはコンク リート制法し或は鍛筋

の熊出するに至つ Tこ所もある。

梁
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Ａ末版 同 様 下 端の経 ｬ ｾｬ ｪ 中央官官から漆喰制法し始め火焔の強〈首・つ ｦ こ所は下端餓紛の イ ｉＡ ｉ 張に

ｗ ｾ 、 局部的温度肱 ｪ ｊ によりコンクリ ー トの判決せるＡ還もあっ＿こＨお員 〉

桂

桂の 上 部 ( 映 はテラゾ ープロック張 り〉は最も被害少〈漆H金利落の程度ーであり 、 ( 馬民

80) 下塗のモルタルはIM; 7K牧縮して網服組裂が生じてゐ? こが制必せるものは少い。

桂の腹の部分は厚さ約 2. 5cmのテラゾ ーブロック貼 bであっ? こがブロック共物の強度射

し高温に急; 熱され? こ結果夫自踏に錨裂を生じ叉JI:..1寸り用の埋木燃焼し? こりして股落し? こ

斯うして火焔に露出する至つにコンク リー トは更に長時llil 熱せられて股水白色となり更 tこ

主筋、フープの総に沼って砲裂を? 生じ? 二、叉埋木の在つ fこ部分は夫の燃焼の矯深部までコン

クリート 脆 7K ガサガサになって居り、骨材も膨脹して鐙質し害Ijれにものも認められ? こ。

此部分の被害特に甚fごしいので共の原因を翠げて見ると( お員81)

a 燃焼物の位置の闘係 J::長時間可なりの高温に遭っ? こ事

｢ 埋 ［ＮＮ ｦ ､Ｉｾ 餓筋の深さ に まで達し 、 叉埋木の現時かつに所はテラゾ ー ブロック取 付 ・りの鴬 に

コンク リート を掻き取っ fこ需に鍛筋力; 最初から露出し? こ所もあり 、斯る部分は餓筋の過熱

の詩夫 lこ媛する附近のコンクリ ート 迄脆水し被害越し、

c  ｾ切る掻き取っ＿ニコンクリ ｻ ト商は表商にコンク リー ト打込Ｇ肖時のモルタ ｊ レの平面居が

無 いf . . i ; に火焔に詰る l面前大であり被害甚し、タ|ミにモルタ J レのよく廻ってゐな い慮など特 仁

被害甚し〈モルタ J レはセトントペ ースト牧紡して知!かく} ] ] 孫してゐる。

巾木の部分には人造石が貼つであっ fこが被害は無かつに。

エレヴェ ー ター廻り tこは) 字約 15cm装飾大型l¥石が貼つであっ? こが念熱されて不平均の膨脹

をなし抱裂を生じて五線し? こ又表商は光博を失って粗而となってゐ? こ

大Xl J l .石訓/15- i受更に長時r : n火焔の集中を浴び? こコンク リ { ト位( 鈍筋無し寓員88) は表[ 印ー

一様に厚さ l c m内タトa;i H会し fこ」コ更 lこ目立7k 桂fごしくガサガサ tこなってゐ?こ

床上商

!末は大部 分有木張 に員総の白 地が配してあっ fこが、得本; 張は完全に焼失叉は一部焼失茨

化 し て ゐ ＿こ 員総目 地 は被害ＺｉＡｊＮｾし

(2) 各附の被害Ilk 況

A  地階及び l階、mI' 1)の被: 占

之等の階は 開口 ｾ￭ Ｑｬｦ［ ;jl)j 火戸、防火シャツグ ー守:に3艇がれてゐ fこ錦、燃焼が緩慢で不完全

であ り 温度も低かつ ＿ こ。漆喰及びモ ｊ レグルは熱の Ｅｊｦｾ 縮してコンク リ ー ト 面と肌分れして

制 起し ｔ こが コ ンク リー ト｛百は ｩｾ Ｇ ｩ ［ｬｊ＾に ＱＩＩ ｻ［Ｗ ｫ し ｔ このみで被害少し燃焼不完杢の篤表面が柿色

に 汚染 さ れてゐ Ｗ こ。Ｈｻｾ員 ＸＲ Ｉ

地 ｆｩ ｦ 及 び ｬ 附に ｰＩ ｪ ＺｫＮシャツタ ー 虫 ｜ ｾか ｢ し需之等附段の附 ｪ 文京は火 ｩ 誌 と なりＺｷ、煙の潟 、 黒

色 に汚j買され、漆喰 又、制泌せり 、附段に! 投かれ? こ リノリウムは被害無かつ? こが員総の間

1)  松坂屋(i j gf; ーに抱階 l階及び2階企取り片附りて資務に使用してゐる J; j ) 充分な調室が出来なかっ 1: 。
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1) Jr. めは膨脹の10室、形凹凸を生1 " '

B  3階、4階、5階

第 ＸＳ 岡 よ り ｾｦ［ ＸＷ 闘 ｩ こ 至るお真は夫々 Ｓ 乃至 Ｗ 階の被害を中央ヱレヴエ ー タ ー シャフ ト ｾ 中

心に映し ?こ ものでゐる 。

3階、 4階、5階之等の階は平面| 歯l内装及び被害の程度も大同小異であり一括 して説明す

る。大韓に於て既述被害概況で説明し fこ通りである諸民によ Il 共の詳細を示す 馬民79は 4

階天井漆喰の被害、及び下地の木摺の被害 務員88は 4階のエレヴ エ { グー廻 b柾の被害

で 3階、5 附も同様なり お員81 は5階の桂のテラゾ ー取阿川の樫木 lこよるコンク リー トの

被害

叉、 5  ｾｾの東側の窓が火焔の出 口 となりしＱＮＰ ｬ こ 之に撲しに天井の ｪ ぷ版下端のコンクリ ー

ト剥落 して銭筋が露出し? こ( 第8ヲ， 90闘〉

向 此 の場合電線引込用の金属パイプがコンクリ ー トの被担中 ｬ こｾ｜込まれてゐ＿こ事が重要

な原因となっ てゐる 、大簡に於て此の金属ベイプは何れのほ版に於ても箱裂又は制洛の原

因となってゐ?こ。高員 91は上記のj示版 lこ隣接するパネルの迎込用パ イプによる被害であ

る。

又 Ｓ 階の東 北 の階段出入口附近の月三版ｾ始め同様の被害は可なりめつ ｦ こ。

C  6 階

6階の雨側寅場は家"n__ の買壌であっ? こ話、燃料多し殊に米兵力: 桂に接して配されてゐ

つにと見え 、 又共の ｊ 二 ｬ 二位の外装がテラゾーブロック張で之が防法し ｔ こｾ 、 粧の下部の被

害特に著しかっ? こ。甚しき場合は埋木の在つに近〈で約 10cm伎の深さまで、コンクリ ー ト

ヵ; 股7K脆弱になり叩〈事によ b容易 lこ判決するといよ、危険な紋態にあっ? こ。( 馬箕81)  

又南東部の講演室は椅子、共他道具類が多数あっ fこ上、天井も高し窓の位置も高〈部屋

の大きさも程よく nlJ 仕切られてゐ? こ魚、燃焼特に甚? ごし〈温度も相首昇つ 7こようである。

商i ff !l Jの窓に窓ガラスが7. K 様に; 熔けて「ツララ」の様になってゐ? こ温度は 10000Cを越えて

ゐ? こと 思はれ る。 賀場 e ｷＮＺｾ ｂｬ してゐ＿こＡ字さ約 ＲＵ｣ｭ 太鼓振りの簡易 Ｑ Ｑ Ｑｊ 仕切りは燃焼崩壊し、

天引1のj末版下町は蹴範聞にコンクリ ー ト判決して鋭紡採111せり。此場合 lこも迎込削パイプ

が必影響をあ? こへでゐ? こ

此の部屋には天井がJ f J . 1，j けられ、笠も内装がしてあっ? こ鳴か措法主慢のコンクリートの

施工が惑〈被寝間のコンクリートが薄かつ Tこ絡があっ? こ

叉東側の凹商の施工特 iこ惑〈最初から銭筋力 Z露出してゐ? こ所もあっ fこ。

東北隅の 7 階へ j二る 小階段には防火戸無〈簡易間仕切で固まれてゐ? このみで問r : 日仕切は

焼失 し% に火焔は階段に い] り集中して可な b被害があっ? こ。

D  7 階
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7階西側の3霊場には呉服販貿易があっ?こ偽燃焼慌んで天井) 1 ¥版の下甑の被援コンク リー

トの引，) ) 寄せる 部分が多い。( 馬員92)

叉食堂の天井はアーチ型を して資場よ りも 11，? 高き上、ト ッププライトの網入ガラス 一様

に脱落又は賠: 吊しに需、 火流は此の トップ ライト の閉 口怖から 1..方へ流出し に、従って食

堂の天井床版、&. ぴ梁は被害特に甚fごし し 温度! 色 } J の需にコンクリ ート 主Ij 捺して餓筋力;

露出せる部分多 し ( 海員93) 殊に馬民に見る如〈 、食堂には天井が吊つであり大梁の天井

下に表れてゐる部分 iこは漆喰が塗つであっ? こが小梁始め、! 末! 坂FS;の天井に隠れに部分は漆

喰が塗って無〈コンクリ戸トカＺ露出してゐ＿こ鴬此の部分の被害が ￬ｬ 釘ごしかっ ＱＺｾＮ 。

ハ、階段室

客用階段宝は地階、 l 附: f t ' 除き何れ も防火シャツタ { が降りてゐ 1: 。従って最も 被害の

甚? ごしかっ? このは地階及び l 階の階段室で上塗用の漆喰及ひ' モルタ J レが剥落し? こ、然し下

に敷いて あっ?こりノリウム は被害無し叉之等の附から吹き出る禁煙の駕に階段室の内部は

一様に黒 〈汚損されに。此等の黒煙は上階の i似1 - 1こ窓よりタトへ吹き出? こ( 諸民94)

叉各階 ｬ こ 降ｾ 1こシャツタ{ は熱の需膨脹して替118 し開閉不能となっ? こ。之は殊に北側の

大階段に甚 しかっ ?こ ( 馬民95)

但し同階段の6階及び7附は火焔が主として講演室、食堂等の方へ向つに抵被害少し6附

は牛開き 7附は完全に上まで聞き得? こ( 諸民87)

叉シャツタ ーよりの昭射熱の震Eι友商が焦げタネーに之 lこ接近し? こ監の上金部分的に制経し

更 lニコンク リート打 楢flii lNi に首る部分に緬裂が認められに。叉窓ガラスは網入でなかっ? こ

ので依損し? こ。

東北偶にある出11 ] の階段宝は j古室より防火戸によ b附肉It されてゐ七、防火戸が鍛板製で

あっ＿こ故轄射熱のｾ壁臨は焦げて黒〈なつに程度で被害は大して ＱＡ｜ｴ かつに。窓ガラスは網

入の鴬錨裂が入つ? こが破底しなかっ? こ。¥1 1 [ Ｓ 階の餓製防火戸の上のパネルにｾ入ガラスが

蹴めであっ? こがJJ 5t 必して火焔吹き. 込み周囲の上塗漆喰が制終してゐ? こ( 忠良96)

Ｖ 附から Ｗ 附へ行〈附段に扉カザ Ａ｜ ｾかつにＥ火焔吹きｊＺｩＧ Ｎ 1) ， ｾｴ の ー 卜 Ｎ部にあっ＿こ木畑 、 ｩ 和食生

の天井が焼失しに。

ニ、エレヴエ ーグー・ シャフ ト

既速の如〈エレヴェ ーターシャフトは火道と 化し て主として トー附への延焼但路となっ fこ

エレヴェ ーターのドア ーはスチ ール製の三枚戸で厚さ 2 分の網入ガラスが講に恨め殺し

になってゐ? こ。火焔の1 f &綜j 入カe ラスは脱落して熱気流は訪 シャフ トlこ流入し上昇しに。此

の上昇熱気流はぺントハウスの窓ガラスを破って外へ出? こ。( 局員76)

地附より Ｕ 附迄のエレヴェータ ー 閉口部は専ら気流の流出口となっ＿こ。常に開口 ｾｾｩＩ の被

害甚? ごし〈周囲の装uifi JiJ の大理石は抱裂制法 しコンク リート 商もー践に{ ! ; リlWし、X 1: ァー

の外枠が坐印して醤811 し、 コンク リ戸トと l汎分れしに( 応買;88)
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スチー J レドア ーも寅1協の方へ向りて替11[ j しに。

61
1
持及び 7!IT' ¥' のヱレヴ エ ーター間口背[ ¥は下lWよりの延焼但路におり紙械の流入口となっ

＿こ。関口部 の 周囲は上階程 甚 しくなくドアー は ｾＡｬｬｴ ｬ し ｦ こが、制入ガラスも一部 ｜ｊｊｊｴ 部せすＧに

磁つ? こ( 窮民97)

8 附 ( 屋摂〉 の関口m¥もドアーは智 内し? こが綱入ガ ラスは少し組裂の入つ に程度で完全

に浅つに之は熱気が主としてペントハウスの i政壊しに窓から抜げ t l Hこf . i t である( お真98)

ホ、リフト

既述の如〈南( s . I] の窓に接して在る貨物別リフトは開 u部にあるスチ{ ルサツレユの上下

: 害、に淑めであっ? こシ ー ドガ ラスが破損泊失して完全なる火道とな b下階への延焼径路とな

っTこ( 寝異77)

へ、宮、関口部

一 般 窓関口 者1¥の被害

西側の窓は一般に空気の流入口とな T1こる儒温度f尽く、窓ガラス ti l 制員し「こが、熔融せ

す ・ 叉ス チ ー ｊ レサッシ ユも 鐙ＭｊｉＧｾせする ｃＡＺＩ［ 真 ＳＵＴ )  

南及び東側の窓で防火シャツターの Ｑｮｾ かつ＿こ所は火焔の流ｉｬＧＮ ｮ となり 、 スチ ールーサッシ

ユ1
1
1
1
張し坐屈し' ガラスは僻け、妹 lこ5 ｾｽ｜Ｇの南側の窓で液 ｉｬｲ に熔 ＱＺ ＱＱ こガラスカＺ方立に吹き

付げられ Tこj引があ り ( 沼尻 101)

叉6附締演宗では 「ツララ J Hたに f 二九て舟に之等ti i 世l主力; 1000::>C  以1- . に f ，'つ 1二本を示す

シャツタ ーの一般に1f:つに部分 l訂l乱度 l主人J 翠Jl らす' ガラス :I'[ i ( は俳副! しなかっ? こが軟化して

枕詳し Ｈｲｾ 民 Ｑ ＰＲ Ｉ 治ｩｬＡＮ［ｩ｛Ｚ Ｘ ＰＰ
Ｐ ｃ ul と者倣される 1Ｉスチ ー ｊ レサッシユの ｾ ｾＧｊｬＮ ｱｒｊ 立もノ ｪ 、 Ｑ ｪ｟ T。

( お民 103は上下窓のスチ ール サッシユの熱による鑓M)

日i中屋デパ ー ト

建物概況

1. 位置 静岡市呉服町3 T 目

2. 建 築[函Ui 461. 66珂2

3. 桃出及び規模

イ、構 造 鍛紡コ ンクリート 也

ロ、附 数 4階建

ハ、! 末商積 1431. 77坪

延焼; 伏況

松坂屋の延焼の主h ' i f囚がエレヴエ ーターシャフ ト、及び リフトにゐつにの に比し、本企! J :

物では各| 物車問に窓開口市; から延焼して行つにとの況である。 即ち 、木建物 lこ於りるエレ

ヴエタ ー シ ャフトの各階開口部に は防火原Ｈ矧昔 聞き のｾ，ＱＺ I疫仮で門前l にシングーコンクリ

設1 ) 曹; 垂石背子は500- 600コCにて軟化〈 指 で押 すとへこ む程度) 800
0
C首Mt去にで主主形脱落10000Cを越え

で7 M古状に涜れ落ちる
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ー ト詰めに もの〉がJ f Y- 1) riHりられ

南 側 中 央7!z ぴ北側答用階段も防火

シャツターに てE霊場と F的自! t され、

阿南隅の応 用 Ｑ 陀 ｪｩｬｬｾＥｉ ｾ ｴ ，キ段は ｬｬｦ 将ｾｾｾ

の前に前 室あ りての鈍扉にて貿易

と隔離されて局? こ。然るに各昨年の

窓開口部は西側を除きスチールザ

ツシユにシ ート グラスがf絞めてゐ

つ に ( 西 側 は 網 入 防 火 戸 で あ っ

Ｗ こＩ南側及び来侭 Ｑ｝ から火焔の ￰［ｻ ， ｾ製

を? 受け( 時芸ij ( 正午後 6 時頃でw_卜.

より 抑て ゐ＿ こ ｉ ， ｾ ｩ 員の話に よ ｨ ば南

東 方 の 第 3 の殻火酷である下石丁

l 丁目歌舞伎座 の 方 か ら 逆 に 燃 え

上って米? こ うに勢であるとのこと)

火は先づ丙li!l ] 3 附 の窓を破って入

り吹いで南mJ] 附j蕊庄: の燃焼火焔 tこ

より |附 21l t¥' へ更に 4 附へ火々窓を'

破って火力; 入って行つ に との事で

ある。 ( 沼尻 106， 107)

被害)11¥況

:jja[; ::: -:  

的 ＧｊＺｊ Ｇ 前 Ｚｴ｟ ｾ ｜ Ｂ ＧＯ ｦＭ

: 翻硲! :  
え t， 1 ' 1  

，_，¥ ムーー- 炉問・- -4 

" FちえJ'

ＺＺＧＳ 陀 ｩｾＧｩ 自国

週刊-- 1

理 』ι

/  

噺六斗J yq-

7型経

I島

1  ｾ若手 ＰＰ ｜ＱＱ

［鑑 ｲ Ｇ ＭＭ Ｇ ＧＧＧＧ Ｇ ＧＧＧＧ ｾ
T担' !J '

L噛瞳; ;

Ｎ ｾ＠ Ｇｲ ￭な ｾＺｦＭ rm @  

貝坂一 エレヴエータ{ 附段廻りに人i 1 t li プ υ ツク セ貼ホ]'(.11こる以外柿起! ; 主鰭はすべて漆

喰ＨＱＷＭ ＪｾｊＵｭｭ 未満 の ＩＱ ｊ￭Ｎきもの Ｑ 金付二 トＮ げでゐ ＱＩ 、 ｩ 漆喰は持続の ｮｮｬｾ 水牧 Ｄ￭ｃｉ し手 ＱＩ る ｅ ＱｪＧ、制服 ｬ し

てゐるがコンクリート i白i ( ま表陥iVI l かに Ijjt 水位色し仁科皮で被持は 11，' い。 tR度ーは割合Hf ¥か

つ にと思はれる ( 沼尻 108， 10'))

Ｓ￟ｪ 与の 呉服質拐の部分 Ｑｾ け Ｑ 限度ー削介打つにと 見 え 、 ｊ 軒 ＺｈＩｉｾＺＢ ｊ に コンク リート深さ Ｖ｣ ｭ 程もか ｉ ｊ

詳しに然しコンクリート共物 l土大して地質 してゐなかっ?こ事を，目、へば夫押. 温度は高くはな

かつ? こ。寧ろコンクリートの地二r. が: J } . かつ f こnと見るべきである( む良川 0)

附段ｾ 南西隅及び北附の附段 Ａｩ被芥＿［ｻｪ ど無し ＨｽＮｾ￟ 引 ＱＲ ， 113)  

商問判 ｩ 吠との町 ｈ 支 ｬ ま Ｓ 問弁の ｾｪｪ 火シャツグー の被符ｌｴ， Ｇ ｉＡｩ に押しかっ＿こ 一日豊に附段牢. に於け

る 防附 シャツタ ー に 按 近し＿二部分 Ｈ 約 Ｑ ｭ 近く Ｑ の Ｑｾ ｾｩｴＧｲｆＺＧｾＺＩＧ＼Ｚｾ ｊ そが燃焼して居り 、 叉 同 シヤ

ツタ ー 廻りの人￬ＺＶ石は利 均 ｉ ￞Ｎ ｍｴ 訴して ゐ ｔ こ。又 Ｒｬ ｩ ｴ｜Ｇ の ｉｾｊｩｲ 支ｾｾは窓から外部の 附 ｪ 蕊宇 Ｍの燃焼熱

入 り?こ る問、被将棋しく 、漆 11食の年IH存せ る所 あ 1)

エレヴエ 戸タ戸 シャフト

9 5  111 



、既述の如〈防火扉のｾＨこ延焼経路とはならなかっ ｦ こようであるが扉の隙聞から可なりド

ラフトはあっ? こらしく内部は、煤で一様に黒くなってゐ Tこ。文シャフトの 2 階に首る外壁

に銭扉の出入口があり、附風屋の燃焼熱の鴬過熱されて反り、附近の鍛索のガイドレー J レ

が鐙形してゐ? こ。

向屋上に木i 1 l 仮設家屋があっ fこが焼失してゐ? こ

窓開口部の被害

西側の窓は網入ガラス窓で、ガラスに亀裂が入つ? こが脱落せ今、他の問のガラス窓は、

火焔の出入の鴛甚? ごしく損傷を受り、スチー J レサッシユ仲ぴて挫屈し、殊 iこ窓枠控形し、

且つ共のコンクリート壁との取付りが1 ' 4 1 - にモルタルにょっ Tこ魚、雨背肌分れし? こ所が多か

つ? こ( 自民 114)

15. 土誌の効果

A . 種類

土識には所訪木骨造土ｾｩＮＺｾ義主主のものと石造、Ｚｬ ｾｕ 己主主、コンクリート造等の間類がありま

すが火災後の残存建物D 主要なるものにつき述べると次の如くである

1. コン クリ ー ト浩

充分耐火の目的を淫してゐるがｾａ￬岡の焼失区域内 ｩ こはこの加のものが比較的 ｊ かなかっ＿こ

のと 残存のものは特殊のものを除いて設計 、施工が充分でなかっ 7こfこめに締法部の記・J¥効 Z

多〈宵ー使用 lこ耐えぬものもあっ? 二位である。窓入口等の関口部については特に注立する必

要がゐる。

2 土戴

壁の! 享味八寸以上のもので汁問返塗 bのH丁寧な施工をしTこもので開口部の君主i閉を完全に

しにものは大部分焼失を菟れ? こが弐の様な一寸し? こ不注意の 7こめに可惜財買を失つ? こ人も

あっ? こ

イ、開口の目塗りぞ安全にせぬ? こめ

ロ 、 床下の換気孔の符可 ｈｾＧ 忘れにもの

ハ、屋根の瓦下五土の浪部のもの

3. 石造

外部廻りを石5長りとし? ニネ: 骨・石活の倉は耐火力の強い伊豆石のブロック ( 2. 7xO.7x 0.3)

を積んである・ので充分効果を i主し? こり1 . 1 - ども焼失のものについては次の様な原因のものが

大部分である。

イ、昭和 10年 7月 11 日の地震の? こめ亀裂を生じてゐ ?こも のをその倹 としてゐ? こ1 s

h 屋根の部分の耐火力が壁睡に劣りし? こめ屋根より引火焼失せるもの

へ 開 口 部 の 建 只. の不完全の 1: め

ニ、同 白金 b を忘れ 1: るもの

111 ｾＶ＠



4. 煉五浩

今度の火災で煉瓦迭の倉庫は 比 較的完全 に 洩ってその 偉容と 効 果 ｾ示してゐるが焼失し

? こものはやはり 以ヒ述べ? こ原因の 何れかに よってゐ る。

B:廃失匡域内土藤美の他調

1 . 石造

ードヤ

否 南 東 27:: 1'- t発失 東 南 北 411三

焼 失 | 否 1/ 方 向 ノ 年 月 |
否 米南 Ｒ Ｐ ｾｰ＠ 焼 失 1語二|じ 40年

否 東 北
20年 |

否 北南 否 南北京 50:lf. 

否 東南 焼 失 西京

否 東 北 301[.:. 

否 南北 30タド 焼 失 ffi ;1  30年

焼 失

東南 25年

焼 失 東南 i港失 南 北

否 西南 30年 焼 失 東南 60!. F-

焼 失 南 北

燦卦と

西南 フ白<  
東西 50年 焼 失 北南 ω年

否 西南 33午 否 東西 否 西南東

焼 失

Ｚｲ［ｪｾ＠ ｾｉｊ＠ 否 西南 14年 否 南 北 <. 5f
手

否 東南 25年 焼 失 東 西 Ｗｯ ｾｦ 三 否 南 北 2o&F-

否 東西 |  否 南西 7o"!'- 否
Ｎ ｾＡ＠ 20&手

境失

南 商 ＳｾＧＱ 三 否 * 南 i Oi [三 t毒失 南 北

否 1者 16; p. 否 )).;[ Ｖ Ｐ ｾ＠ 焼 失 東南北

南 北 40年 否 東南 1001F-

焼 失 南 北

焼 失

焼 失 南 北 20年

機 失
南北

否 F百西 20長手

否 * 四 Ｓｯｾ ド
焼 失 南東

否 i京北 25"!'-
否 米両南北

8;ド

否 南 似 I 20年
否 南 .1 東西南北

否 iW 25年

否 * 南

月i ごItilli 40年

南 北 70"1ミ 否 権 北

焼 失 南北京 4o.1p  

焼 失

南 北 3J ，:"， 2011三
焼 失

南北京 45"三

焼 失

西 南

西京 I  10年 焼 失 西北 50年

機 失

否 西 301
1"- 焼 失 北南 50":=: 百十 7o.t) 長

否 東西 30年 否 南 北 ＴＵ ｾ＠ ( 焼 失 30啄

内ii事

否 東 西 東南 l年
焼失セザル モノ 40練

9 7  111  



3. i免凝土i 1 t 4. 焼、武池

燐 否ノj J ll 慾及入口 |段築以? - Id' 1発否ノ} i IJ ， 悠 ｬ 主人口障害在 ｮｾｾ

:亙互亡亙: ヒ j j 問ノイl九 月11 i長三たγ # |J 77 同J V' X1ド !]

南北「 一一一|長下 丁一;1- '--
t宅失

東 丙否

40!1三l!j，j 脊

31，1・南否

ＳＵｾ＠Ｊ ｩｦｩｪ ｾｉｊ＠否
5'-1ミ

5午.

30'. ド東 南 北否

51，f  

南 東 西焼 失
4- 0'. ド

2511ミ

南 阿否

南 北
否

焼失

市

恥予5

ＱＵ Ｑ， Ｑ ｾ＠東 北
ミR

91. 1二
東 南

30!1'  点 何焼失

南 北

否

焼 失

#( 商焼 失

東 西
否

南 北
南 北焼 失

101，1三南 北

手耳

ヲ号

10! 1'. 南|ヒ焼 失

3旬、南 北
否

2. 土 議

燐 否 / }i IJ ｬ ｾ ｾ 及入口 Ｑ Ｔ Ｍ 主祭以米
議 失 「つ言 |ノ 方 向 1

1
作 fl

否 I :IIJ 西 I 22&1二

否 |  東 南 I  45年

脊 | 北 西 I  35:: 1ミ

東 北 I  50!. 1ミ

東 西 南 北I 3311二

東 南 I  37!. j! 

酋 南 I  551f-

東 北 南

南 北

西 北

西 北

東 南

東

南

西

凶

東

西 東

南

南 北

南 北

西 南

南 北

西

東 西 南

商

東 西

東 南 北

商南

南 北

失

失

失

失

失

焼

防

境

燥

地

境

峰

崎

東否

西 Jじ

丙 北

201ド

42-"1'  

20年

20&f-

60 l，r三

20年

8{ド

14!. f-

30年

5年

10&f三

30!.1三

60!. f-

40&f三

ＲＵＡＮＱｾ＠

40!.j 三

40年

ＴＰ Ｆｦ ｾ＠

17&ド

ＴＰＡＮｾ＠

否

否

否

否

宥

焼 失

焼 失

101，j! 

20年

15&1' .  

西 南

北jIi;j

否

否

焼失

焼失

否

否

否

否

否

否

否

奇

焼 失

傷 失

焼 失

膏

否

否

否

30&1三南 北焼 失7  il '  
南

7号

東 西 南
焼 失

100&1三

失

失

失

失

後

燥

機

同

時

東 河 南
東 河 南 北

京 商 雨

南 北 東

否

奇

焼 失

40&F 

ＳＸ Ｆｦ ｾ＠

60&f三

lOO5j 三
西 南二IIJ

焼失

18
1
1'  

首1丙 南 北
焼失

ＳＲ ＡＮ ｲｾ＠

50!. ド

6!1二

夜 間 南 北
焼失

30&1二

5&p 

5-"1ニ

405j 三

ＲＰ Ｆ Ｑ ｾ＠

505j ': 

ＷＰＦＱ ｾ＠

南 北

南 北

南 北

東 西

西 北

西 北

西 ｾｉｊ

南 北

東 南 北

東 南 北

南 北

南 北

南 北

南 北

南 北

南 北 両

否

否

否

否

脊

否

否

否

焼 失

失

失

失

失

燐

燥

機

縫

?奇

言|・ 13機

f  焼 失 8棟

l 焼失セザルモノ 5棟

9棟

17械fノモザ

棟

セ

お

失

失

峰

崎

崎

町

焼 失

焼 失

9 8  

官十 50僚

{ 焼失 21棟

焼失セザルモノ 29隙

111 



(  115)  

H塗りを完全に して焼失を'免れれ土

臓の倒

(  l l i )  

本通り五丁目 lζ 境浅つに土政

(  113)  

失 !J 民間T附 ill の土議樹木と 空地

の 7二め完全に浅つに例

9 9  111 



(  i  19)  

呉服町三月商事所有の土』品、午後131J.c 1:1tk. m 

o菩't'd1二が安全であっ: 二

(  ¥20)  

ゆi の石，慌によって火焔i > 妨げられ完全に主

つに土臓の例

111 1  0 0  

( 121  )  

防火完授の三聯合の: 列

煉又一 一 七議一一 段; - (

呉服' I l Tの土HJt

左のなは完全に桟つれが ｾ￭￯ηＩＵ ，土木 ｩｬｩ￟ｦｴ J毘

家の子£合古li が不完をみにめおも煩l乏しれ



( 123)  

呉 iJ B. : ur 市胤南iRl ! の焼げ浅つ 1: 臓の群列の一

郎でこれによってすω街への足縫合防止す

ることカ でき '1:

( 12 n  

ｼ万 ｩｲｬｲｰＡ Ｇ ＱＧ［［ｾ (1' ) 士山

失 ij l1"f I:l ，亦ネ ｆｾ 完 ｐｚ の土議

失 ｩｊｲｴＺ 貯の担ナ点ヤ ｬ 引Ａｬ ｬ Ａ の式司 ｬＩｬｾ ￎＱ， ｴ 市ｉ￬絞の方ｾ

ｾｩ 限叉の鐙色及 ， ｴ 百の Ｑ 技 ｭｾｋ ぬ Ｗ 、Ｂ tfto して

長 時rm，f: i 恨の猛{;.1の rlJ にゐって泡迄耐抗し

ＧｬＺｦ 的 Ｚ 凡られる 、 ｪ 占の問力商品に 主 主のｾ以

な〈早［室開業してゐ ＧＱＺ 土磁としての ｾｪｊ 兵ｾｻ･

十分 に ｾ揮し ＱＺ ， ｾ｡ｪＧＮｦ 日 ｬ でめる。

1 0 1  111 



(  127)  Ji19管 liff 4 了

凶附近の土議 〈安全〉

C  129) 呉 服日j の 元

￭ ｾ ｐ 月 ｾｾ ｾ �ＧＡ［ の焼 失士 議

の状況こ の主廷はう時

20分凶の猛火に めっ

て ｾｪ 告げ子 ＧｉｩＭ ち ＱＺ のでゐ

'" 1 0 2  

( ! 28)  共mi 開丁山主主

停土成母屋全焼失し

て台前の庇 ｚｾｾ 暑 い れ

が点11安 全 で ゐ つ れ

ので、 同一¥.総{止ひの

有限でゐる JS][到に低

水のめることは 1; 右火

!こ"; 1) 土す

(  l '  i  ) 州民 Il il f>!.j 況

の煉ｾ｜ Ｇￏￌｴｾ＼ 昭 和 ＱＰ ＡＮ ＱＧＮＨＯＩ

地震の阪にｾＱ￭Ａ ｩ立に勉

裂ができにの士'fi fi 修

外 語 Ｇ ｾ ， ｾＧｉ［ ｊＱへ Ｑ Ｚ ので め

っ? 二が安全で( 1 ) っすこ

た fili i i ; ' 6巡の米合で

Ｑ ｬＮｾｻＮＡＮｻＭち＿二。



(  132)  

1-石 lur の: 休ヌ;ii i吉原8x41日! の完全なるもの

で lB入口に，む辺りの完ul / i ぜる炎訟はt娘夫議

としての涼命 t 完去に芯 i f してゐる ν

迭の

4

9

叫

迫

ぜ

=
‘J

b

台

、

味

，

e

.

丸

…

山
山

、

白
嗣
.
噌
匂
二

L

一‘‘

 

一
削
訓
叫
，
川

r

T
正』

側

「要

ι

 

の

必

市

涼

昨

の

ι

合

H

'

tr
ι
 

F

 

主

~

下

伊

-

」

，

ιL八

』
』
一
す

'

 

じ

直

同

見

.
と
》
と
匂
び

混

一

再再

官
溺
仰
，
ヤ
を伊乞

』

‘

，

ん

叫

川

.

剛

別

-

必

刀

.

吉
R

ル生荒

〆

.t

、

(  I3<D  

料品.U;;' iJ ｲ 付近の ｾｩ Ｚ ｾ ス泣合 ｊ 生

(  135)  

呉服I ' J 一 一 問 中屋百貨広東飢IJ に在る内 j'n¥

i送失の石様、万nのj叉混ぜるを・示す

1 0 3 川



(  136)  

石巡倉原の完ｾ

.  .7，- - ーで 一 一 ーー

( 137)  

西寺町

南 b

一 石蔵、周りに墓地樹木めりし? ; め完

会でゐつれ例

(  138)  

呉服l町の日赤病院望日間 x 3. J 聞の石臓の内

部爆偵の状況、伊豆石の白地か ら引火しれ

形跡がめる

111 1 0 4  

(  139)  

前夜; 挺の詳細 fe¥J七1:はO. 4xO.45;えが !.9 k'.. 、

IHI に忠 て 賞 :::: C. 08xO. 42K を i. 7  Iミtl¥1に辿

してゐる 、内部仮版 9 で石績の哀が塗つて

なかっにことは引火ど誘導しれのでめる



(  140)  

呉服l町の干守政、右 rWI の石城 lま3x21百1で tちるが

午 後 3 時 牟 弐 iこ母ー毘の時-;:1 ;;5ヵ: 健夫しにがこ

の石載の愛知ま目地から引火してゐる o 内お

の 湾 計 及1主主な検ま機 >Hd;支出すベ〈一旦閉

めに入口ｩ＾ｦ， ｦｬ げに瞬間に内 ｾ￭［ 2 階床力法是正午ち

(  141)  

同内部詳細

間柱と間柱の間[ 立丁寧に左守仕上をアしてめつ

れ、 この誌の人口! 協に同塗用の土; 留めがめつ

て素えをしてゐヲれが之が l同 法 に つ い て は全

く徹底してな U) つ1: 様でゐる。

左! 日'1 の，x 2前の右: 歳以前 iこ木のゐつに; 路 t

石訟の泡工ー) ｾ完全でゐＧコにので延 ｬｴ 玉、 克ＡＱ

IこD

［ｲ［泣の ＱＲ 失点の ， 外 ｅｾｾ で ｊｩＺ＼Ｎ 段ちに手応 ｬ のかカ ・

るしのでめる Ｚ Ｕ ，，ｾｾの ｊＮ ｴｦ 失 ｬ 主大 ， ＱＢ 日分同地から

引火してゐる。

1  0 5  111 



( 144)  

呉 服11日のタナカヤ西 IRl jの浅存石むでゐる

人口扉の完全なるど九l閣の民間空地l土結局焼

失皆吉も JL しめ? このでゐる a

(145) 

完全に浅さ it 1: 石段

川 I 10 6  

( 146)  

焼失石臓の外出、主主 ｴｲｾ ，TnJ 孟火に包よれてゐ 1:

跡 が ハ ツ キ リ 凡 -' れる

呉 服Ulf 3γ 闘の右政午ほ 81同tti id f. l i ' ? ［ｪｾＺ＠

が柿木と問問。空地の J _ めに無事で 1.-) .... _) 仁、

この f誌の内 iis 'J 、屋* れますべて慨が使間されて

みるつ



m !  4  9 闘

， 1，le )  

」行1戦のクト反日

ｉ ＭＺ ｾ 静

16， 其 他

歌書Ｚｲ伎 ｲ ， ｩ ｾ 及 ｩＡ ｊＱＱ 問 ｒＪ ｦＮ Ａ Ａ， Ｚｊｾｉｊ 拡

査盟主 Ｓ Ｒｅ むさ［」主主ｾｾｾ ｾｊｊ＠ 一 寸

之 ｾＢＡｲ 本 ｩ￳ 手 Ｚｪ ｊ 官狙［築物は今ｼ可 ｬ の火災に於て最も良 ＰＱ と火ｻｦ ｩ 支［け Ｑ つ白羽ＨＱｦＡ ｊｉ 切亦 ｼ 利 ［ｊｗ であっ

?こ官、 容 易 に設ゾくし |て|;fTより下院与へ延焼しにものが多〈更にf >f.J 近に 11と火i - ' ｾ Ｎ 芝生 ￭ｾｬ 訴して延

焼 を 述tit しにのであっ? こ。

1  0 7  111 



( 151)  

臥舞 伎座舞台 下奈落の焼跡

111 1  0 8  

(  150)  

C  152)  

獄舞伎座の) 1m客席の餓骨の紋

く ＺｾＪｾｾＫｌ

附岡映笛剖慈の撮影ｾ

〈俄筋 コンク リート 誼〉



( 153)  

静岡映結露 ｉｪｬｾ の ｩ 足跡金主 主

くIS.! )

森 HI J の 1 i直後立保と化せる中に

.n絡のみ愛せる尽呂屋でめる。

大正 i .) 年 k頁の建築にで級必 コ ンク

リート 治で各関口市; の防火的民主誌

が 不 完 全 で めつ に潟 内 部 l立金百1; 焼

失 し てゐ i: 。椛泣3=. ¥11:. 1ま施工の制

合組事佐で めっ1: の lこし f . l Mらす' 仕上

材料 7コ!被 性 的 保 誌に依り 大 し に 秘

書 57受付て居なカ・つ? 二。

( 154)  

下入幌町 12間道路 lこ面して廷で

られれる諮問丸糾迩ｾ第 Ｔ 倉 庫

とIJH9f )iJi でみる o 木造 ii J:介1;: 東

西の煤吉正治防火弘 Ｚ，｟ Ｂｲｾ して 完全

にi乏失してゐる。

1 0 9  111 



(157)  ， 

( 153)  

変知銀行静岡支底( 央政町 3 了回附近〉木

造 2 階建にで南側! の外懸( 木骨モル F ル下

地9 イルR占h仕上げ〉のみ残存 し他 lま完全

に焼失してゐ ? 二口

不動貯蓄銀行静附ち左右 ( 呉 服町 4 丁目 F付

近 〉 木 浩 Ｒ 階建にで出入口 ｾ Ｎ りの右 主 首都

分のみ ｩＢ 竣し 全 部 灰 Ｎ ｴ ， ｾ ｴ に締 し て ゐ 土 。

昭和 15年度災害強度委員舎委員
( 五十音111ft)

COI =P大火調千日ノj 、委員)

大林* J l
大 阪 府 建 築 課

;j t 林 組

委 員 長
幹 事

幹 事

渡 部 圭 ' 1γーι， 1金 illf- 新 宅
fH 茂

松尾崎経株式合祉
大 阪 市 修 繕 課

大 阪 府 建築 諜

Ｑｾ＠ チ|ニ 千j[i 爾 大 出子 勝 三 郎
同 トfI ヰ卜

大阪府詮築課
竹 中 工 務1占

日本ポルト ラ ン 1."

七 メ Y ト 同 殺 令

景 LIJ 正 日月 泉 0 1宅 々 木 ; {変 印l

兵庫県系建築設ー 長谷部竹 Ｎ ｾｾ律祭事務所
大阪 市 建 設 課

τ民令z・士

陸
問 音日 泰 ちζ 竹 1[: 可J ヰ手

大 阪 府 建 築 課
大阪 府 建 築 課

大阪 府主主築 謀

。長 尾 百号 Wj-
- 仁E:f  

5術 f受 /+'， 純

大 阪府建築謀
司王中建築事務所

大林組

m II牙 )ij l:  
主E 良 タ之 問 ?民 擁

"' 1  1  0  



2 階 平 面 国

Arch.  Gal l fl' f J O 1̂ I1l nuCl:i .  . ん7 印; ( / ddl a G. I .L.  

a  ̂イOnlrSu( J' O ill Roma  

〈イ タ リ ー ) ローマのリツトリオ膏年隊塾堂

屋外: プ F ル

t也 堅苦Z j S 面開

Pltl l1I mrtrIa gcneral c .  

量重鎮家・ Gaet al) O Mi qqucc;: i  1  111 



主 要 玄 関

屋 内 プ ー ノL

屋 内l l 1i i草 場

1 1 1 2  

( イ タ リ ー ) 同ーマのリツトリオ青年隊塾堂

本竜自堂は初め] :J:I1年に計澄されたものであるが，その後保

々の事怖からこ L に見る如〈計白を墨更 l 唆工1 た。 f全般地

l面的 IG，α) ( ) 苧万米の内出来る唄り運動場を腐〈とり 7，3∞ 平

方 ｾｴ ，￟ｩＱえてゐる，との建物の内容はヲ［の刻 ｊ＼ 大目 ｉｊ 古来る ｯ

OI ち

] ) 曾合室，食堂，料寝室，密f:6宅，事務室率を含む リツ

トリオ青年隊のための建物

2) 映鴛設備を待つ劇場

:; ) 諸設備の完全な屋外及室内外ーノL

ｾ＠ Ｉ外歪ｾ， ・ 日活浴室のある燈深場

δ ) 附冨坊位司のある家政堕授

この内家政事校( 配畳間の中央通路の左〉は完全にw ; 立し

て仮! 弔出来る際! i ei置されてゐる。

( Archi tettura. : Di c..  1939ょ・1 )  

建築家・ Gaet al10 Mi nl l Uc<;I 



Sopra :  PI i J nl a d d  s c ml nt crral。

ｾ＠ I帯 平 面 開

"  ， ・2

-

it 〉ーーー一 ー

l 間千 平 間 関

地 滑7 p 而 悶

門 か ら の 外 紛

青年女子用合合室

幼f i I j 園教室

( イ タ リ ー ) ローマのリツトリオ青年隊家政事校
建築家・ Gaet ano Mi nnucc i  3  111 



ミズラ ータ地 ヴクリ スヒ"j す統捌

教 曾 堂 ゲ ト 鍛

教 包 堂Z J 5 i百四1

教 曾 掌 外 槻

1 1 1 4  

( イ タ リ ー〉 リピヤ・ミズラータ地方の植民建築
. . 集家・ Gi ovanni Pel l egr ini  



2 階 卒. 面 閲

2 階 苧 面 圏

領海4;p，L'!

悔 し T  

ガリパルヂ遁の外観

目 白 目 白 幽 目 白 目 白

日日日日日日日日日日目

正 面 安 圃

( イタリー) アレッツオの海ｾ々令部慮舎 建. 家・ Ni DO Ci 目i，Gi . ber t o Mart el l i ・授術家 P 町 gi DO P 町 aioi 5  11. 



1 1 6  
〈ド イ ツ) 室 内 水 涼 窃

淘i'l!吃淑室長E苦籾提言の傭内にあ る室内 水泳

場で プー んの 大きは Ｑ ｾｸＲ ＿ｬ ＮＺｮＮ で高 五mの

飛 込Ｑ，｛ が ある。 更 ｾｾ ，潜水 揚， 便所等地 ＱＤＱ 付

属l て寄る倹E言及 iii 男はihi l'J (菅による温風装

置に上 る。

CModerne BauCor mcn， J an. ， 1940 より 〉

一一 ー 一一一_ ___._1_，__jJ::Lーー.__. _. __→ ム

B設計・鰍 m兵・.....，



大 勝 段 室

1l温台 、、J

P 口千ァ一一号F 圃『

斜遁街商圏

〈ア メ リ カ) ロックフェラー・センターの第11蛸 醐京・ Rei n話完治信託勺 . A・Foui l ho四
7  111 



きs内

S  H  OP S  

車 庫

@  

⑨ 

⑥ 

⑥ 

• 
@  

‘ ，ｊ，， ｻ ｾ ｏ＠

ロッ ク7 エラ ー・ セ ・， ターの建築苦手の中辰

後から 2 番目に波工し た建初である。

地上日階l l T . 下 3階の合計日階分の大部分が

自動車庫， 1曹 の 1&犯が庖繍，上瞥が貸事務

室になってゐる。

東軍は麹i面週に見られる僚な猫符な斜道に

よって全部で8∞ 盛D 自動車由記i文容され得る。

自舗は ] 島幸 2階 の ] 部を占め，外ffil に面

1 た部分は 2階まで総省子張である。

] 階中央階設の手庖受に網間子を使ひ全然

金習の支待物を無く Ltcζ 里占，鋼稲子がアメリ

カの建築工事に於て訴に賞用化せられてゐる

伊l とL て注意を要する。

くA rchi tectural Forurn.  J an.， 1940 より〉
b

.

D

口
b

b

R

b

P

P

D

.
b

b

p

.P

P

D

.
b

d

.
4

4

軍

司

司

司

-
d

d

d

司

.d

司

d

.
d

d

d

u

d

b

h

 

ヨ
ヨ

地下 2 階平面飼

建築窓・ Rei nhar d，Hof mei at er ， 

W .  K.  Har r i aon， J . A.  Foui l houx ロックフエラー・センターの第H 雛舘( ア メ リ カ)
111 8  



貸吻自動車修繕工場型肝函闘

左方は三階建となり，有方

はf彦絡大工場となってゐる

こ司港Eき語家は軽E蛍者の要求に合l &l て「号事[ ; J.IJ の芙J の思忽を質現しようと計笥し

た。 過去の工場濯築には見られなかった新 L いzヨ識に依り， 従業員の腹努恢復のj 1 f i

設とも言ふ可f!;， ｾｅ 樹 芝生の図を計出の 中に取 ヘ れ，更に際育ｾ ， 食堂事の従業員

の健康と利艇のための施設をも計mしてゐる。

馬贋に見えるパープラの住の一本に努Z曲者への戒のため務主主努働前線の大きな表

象が飾られて窟布。布手の建物は教習生のための工場盟十三鐙青室，食堂である。前

方の大ぎな替面含もった建物は貨初自動車修繕工場である。

貨初自動瑠修繍工場

苧面開

( ド イ ツ) エ 場 隆鑓. ・ Ot t o Bi・k. bor u 9  111 



修繕工場の三階建の側而をみた所

軒高い g，55m

訓練所，訓練工場への人口を示す

訓練所苧而翻

] 出11 開 工 場

、 予 隠 育 室

-・ 食 堂

ｾ＠ r ミ ー っe ラ

日 玄 関

111 1  0  ( ド イ ツ〉 ヱ

• 

“ 曾

場 建築家・ Qt t o Bi akoborn 



この禦合住宅グJ

耳1そ示すもの。 1i

"t 
， 、

"  ;く
Ｍ 一 Ｚ ｾ r，キ?

布lNff耳のj e遺骨も

った長屋i!!¥てeあっ

て 111 は兵に' ? " f
〆

，.".， " 三/ l 、-1¥1 I ← 2 静

住居111 I X l i 宍に

五室住居である。

ｾ Ｇ＠
、

|波 "1、/ 1
、

階 段

十

E

牛

1

1

1

1

1

1

1

1

5

制 一ーナーー『ーーーー

2 勝 平 面 図
1 階 苧 商 圏

( ド イ ツ) 集
..6. 

同

道路 J!lJ iE面外観

住

-
t. -.:J 

宅

1  ｾ 皆 ー苧 面 開

建11窓. Rudol f  Schwar z  

1  1  "  

。

Z! M Mn. .  Ｂ阿ｾ ， ｩｉ， ｉ ｕ ｦｾｴ＠

4 、 ｾ＠ 、 ¥ ピi ; Y /  
s約一i



アメリカに於ける公共の住宅政良事業中最

大のも のである。敷地は非 常に地1買の高い場

所であるから ，エレペ ーターの筒固に出来る

だけ多激の室を配置し建物の高さも高く[ て

能率向なzp面を作 る べ く 努 ブJが振はれてゐ

る。

Y 字形の記官が忍ばれたの もその篤であっ

て，直角部の隅に探) ' ( ; のないスペ イスの生ず

ることを避ける信号であるが，との方法は平面

2 よりも卒面 1の方が成J i J l - てゐる。

敷地はを不良住宅地r;r.;の 8 %で，それを日

つのブロッ クに分け，各プロックの中央部に

遊園地を唆す僚にY 字形の基本形を組合せ配

置してゐる。

住宅のほかに社交倶害時部，幼稚園及び24の

商庖が設けられてゐる。

日階建の下部は煉瓦謹壁厚12吋，上階には

煉瓦及び中空煉瓦堅守使用す。

戸 取 : ¥， 119戸 室敏 12，94912室

工 賓 総 額 1; ，393，( 削弗

] 戸16工費 2，745弗64

1室醤工賃 667弗67

家賃 1室に就き卒均( 各種使用料守含み J

5弗51

くArchi tectural Foru m， }an. .  1940よち 〉

? E 景

一 部 外 観

2白 血

。-50- - - - 350 

国 置 圃

111 1  2  
( アメリカ) クキーン・プリツデのアパートメント 趨鑓窓. W iIl i a m F.  R.  Bal l ar d 外 5 氏



邑 昨日

基 本 平 面 図 1

( ア メ リ カ〉 クキーン・ブリツヂのアパートメント

.L.>， 

c l  
m 

五E 本 zp 商 問 2

担霊祭家. W ilI i am F.  R.  Bal l ard 外 5氏 1 3  111 



111 1  4  
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， 

， 

索f康エレベーターの形式

ア パ ート の ｈｴｬ 位とｾ

l際エレベ ーターとの関

係を示す悶

S A ME  .6. S  

OP POSI TE  P L A N 

。 ， 例。 ε。

( ア メ リ カ〉 索僚エレベーターのある丘中腹のアパート

最近エレベーターやエスカレF ターの

利有さ れ るとと目 ｉｗｌｾ 、ものあるが，き

つ<f微頃斜1 た所に設Jけ?られ るものについ

てはまだ腐 〈研究 さ れ て ゐ な いF綴禁であ

る。比 苦建 ｺ に燭げる Ｒ案認 Ａは ｾ ｩ主靭級 ｴ 南育 Ｇｄ コ」 あ ｂら ｊ る川に面

l たE の中腹にE健霊つ アパ - ト iに:

E d w旧 A .Kocαk に依つて設計された計E遊
2  

であるc

Kochの索後エ レベ ーター剖i立はね。の

傾斜が段通とされてゐるが，多少の傾斜

の緩急があっても向' J } ( 1 l l 灼である。それ

のみが{自のlflt也他のm3業に於L 、ても，向

可a的: があると云はれてゐる。たとひ圧

の中胞に関折があらうと も。

穿: 篠エレペ ーターのシユウトはアパ ー

トのどの7"ロックに於いても認ん中のf j

を;ffi.るの で， 取は各階Aみな同 じ(iZ鐙に

止まること になるので，各僻共同じPl an

を綴i!&す事が出来る符徴がある。

段 ｬｾ にな っ て ゐるのでこ れ らの ｡ 物 は

普通の 4併が H i ' 宇に桐宿するだけであ

るから，時理主主上; J F:' !'i，三助かり良時とJ Jに

も大いに問iW'J とな り得る。

傾斜也の建物に於ける傾約エレベ ータ

ーと票直エレベ ーターとの沼i l i !

傾斜エレベ ーター では前 日の如 < ，ア

パー トのどσ 和三郎、て も皆同じ!Ml:I に

止まるので，各府兵問で7 ・ランを線返す

事が出来るが，話量Zエレベーターにあっ

てはさ うは行かない自J，聞の僚に各厳然

エレベーターの止まる位置が異なるので

プランを各野矢，! i ! へなければならなし 、

のみか e 下暦t をいては湖の僚に廊下を

延長して飛なければならないので，非前

に ロスが生じる。

(A rchi l eclural  Recor d， Oec ， 1939 よ り〉

代表階平面園

建築窓・ Edwi n A.  K och  



正 而 入 口

烏 績 の 家

照 の 峡 谷

食 堂

( イ ギ リ ス) 動 物 園 の 諸 建 築

英閣はミツドラン ド他方に出来た領自然の

ま与に動初の生態を眺め得られる僚にした動

物罰である。配置関或は数多の潟認を見ても

解る様に，ライオンや白熊の如ｾ猛 ｅ 誌なども

在来の匿の中に朗ぢ込める事事ドやめて; 菌M

な図ひや簡苛1なffl! 望書「作ってその中に収容し

競容もそのピッ トの中tて乗り出した見物席や

或は高いl ! l i 1に架けられた憾の上から自由に，

彼等脅眺められる僚にしてある。

くA rchitectural Recor d， Oec.， 1939よヮ〉

建築家・ T ec t on 1 5  111 



あL か の プール

喫 茶 庖

白 隠 の 穴

111  1 6  ( イ ギ リ ス) 動 物 園 の 路 建 築

資 庖

1 人 口

2 野 生 の 羊 の 図 m

3 羊 ピ 山 羊 の 闇 m

4 所 長 事 務 所

5  倶築部 ｅ 歓 迎 Ａ ｉ＾ｾ 所

6 亭

7 使 所 . 化 粧 室

8 虎 の 穴

9 白 熊

l O ラ イ オ ン

11 騎 馬

12 喫 茶 脂

13 水 禽 の 強

14 小 か ん が る ふ

配 置 闘

建築ｾ ・ ｔ･｣ｴｯｮ

「

』

15 あ し か の プ ー "

16 喫 茶 Jlf

17 狐

18 え み ゆ ふ の 絃

19 鳥 類 の 家

20 熊 の 峡 谷

21  !J員

22 鹿

23 狩 羊

24 し 主 J民

25 街
ll!¥ 

26 ｾ＠ y  
カ ン

宮? 象

28 ｾ＠ 量量 類



1  間

/ / て三二:

ご三リぷ与:三三て了

断 面 聞 と 卒 面 開

2  闘

何事にも世界ーを誇 りたがる，アメリカに， 叉一つの位界ー

が加はった。それが， こ の闘に示 す ｂ ｯ ｵｬ､ ･ ｲ の水 力 ｾ電所の

夕、ムである。これはコロヲ ド河脅仕切って造ったもので， ダム

の高さ37
1

りm である。 ] 閣は水をためる伺lの馬民で，左おに一

つ燈塁のや うにたってゐるのは水の取入信である。2 闘はダム

の外側の腐民で下に見えるのは綬電所である。

( Zentralblatt .  D ez..  1939 よヮ〉

¥司

、、 、ーーーーー ー一
白 、回' ・牛 、、、
、 、 -

ｬ に ＮＡＡ･ｾ Ｎ ｯ､｡ Ｎ ｾ一二二 Ｚ

h ¥ ¥ (  」 ~¥ ¥ー一三一ー

!  ， .，ァ ー ¥ 、ご 一-一 一 -

l  、 『ーー、 、 一一ー一ーー

( ア メ リ カ〉 ボ ー ル ダ ー の 水 力 投 電 所
1 7  011 



玄 関 側 外 蹴

] 冊子布 市i I湖

間

底いテ ラス大 きく ￸ｾ かれた怒，そ

れから長く突出したIJ l " 等，カリフオ

ルエヤの気l肢に封して日光と蔭との

関係を充分に考慮L て設計せられた

住宅である。

更に， 底革E図の桃E監と住宅のプリ

ゥーアシーの要求との聞の調和も充分

に秀鼠せられてゐる。

木主主 2階建， 外曹はセロテック ス

錨綱下地プラスタ ーの上を防水刷毛

百|コ ンテイング 2 回盆。内部はラス

プラスタ ーカJ パス下l t l ! ペンキ 3回

盗。

工 費 約30，αXl J苦， ｝ 立方申 ｾ ￯￰ り

4弗85
0

( Arc"i t ectural  Forum.J an  .. 

1910 よ り〉

思

2 階 苧 面 開

建築家・ J. R.  Davi ds on 
フ オ ル エ ヤ の 住 宅リカ

^  

リカ)

ラ

( ア メ

-r 

1 8  
1

 

1

 

1

 



居間と径然郷j [ した食欲正非;γ jに

出品、鹿聞 と ｾￆ 明とが Ｑ ｾ 干の主 変銘分

で， ｾｩｬｽ￬Ｇ には弓 つの 波警とＮＮ つの浴

室とがある一寸湿ったif 而の住宅で

ある。

片ifieれの度限と黒ペンキ塗のT、見

{IXと 1ヨペ，キの窓廻 りとが近代型住

宅の冷さから救ってゐる。

水活 2 階建， 内部i立は浴室がプラ

スタ ー 仕上 の ｩ まかを部む 〈板ｾベ エ

ヤ板風に佼ってゐる。

工費 ] 立万吹笛' り約'J : l セン ト。

( Archi tec ‘ 白al For um， J an..  

1940 よ リ〉

ロ ロ

ロ ロ

ロ ロ ロ

i飽階 平 而 閥

外 震P

( ア メ リ カ 〉 住

君主
草
山
一

宅

2 貯 zf 問 問

ｇ ＧｾＧ ｇ ｅ＠
18"' 9  . 26' ': '  

L l¥l -P. M 

16' ，y .  ｾＶ＠ ") 

SCAl E IN f ( IT 

-o  )  10 15 

] 階 平 面 開

居 間

建築家・ Ge or g e W .  W .  Br ews t er  ( 弟 ) 1  9  111 



古 建 築 新

三 門

事 ｔ 喋 Ａ ｉｉｾ 亀 碩寺の惣門と ｬ 七絞す れ ば而白い

川 2 0

抄
( 13)  

第 一 議 門

藤 原 義

支 那 式 建 築 (その二〉

袈欝 山 策 爾 寺・閉 ｪ 出の資自壁ｩｊ ｬ ｩ 笥福寺上 ｉＩｾ に支月日式 ｪ 良厚な

の土質的の崇爾寺伽1墜である。 3朗日爾州、| あたり上旬の渡航者

等が海上往来安全を斬るi: めに幕府V乙事jふてー寺きそ造り潟市F

県石姐脅祭 った。 窃永六年のことで，その後漢踊寺を隣いた惚

元翻師が開〈滞在L たことがあり . 明峰三年， ｾｮ ち非が来朝

L て住するに至 り2奇襲宗の寺安と L て伽l撲をmVi iil ，現在の

紋w. となった。先づ三門を入り7i : 折L て石F症を上り第一鱒門

に建L ，これを入っておーすれほ護法堂，鐙樗Iがl臨rf ，その奥

一段高〈大雄費殿，郷姐門更，::: IJ-! 一段 高 < ￟ｾ ｌｬ ｉ 堂，持活 姐 堂が

立ち，叉乃1;こもある。 伽自主配置が著し <1当由であり 各建物

の際式も篤買の刻J< 支丹f!気分が横おしてゐる。

寺の設自月に臼 < Ｇ こ の 門 ￭ ￬ ｍ￭寺の 大槽 ｉｬｦＡ た る謬官鉢 仁 兵衛￠ 渡 遣にか ｌ り ， 材料 を情ｾ

にて切組み自問教般に積み持ち渡り て構造せるものにて云々。



康 法 堂 内 部 情 遁

か〈の如 ｾｉ 譜遣は現ｴｅも支

那各地球に南支乃聞に多〈

の質問lを見る

護 法 堂 正 面 軒 裏i構 造

此間雪道十土日本の天竺懐手法

と中日通ずるも ｦｄ｢ｾ ある

大雄蜜殿軒下の徳造手法

在来の日本建築には全〈類

を見ない徳造装飾を行って

ゐる

2 1  111 



111 2 2  

美素 ifji;; 需品;:j

[ カ タ ロ グ 贈 呈1

ag 撞酋E・・・・・・

絞 築 家 屋 美 素 加 ヱ

新築落成と同時に本所濁轄のピソ液にて抗

感し木材楚色の 原因 となる倒被 ￡ＺＧ 取り，ｾまも

の土をピ Y にて仕上の加工をすると完全な

る怨色防止加工となり，優美な飴を有しプ

キヨミ の理事を省き頗る経済的です。

古 家 屋 新 滋 養 素 加 工

古家もピソ被で洗長野すると習i 1 諮問綴となり

其の上売新築予言繋加工と問綴の加工をする

と問者同僚の結果 となる。

( 繍伎術を嬰しまずから 断)

の諒j 震i加工と放して盾 ります

美素工業所
大阪市天王寺E 東平野町四丁目= ー

電話天王寺@ 四0 0三寄

阪窯葉セメント株式曾祉

6  HOURS CONCRETE 

， :  2  :  4  Jlc tt 65 Ｖ 併問 ＲＱＷ Ｇ ｊＯ｣ｾ 28日4- 10ヤノ保

1: 2: 4 71，比 456瞬間 300うぷ 28日 580
K

.Plcffi 

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す
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本 協 舎 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

( 交付/11口)前蹴5主ー衣 i炎に於ける本| お令 員 rl .1の 軍 務公 川 -x.・下 記 のi辺りで あ ります 。

嘘［ｪＧ ｾ日露普泊賛llJJ 員

綴; x 率直後突知恵中 に於て心臓持軍痔にて念、逝

享 年42歳

l昭利 15-"1ュl 月 8 A尼崎市府徳寺に於て葬儀執行

本合より 常 務三浦茂氏 合 弊の 上 下 ｾＸｲｰｗ 可 営 代 別 ー す

弔 詞

主主に枇i#N法人日本建築協合合員一日;J0代犬しで

恭しく放元本合常務株式合祉大阪総 tl ; ] と取締役米

合成夫氏の英粛に告ぐ

我Ｂ本建築協合力 Ｚ院に 建築界の ｩ 長作込 ［ ， Ｇｾ ［｢ i' 以て

I:it ll !日の - fi J にたの胤似合樹つるや氏 l士大正 15"ド12

IJ l 苔を-ぶ合合員の 一員 1こ託き f: i: iP ! 主我協合の役員、

委員に＿古ｪＡｩｬｩＺし ｭｾ トの功績日浮かろす ＧｊＧＡ 去 に 我協合が Ｚｉｊ

Ｑ 水の施設に ｊ 冷て氏にＡｾｾつ民主亦 ｲ Ｚ Ａ［ 点、にさＧるものみる

の秋皆、然として幽界に締t : t らる 11n惜湾そ主主へじ受

i 二本千r-:'I lit -- '  r，iJ の;Ii; 忠 fr:l 事: ず切 にa:'[ 悼の怠全米す

紫 < I  ＺＩＺＺ， ｪ 与［ｭ｟Ｎ［央れＧ ｬｊ ｽｬｪ Ｚ ， ｾと ｬ ノ て ，ｾ ｾ餐りよ

ｮｴｩｾ 甘 ＱＵ ｾｪ 二 Ｑ )] _8  11 

社 i1A法人日本位築協合

合長工芸科l φl 二 片 li 司

一一 _..・・・....ー一..-..一ー ー--ー ーーーー_... .... ..........-..ーーーーー一一ー・ーー一 一 ・φ . φ ーーーーーーー一 ・ーーー ーー一 一 ーーー・ー一令e ・-，，-..- -・ー- ・... .__...ーーーー ー・
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法措IJ 委 員 合( 第 l 回〉

i. Jj 2  n午後6"寺- 7閃 :; 0分

協合[ 具3誕百g室

ｪｩ ， ｾ＠

!iU 

陳 列 獲 幹 事 念 日う! 同 〕

2  n2 !-1午後6!i 寺20';.)- - 811寺

陳列 i品川託、

幹事 ;U1 III 、 ｾｉｊ＠ J直、

小 林、 }白昔、

保 図、 松久保

Ａ幹事 Ｚ ＺＱ副主 ｉ［ Ｚ ｾ 任幹事方選の件

1. 述築材料の登録制皮に防lする 件

1.  ｩＨ ￰ｾ＠ 1-_ 座談合企殺 げ材料・正lf 介の件

1. 11'，品的; 誘の件

ｬｉ ｾｦ＠

)9r  

貝

米 倉 威 夫 氏

徐r

Z三Z

i¥文

，奮

昭如 15&1三 1 )J 5 十l 令民米合威夫氏炎如l病 t 以て

逝去せら る。

氏 l 士大正 15"1二12 Jl 4  " .;本合合員として人合同印、

委員幹事及評議員並に常務等の役員に首選本合の

1: め大いに禄カせられしが途に病のにめ，色、滋ぜ 乙

るo i旬に哀悼に禁へや核に 1判買と時照を掲げ議( ，.

で' p 意会決す。

1. 氏 ! 立明治32
1

1ミ6 )J 27 "  ｊｴＮ ＢｲＮ ｾ Ｇ ｔ ｉ ， 宮内 ｉ ｈ ｊ 3  -r  bl に

主f:る

大正 7年 3 月大阪市立郁J品工業指校!t1t 築科卒

業:

同刀 大| 奴往築均i に入所

同 ＱＳ 年 Ｔ 月 株式合社中，Ｈ，Ｇ［ｾ且に入枇

昭 利17 年 l 刀同 社役査役に就任

同11年 1 Ｉｾ同 社取締役 に 就任

同 ＱＲ ｾ 三 Ｔ 月 猫立開業のにめ混戦の上株式合祉

大 ｬ 出 且 を 創 立 ｴ ， ｾ ｾ 去問ｾｴ＾Ｑミ 代 夫取締役として 今日

に至 る

同15&j 三1 )J 5  u 三肉ゴル 7 tt3: に走H 1: め大阪

f

e

!
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出席者委員制l ! ，問、 島 彩、 竹 中、

玉 置、 高 木、 平 野、

森 口

1 . 委員長並幹事T i . 還の件

1. 市街地建築物法令改訂版夜行の件

1 . 建築関係法規簸集後行の件

常 務 舎 ( 第 3 回〉

時 2 月5日午後5"幸50分 - 7時 40分

所 陳列按} J IJ 室

間 席 者 理 事 今 林 忍IJ I曾 長 坂 削 合 長

常 務 ニjlJ J亘 主 記 三 浦 三lコ. 記

桜 中 主 記 岩 尾 =1: 百十

桐 本 主 計 :IIJ 川 編 1怜

議 事 1

1 . 幹事合規程吹正の件

2.集図住宅敷地設計図案懸賞募集に糊する小委

員合委員委嚇の件

3. 曾ー糊1也黒板Z陶製に附する f*

4. 悶，j
i
r 1 i - 購入に附する件

5 日刊工業新聞社より 記念論文募集規照合認に

掲殺の件

6. ＢＧ ，ｬ［ｾ ｾｴＺ＠ 1名採用に括討するイキ

7. 1 月例合意見検討の件

8. 引総事項検討の件

9. 合員詮衡

報 告

卜全国都市問題舎誠線、舎開催 H 決定の{斗

2 除隊者報告

激 化 委 員 合 ( 第 l 回 〕

K寺 2 J H日午後6時 30分- ， 7時

丹i 協合倶楽部室

出 席 者 委 員 小 川 、 大 干 、 坂 本、

H寺

JiJ i  

中 野、 花 輪、 宮 崎、

1 . 委員長並幹事五選の件

設 備 委 員 曾 ( 第 1 @] )  

2月7日午後6時30ー7時

協 合i具築部室

出 席 者 委 員 伊 際、 岩 尾 、 大 原、

ヰじ JII 、 新 名、

山 口 、

1. 委員長並幹事五還の件

1. 防空I i 包設に関す る件

111 1  1  2  

古i I l 原、

l略

内t

住 宅 委 員 舎 ( 第 l 岡 〉

2 月7 日午後6時 一8時

陳列場別室

出席者 委 員 石 川 、

小 林、

中 村、

結 尾 、 北 垣、

白 石、 中 野、

矢 問、

l 委員長強幹事互選の件

l 住宅讃:本霊堂行に附する件

l  小住宅設計闘案1必: u 募集の{ 牛

1  .  ［， ｾｾｩ 州 に於りる移民住宅の件

主 記 念( 第 l 岡〕

i時 ＲＱＱＸ 日午 後 ＶＱ 均一 ｂｮｾ

Iyi 1陳列怒川l室

ｉｉｾ 席者伊藤 主記 :1じl豆 生 記

三 浦 三u 日 放 中 主 記

勉 弁 編 帆

協 議 事 項

ト勢符者住宅懸賞 Ｚ ｾ集の何Ｚ

1. 2600"1コ記念事業委員合の件

1. 2  JI 例合の件

倶楽部室幹事合〔第 l 回〉

l時一 2  1J 814 午 後6時- 6時20分

JiJ j  協合{ 具禦音1 ¥室

玉記[ . ｾ 七日日

岩J f ，主百十

HIJ) 市首幹尋; オミ ー1、、 高 坂、 河 辺、

時

liJi '  

三 浦、 村 :jj=- ，

ＱＮ 幹事長並常任幹事五Ｎｾの件

ト趣味の 合開催の件

材 料 委 員 合 ( 第 l 回〉

2 η8 日午後6吋30分-811寺

協合倶楽部室

出 席 者 委 員 浦 湖 、 木野山、

榊、 i掛i 部、

中 島、 松久保、

1 . 委員立主幹事互選のf斗

1 . 木材寸法規格に E摘する件

1 . 七メント臨給に附する講演舎の件

』南清司

玉 也、

都市武裟促進総事会 〔第 l 悶〉

時 2 月9 日午後6時一81時

月f 協合倶楽部室

111席 者 幹 事 浅 野、 伊 藤、 池 問、

灘、 内 線、 宮 田、

(.1 1 口、



ト幹事長並常任幹事互選の件

1. 工場防空施設研究部合段置の件

1. 空襲 に附する講演聴取の科二

曾事手総司E 舎 〈第 l 回〉

日与 2 周12 日午後6時一7時30分

J;;r 協舎f具禦部室

tl1者 席 幹 事 i也 野、 石 井、

亀 井、 川 入、

坂 口 、 高 松、

i市、 渡 部、

1 . 幹事長並常任幹事五選の件

1 . 合員増加に糊する イキ

大 下、

北 1回、

佼 本、

I . u再演、見皐等合員合合の 言j "髭に除j するイヰ

災害強度委員合〈第 ! 回〉

11年 2月12 日午後6時20分ー7時50分

jすf 停車列察知l室

出 席 者 委 員 浅 野、 大 野、 m、 問、

佐々木、 国 古11、 竹 花、

長 尾、 Cjミ 阿 、 桜 山、

f唆昔日、

J . 委員長並幹事 7H丞の併

ト強度計算標準資料作製のイ11

l 無筋コンクリ ート lli 建物役立十例作製の件

トfE孤 4お銭手技術検定試聡方法に附する研究の

f斗

1 . 風区規準バン 7 レツト作製の手1・

者s市計整委員会 く第 i 閉〉

日年 2 月15 日午後6時一6時半

JVi  協合1具築部室

出 席 者 委 員 井 上、 伊 勝 、

宮! 潟、 巾 村、

森 口 、 吉 田 、

1 . 委員長並幹事互選の件

1 . 全園都市問題令官能、議題研究のイ1

l 全商都市美協議 合、議題研究の件

常 務 含( 第 4 回〉

時 2月19 日5時30分ー71時30分

所 陳列務別室

亀 井、

ｾｉ ￍ￭問 、

出 席 者 理 事 今 林 鼠IJ 合 長 坂 ｾ｜ｉｊ 令長

岩 尾 主 計 久 保 問 主 計

勉 弁 編 統 政 Wu 編中i i :

議 事

幸民

ト各委員長幹事長舎合の件

2. 2600年記念事業委員舎設置並委員委蝿の件

3. 都市問題合議議題研究のイヰ

4. 災答強度委員舎より経質要求の件

5. 同委員合より委員委暖カ要求の件

6. 給f士 1，名解館主主採用のイ4

7. 引総事項検討の件

8. 令員詮衡

告

1. 2 月例合準備報告

2. 1  )' J 分合計報告

3. 入後除隊報告

二 月 例 曾( 議i'6t 合〕

l時 2 月23 日午後6時20 サ- 8時30分

別 大|仮朝日 新聞社 3 階府間

出 席 者 安 宅fllfl 一氏約100名

問。l湖火災秘義5報告司会iUi 命

ト午1量6 時20分自fH雪伊諜常務より て本v l :1 2 月例曾

として日本建築協合並に口本技 ー術 協ｾ附商支出

共同主催のドにフ ｾ諮 ￬ Ａ￮ｩＺ ＧｦｲｪＭｩ Ｇ 閲される旨を漣べ ｬ 、

;，G講師金目以ニ失紹介す

日本技術協命総J雌支部 i甫 k 衛 門 jも

日 本 逮 築 協 合 矢 同 級 議 氏

悶 長 尾 清 一 氏

H 本 技 術 協 合 問 岡 支 部 勉 弁 幸 次 郎 氏

l.irll .. r. 氏 1: 1 災害地の地勢、人口、水平Ij'.、ぷ象等を?

ｾべて専ら士Ｎ木工Ｚｦ，方面より凡＿こる災害と復興

針策を誇 h、矢岡氏は災害の一般状況と市民の

言111線不足、 1) I j 火山一世の失敗、構築に際しての技

術的鉄陥等を、長尾氏 lJ : 幻燈によ b災答建物の

猪俣を映潟して一々説明を? 加へ、最後に亀井氏

はめらゆる災筈防止のにめには綜合技術の必要ー

を漣ベ火災の防止には空地を多( 作ることが又

必要保件で都市に多〈の空地を作るにめには強

制島断念必要とするとて土地の園家管理論を説

いて結ぶ。

ｾ事井上欺事 鈴 木 民 事 1 . 午 後 8 " 寺朝日並に同胞の静lifd火災の4#報I! 央; 誌を'

常務伊疎 ｾ ｴ 記 -It ｾ恒 三 七記 。 上映、つ 川、て朝日 |世界= ユ ーエ最新版会 l決潟

三 浦 三E f，日 桜 中 主 記 ｻ Ｎ午後 ＸＱＱ れ ｏ 分伊政常務よｾ rJ1WのJ尖拶めり様作
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ｦＧ ｈ にギ Ｑ ・意 義なるヌドｾＧｬＡｩ ￼Ｑｲ 合をｾｉｴ IJ 一同 i投合す。

倶 楽 節 室 経 昧 の 舎

!時 2月24 日午 後61:寺 -- 8時30分

所 協 合f具袋派室

出 席 者 育 木 氏 純 、 否 妥 義 一 、 昨 上 i定治

岩 本 善 意 窓、 池 阿 賀、岩 尾 保 衛

加 藤 勝 彦、妖 IU正 明、河津喜之助

衆 山 源 員長、左 谷 陽 充、 島 問 義 太 郎

11寺

)i)i 

t成 口 勉 吉' 武 田 経 一、津 村 芳 三

永潔殺一、畑中善 ｾ 、 下旦勘右衛門

野 問 主Jt 造 、1l l f ' 中駒市、 後 i竹 務 総

原 悶 千 歳、和 国 友 吉、 ->j;: -¥' " 昌次

高坂 ｦ 言歩 ｾ￯￭｜Ｑ 、 高松平太郎 、 ｾｧ i翠際，1二

三 浦 茂、村 井 波

ト午後 6 時三 浦 常 務 開 合 のi尖JF をなし補木芳大

郎氏を紹介す

上方噺の3宮本に就て

上ＢＢｽ｝郷土研究合雨水芳太ｈｬ ｉＡ ｾ

i 雨水氏 t.:t古iJii E! i問屋の 1: に fitr i:J Hを交へてヒカ吻

の 沿 卒 を 面 白 く 可 笑 し く 約40分に頁りて講演

めり。

ＱＮ 次で三 ｩｩ 日常務 ｻｩ 然中 ｩｾ Ｚ 字松主ｾｾｊＡ曜を紹介す

J:. ""}] ｾｴｬ＠

笑稲［苧松 ｾＺＺ｣ i:lfi 

ＱＮ 松ｾＨｬ ｾｩ ｦｊ ｴ ＮＺｴ約 Ｔ Ｐ 分 間師待 ｃ ￧ｪＧ ‘の上方噺 Ｕ ヶー ｪ 市消泌

:B席者ー同大いに 11可々大笑一夕の日慰2立! 安主'il泌t的『抱せν;'

す。

ト夫れより一問中につき晩餐後誠笑風・1苦k. 、に

iffr る

l 午 後 811日oj}- 三浦常務より聞のーの校拶めり平11

糸3お# の慨にー!万，J1i:{';;r す。

災害強度 ｚ ｅ 長命Ｈ司 ｾＲ 回〕

2月26 日午後61h'i' ---8Ii 寺30分

協合倶楽部室

出 席 者 幹 事 浅 野、 Jゑ 問 、

委 員 小 泉 、 {企々木、 [¥! ii j; 、

長 尾、 了? と問 、 桜 '1' 、

ｬ￬ｾｪ＠ I'l i、 ゑ tJ!、 中 町 、

後 川 、 ir・3muョ、

協 議 事 項

卜風 路 バ ン フ レ ツ トt走行 に到する検討

卜構;jt 物館駄の 1制計百計十例の延焼

1. 1制妥接手 の摂幣jbi 皮計算? とに附する研究;

川 1 1 4  

1. Ｊｩｬｩ に於げる釘綾子に附 ｩ する ｬｩｈｾ ｛，

材 料 委 員 命 ( 第 2 回 〉

I時 2) ) 27日午後6時30分- 9時

月f 陳列JiLiJ
1
)蜜

出 席 者 委 只 長 松 久 保

幹 事 木野 ｉｌｊ 、 楠 ｾｍｻ 、

委 只 宵 樹、 I罰昔日、 '.1
'

，(，'i 

協 議 事 曳

1. 木 材 寸 法 規 総 統 一 に 附 す る 件

1 . 用材生 産 統 制 規 則 に 闘 し 染者 smc懇 談 の 件

1i.il!-

Eヨ 奇書

;  入竺一竺J

zτtヨ

長宅 霊b

曾 員
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［ｩｾ 旦 ｈＧ ｬｩ l( Wi 手l' ｉＯｾｾ ｊ［ 土佐知遁 Ｒ の Ｒ 消7. K有l 内〈林

式' El j ' [Ujl; 7. K' %且大阪支j占〉

; 遮: 年耳E 織活 矧 '1' 戸 吉 野 通2の 1( "  )  
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ノコ ｾＱＧｩ［ 底〉

il* :本 敏 JiliJl 普通Ｇｴｾ助員より時総
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ｾＱＱ 西不動産株式合社〉
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火採友久1 ' : - 1也品川1宮Vl ]，63

柿 iヨ: 武男- R ［｜ＮＨＱ｜Ｚ［清水谷ｾＨノ Ｑ Ｑ Ｑ｝ＧＴ ＷＹ

中 村 電 灯 沼 ｊｩ Ｍ｢￯ ｴ，防 ｾｗＨ 閲 ｬ 町 ￳ｓ 中村熊 lJiliji C  

大|奴} 内在5娯i 'm述445司D

4・1仮 f吉 _ .g It 古川家:?に18j' 1の8 C布 悩 市 役所 管

品 ｾｓ［［ｩ ｾＡ )  

'!.U 一 男 君 。阿 {o¥，:N' 泊 4 の 36 Ｈ合名 ｜ｾｩｴ 入

木 工 務J苫〉

入木ｾｾ志君・ *  *  4 の34 ( *  )  

Ｑ 公弁平年一泊。 ｾｫｾ｜［［ 仁右衛凡 ｬ 町 ＧＳＲＲ ( 自宅十〉

他 方 金 足

木 ド 正 午 君 新 J;d事1J 1I r!i '1' 央 通 児 玉 袋 内 ( ｾＨ＠

辺道関政株式合批〉

武! 日 諜T i l 仁 川I H: ( t WP1f 3の3 枇宅 i9減〈点

洋紡 ｪ Ｃｴｩ ｾ 悲式合社建築 ［［ ｾ ｏ

J草木守主 1呆沼 j'c. 窓 ! 服飾磨 7ifi (i 市議|町三点I，t854 (日
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，[ ，工 務庖〉 。 カ

普通主主. I ljJ 員 ! 援 本 栄 一沼 A 堺 市 北 三 悶 ケ 氏!i! J 77

11¥ 本 政 君 宮 崎!I 孫児湯郡新田村( 第六r ，'fJ l ' l ' i怒・ 地 方 会 員

そ足音li 守口I'i ll tl H長所〕

越 留 変二日日清 新京特・jil) rI1im東 軍 司 令 郡 内 〈 関 東

軍司令官E経 理 郎 げ い 5 の 10)
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ｲＧＭ Ｇ ｩ［Ｇ ｾ ｾ Ｇ ｾ ぶ Ｍ ｌ つ
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小河正男; ¥q

ぽ 互 ニ 竺 ｾ WJJ l  

合 員
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化 製 工 業 株 式 合 社 内

二 宮 太 平 } i ・ 新京 待 別rli' J，同沼氏 j {i ピ II 架設

ｩ 即日夜株式合前士工務部位ｾｾｾｾｾ

平 111 f注 分、宗 1--Ujj l市 西 谷 間 停馬 町 2 の 19 株 式

千「批路木工務 ｩ｜Ｎｩ 百 ｾｾ｛ｽ［ｴ て Ｎ ｴｩ ，Ａ［内
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谷 川勝 三¥; [i沼 市中戸市iHい:;.1ぷ1玖・ 11¥lI f6の61う

れ. t，j・ 剛茅ｾＮ r
1
ti 富市 今i:1t 出::1-初日IJ よ4
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ムエ祉

普 j@ そそ 助 長

大 林 政; ' f ，糾戸市1本岡山 )-¥'11¥1
1
汀 3 'J 日loの 15

9 の 2
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郎

獄

諒

次

治

夫

男

士

ロ

清

夫

士

口

道

穂

郡

治

郎

雄

武

一

日

刊
静
寂

れ

正

墓

恒

忠

孝

善

積

甚

正

秀

治

慶

一

一

一

写

信

井

川

橋

関

東

万

回

一

勝
l

林

名

口

多

国

間

口

開

口

山

周

囲

愈

北

棚

政

伊

大

関

加

小

新

知

本

宮

村

森

森

山

被

士

口

和

続 続 幹 事 舎

司I

円本 建 築 協 曾 役 員 及 幹 事 ・委 員

斡

問

問

同

同

同

間

同

問

問

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

'fr 

都 市武幾促進幹事舎

: 也問

弁 ー卜 新 二

宮 岡 秀 穂

吉 岡 イ吉 武

浅 野 繁

伊 膝 正 女

梅 野 i仏 大 貫[1

境 正

清 水 署 長

瀧 邦

竹 内 佐 平 治

棚 橋 mi( 

塚 本 猛 次

内 疎 克

松 井 清 之 助

村 野 jfti 吾

森 ; 悶 慶 一

111 11 吾 郎

長

事与

十

E

h

-

-

4

4

任

幹

常

同

同

幹

間

同

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

同

Jll: 

:1'" 川 正 鰯

桐 ヌド 楠 持

久 保 田 穏 吉

泉 国 政

海 部 資 之 介

菅 際

奨 純

棚 橋 ｾ＠

玉 置 221 次 郎

塚 本 猛 攻 ;

中 鳥 宰 卒

中 両 六 郎

中 野 j順 次 郎

長 ， m 渚

野 中 駒 市

羽 原 徳 衛

花 輪 正 戊

坂 静 雄

政 岡 基 次

増 弁 敏 克

松 久 保 敬 三

三 浦 花

道 岡 泰 治 IHI

欠 野 義 夫

夜 中 一 文

建築材料陳列努幹事合

三

膏

一

J

、
司

i也 問

小 林

f漣 邦

2也弁幸次l ' i [1

北 垣 熊 之 介

桐 本 摘 す 住

鈴木金大: t i I i

ｧ ｜ｦ巾胤ｾ Tn 

保 問 源 三

松 久 保 敬 三

矢 問 域 政

事

"'" 品

車宇

幹 事 長

常任幹事

悶

也?

問

問

同

開!

悶

悶

悶

本

岡

山

間

川

問

川

問

問

同

問

問

川

問

川

内

川

同

同

問

問

田

川

悶

川

同

問

問

問

問

問

問

川

同

川

問

問

田

川

閉

問

問

川

閉

川

同

川

悶

川

問

川

曾

合長宅ｾＧＮ事 片岡 安

高IJ 合 長 同 今 林 彦 太郎

同 向 坂 静 雄

民 事 井l : . Iii;，';謀長

問 鈴 木 一 幸

=t ; ; 日常務 伊 藤 正 文

間 同 北 垣 熊之介

間 同 玉 置 蝉 次iill

同 間 三 浦 、 jど

同 問 獄 中 - J王

子 宮十 同 岩 尾 保 衛

問 同 桐 本 楠 総

同 同 久 保 同 種 音

編斡同亀井幸次 ｈｾ

間 同 北 川 正 縮

問 問 絢H ｾｬＭ ｦＮＡ［ｾ＠

同 同 政 間 基 次

関

人

役 員

件 『

吊 務

刑

法

合

浅 野 新

井 手 正 雄

伊 藤 武 夫

伊 藤 正 文

猪 瀬 幸 太 郎

飯 田 賢 次

石 井 春 雄

石 川 純 一 ml

今 林 彦 太 郎

岩 尾 保 衛

宇都宮 F長次郎

'J 、 管 徳 議

問本松太] ; i l(

1よ 問 主 主 之 助

片 附 安

勉 弁 幸 次 WI

11: 坦 熊 之 介

員E報言平

同

同

魚

寝評

問

問

問

同

同

同

同

同

同

同

同

同

悶

悶

同

同

'1 1 6  111 



石 i可 晃 太 郎

常 需 要 員 長

久 保 IT1 税 古

榊 弘 美

簡昔日 1if. 

玉置' f _ ｴ ，政手ｾ Ji[ t  

中 島 容 卒

同

日

同

同

悶

悶

悶

品

n

ト

札

if.i 

武信

法 制 委 員 会

阿

消

口

問

刊

河

村

山

森

士

ロ

問

問

削

同

3 i  

広3

災害強度委員舎

; 皮昔日圭

浅 野 新

興、岡 j正

浅 井 昔 日 m 

大 野 ・ 勝 三 郎

岡 田 撲

景 111 正 明

小 泉 昇

佐 キ ネ こ 後 期

菅 隣 一

関 部 泰 夫

竹 ; 往 来 春

長 尾 消

中 野 吉

後 1+1， 清

星 野

矢;

草E

設 備 委 員 合

新 名 磁 夫

石 井 春 t住

吉il 原 大 二 !ilt

伊i i 1; ' fJ Ji 

明 j毛 保 衛

大 保 存 入 fiit

1じ 川 圧 縮

丹 旅 定 雄

i，::j 1吉

ｊ ｬＭｾ＠

1:1 

委 員 長

幹 事

同

委

同

間

同

同

同

同

同

同

員

綱

枕

叫

維

誠

一

夫

S詑問

中

同

問

問

問

問

同

'i( 同

i也 関 谷 久 吉

玉 f定 型 次 } i l(

津 問 敏 雄

黒 岡 JJf. 

鳥 影 岩 次 郎

島 田 啓 太 郎

高 木 大 作

竹 中 最

卒井三 ｉｈｾ

卒 野 忠 雄

本 田 林 入

松 井 清 之 助

宮 脇 晴 美

村 岡 哲 男

籍 、 口 ; 脅

横 見 斡

池委 員 長

事

員

幹

同

同

委

問

問

問

同

同

同

同

同

同

同

同

同

舎 撃 手 幹 事 合

松 本 { 義 人

大 ト )1凶 三 郎

川 人 繁

北 垣 熊 之 介

篠 原 太 郎

幹 事 長

常任幹事

同

同

同

伊 丹 久 吉

池 田 宮 彦

池野ｾ JJl I  

石 井 春 雄

亀 井 幸 次 郎

桐 本 楠 雅

坂・口 正 雄

酒 井 勇 三 郎

鈴 木 忠 、 五 郎

高 松 平 太 郎

竹 中 銀

棚 橋

本

渡

波

諒

入

波

五

回

林

圭

義

田

浦

昔E

i丑

事幹

同

同

問

問

問

問

問

問

同

同

同

同

同

伺

同

激 化 委 員 合

倶楽昔日室幹事会

鈴 木 金 太 郎

高 坂 イ 吉 本: W( 

幹 事 長

常任幹事

郷 、口 甚 吉

火 ド W( 三 iill

委 員 長

幹 事

<1' 3手順衣l i I l

小 川 陽 吉

坂 本 啓

同 中 j(:.

純

正

基

春

梓

員

委 員 長

幹 事

同

雲

間

l司

同

同

員

治

戊

次

夫

総

内

閣

河

町

H

1

1

1

l

 

巽

花

政

宮

内

削

問

委

同

同

同

同

問

問

問

三 浦 1ど

*  ド 昌 二次

高 松 平 太 郎

両 i宰 b奈 生

村 井 設

事

同

幹

同

同

問

員委

井

口

間

同

同

材 料 委 員 会

1公 久 保 敬 三

木l l ! f 111 l ! 音対主

楠 淵 前t

委 員 長

キキ 司王

同

先

ｊＧｩ ｲｾ＠

敏

主

同

住 宅 委 員 合

石 川 純 一 以11
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委 員 長

手t 紛 失 - " "

背 111 清 j 六

1省 前 ( 幸 太 郎

ｾ＠委

同

同

都 市 計霊委員合

亀 井 幸 次 郎

針i 田 直

伊 nm 4C 泣

川 勝 健 三

宮 ( 崎 清

菅

中

新-_t  
弁委 員 長

幹 事

問

委

同

員

昨

陣

際

&¥;; 村

同

同

同



北 )11 正 樹

仰 木 Hli ff; 

久 保 問 積 古

新 名 種 夫

鈴 木 金 大 H l I

ｴｾｮ 布母 前，¥

玉ｾｾ峨衣 ｦｩｬｬ

1屈 口 法 7守

政 附 基 次

松 久 保 敬 三

三 浦 i't 

荻 '1
'

- x  

i反 j' 'f l') 辛 苦

問

問

問

問

同

向

日

同

同

同

問

問

問

伊 藤 正 文

今 林 彦 太 郎

It 填 熊 之 介

ii 雪 井 勇 三 郎

鈴 木 一 幸

坂 締 雌

井 ｬ 二 ｾｩ 面識

i也 間 賞

池 田 宮 彦

石 川 事II - ii i> 

岩 尾 保 衛

片 岡 安

亀 井 幸 次 郎

員

問

問

問

問

問

問

委

同

問

問

同

問

問

liY.i 問 孝 男

欠F f l ｾ，或成

伊 族 和I 夫

岩 尾 保 衛

北 1豆 熊 之 介

小 林 清

白 石 登 喜 男

'1' 野 順 次 郎

'1
1

村 源 太 郎

こ千六百年記念事業委員会

入儀

屯ij '

本松

ゾl'

毒手

委 員 長

幹 事

員

斡

問

委

問

問

問

同

同

同

一

;

設問
下

裁

日

μ
三

・

1

戸

「

づ

A

J

a

r

E

 五

-

ト

絞

示

小昭

木

昭 和 十 五 年 改 訂 第 十 版

戸、

μ  法物築建地千幸J市

版曾築 協本 建日

塗料 6 銭・- 定憤 6 5 銭

市

ぃ

山

文

書

本

堂

'
4
1
4

r

 

A

-

3

r

，

/

 

t

し

i
n

H

F

J

、
/

臼

刊

n

b

 

F

町
一

八

大阪市-IIJ I ¥T: 朝日ピル4階

日 本 建 築 協 舎 議 行
f反容口座大阪 39 975
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編 輯

後 記

。内容充筑. し1: 静間大火の1問責報告に mlJ する

待問携を逸平 t 合員諮震のおー手もとに怠るこ

とが rl' ，* 1この l主婦中it の衝に常るもの、 写 び で

める。 Ｑ 卸多 ｴｴ ｲ ＡＧ にも拘Ａ立乙Ｂｦ Ｇ 王稿主 ｾｮ｜｜ つ ＱＺ 諸

氏に深刻する。静問の大火に! i 多〈の誘悶が

みつ1: らうが季節風と 1瓦i:r¥皮と云ふ気象{ 保14

11 . 決定的な回子でめっ1: と忠ふ c 気象の技々

の生活に持してn・つ大きな意誌をこの Ji 面か

らL 我々は街感せしめられ 1: のである。

。天 気T虫干! Ft' めにら 1，もの、採に出ひ話にす

る人 L ゐるげれど1 ， 4，1.;: ;  Ｑ Ｚｴ ＱＧ ｾ ＭＢ よくあ ＭｪＺ る ｯ

(1) al  tごり )'$1官Eな Inf ormati on を L とにするの

fごかぺめの位はめにむなりりゃな f ，ft，o それ

でしもっと狭 ｌ 、阪城の待球な短い時間のぷｾ

ｾＮｩＡ ｈ 七の状況とな る主漁師など三 ｬ ｦ 常 に疋 ， Ｇｵ ・な ｩ 次

臨iをする ο こう云 J 、匂ー必も綜合すれば立i尽な

建 築 と 社 曾

第23刊 第 3 銃

lfm・ 50銭 ( 垂s;fJt 3銭〕

毎月 l 同 l 日 接 行 定 償 12却1]' 6 闘 ( ? 36銭 〕

昭 和 15年 2 月25日印刷 昭和 ＱＵｾ 三 Ｓ 月 ｬ 日泰行

霊安行 ・編 締 e戸 川 弘

印 刷I 人

大阪市 ｉ ｬｊｾ屯朝日ピル日本建築協省内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 枇

大阪市西民江戸組問主12 了 13 13幸岳地

俊 行 所 在 更 日 本 建 築 協 件

大阪市北Fb 中之烏 3 ノ 3 朝日ピル

電 話 長北 演 ( 23) 4501番 ( 9)

娠替口座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待 約n空交}. ! i 柳 々 堂 書 w

大 阪 市 西 区 京 町 堀 清 子 板 橋 商

電 話土佐 堀 2 4 4 0番

娠 密 口座大 阪2084番

禁 鴇 毅

本部見に掲載せるものは、 一切これを無断にて

略戦し叉は単行本 lこ上梓その他 の複製行絡を

な すこ と分捺す' 0

、 ｾ 、ｾ 、 ｆ 日ｾ ｾ、

利。皐になるのではないか知う o 我閣の様な特

殊 な 地l成でしかもこう云ム短J羽の糸魚鎚化に

鋭敏ならゲる ＰｴｾＱＺ ない Ｑ 向。民力Ｚ倣十代に育って

寄背負しに訳出を一つの科家" こ土で結川，; : ; ぜる

ことヵ ＺＺｐｉｾ ｾ ぬものか ο 天叙放幸 ＡｕＺ 玉 音へ ｌｦ 持 ＱＱ

のめ三土しの天気の話も結構であるが、昨 年

の更の I1 照りでゐる主かこのそのf : F j の少ない

こと、か去ふもっと長: ' ，/ 、期間に百る系粂の鮮

味 Ｑ ＢＱ ー に 附 する ￭Ｇ￭Ｚ 報が ｮｾＪ る様Ｚこなれば 、 漁業

でないしっと他の淫君主ーにし捻のゐることお iY

1: ¥"し いも のがゐ" ，う o Lっともこう云ふ問

題 を えでとりトげるには今の科皐の根 11. めま

りにも浅すぎるかし州lれん。しかし力法がな

いと L 限 ペな L 、。 大風の吹く年には烏が広い

Ｋ主に誕ｾ｣Ｑ ｪ ， "，な いと去J 、千;;jtな、 1l!f'1"1のl l !M勿の

本， ｩ セ的な叙 上 ＿の ｲＡ ，にゐる ｾｊｾ 引を Ｗ こ， ＱＱ ，'，の l助物

の生活の制察点、ｾ， Ｑ ｾＺ ると云ふ絞なとこ ろ に で

L こう云ふ問題をさしあれってとく鈍はな い

しのかr. 1，') などと考へる。な〈なつに苛' 問惇

士lエ地 震の務牛，i::ft!.. 伎の相応lの惚なこと土で

比君、して研究ぜられれものである白( 棚橋記〉

庚 告 掲 載 料 金

普 滋 I 1 頁 I 1 回 I 15，00 

普 主主 l 弘 頁 I 1 回 I 8，00  

普 叩 1Jι 三ι 竺_I_ 4竺L

九 ［社側Ｉ 遁 ｼ 二王 Ｑ ｾ Ｑ｟ Ｔ 日 ｌ

基山直 ｼ 二 ｾ ｉ ｾ ｟ｉ二 竺 ｌ
ご丘二 ｊｊＺ Ｍ ｼ 一 三ｾ Ｑ｟ ｾ ｟ ｾ ｟ｊ ｟｟ Ｒ 日 ｌ
表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60，00 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45，00 

表 紙 4 I  1 夏 I 1 回 I 80，00 

建築基f務所鍛い川 l 悶 I 1，50  

〈磁策関係制案内) I  1 欄 I  1 回 I  5，00 

股告抱殺御申込は本舎へ直接願ひます。

本誌購説御をI : 文はすべて前金で本合直接叉

lま株約} 苫へ、振替貯金叉 l立錫替で御扮込を

願ひます。郵券代用 lま一割晴、代金引換は

お断り致します。
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恒明 暗 暢伺曹司ＧＢＧＢ帽間切 ｾｩ •• ，; . " 司- 眺 圃 薗 鴨 鰻 帽 岡 駅 婦 . 脈 - ・. . . " 鴨 居 ・ _ ; m 骨 明 . . .， r凋. . .  田岡田・・・・・圃

一 一一 一 一 一 一 一一 『一 一 一 一一 一 一一 一 一 一 一 一 一一 一

大震度都市計翠鞠米地麗関ｾ頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地障が康範囲に渉

って追加指示されましたに就いて、同防火地面.園を突の通

り賓費に て頒布しますから御入用 の方は至急お申込下さ い

大阪都市計書防火地区圏( 二議分ノー ) 1 部

@寅 費 1 5 銭 ( 外に定料 3 鏡)

@ 選 金 方 法 抵 替 ( 媛替口座大阪39975)

ｅ 圃圃ｄＭ･Ｋ骨ｾ・掴田・ー

内 務 省 告 示

大阪都市計- 輩防火地区迫力H嬰更ノ 件

昭和十年十月二十八 日 開 議 議 事 第 一 一 九 蹴 第 六O 四

内 務 省 告 示 第 百 八 十 八 鵠

大正十二年七月 十三 日内務省告示第二百二十七蹴大阪都市計主主防火地阪迫力H健更ノ 件

昭和十 一年四月四日内閲ノ認可ヲ受ケ昭和十ー・年四月 二十九日ヨリ 乏 ヲ締行ス共ノ係

闘問問ハ大阪府脱及大阪市役所ニ備へ置キ従覚ニ供ス

昭 和 十 一 年 四 丹 九 日

申 込 所

祉 関

法 人

内 務 大 臣

日 本

潮 惑 之 輔

建 築 iあ

一 一 一 一 一一一 一 一 一 一一
周回園周踊ー ー 白司d 且 . . . . .  略 d 同逼" " " " " 百Eお 忌 - 胃F ・・・・凶岨凶- ・岡必濁R ・ - 圃 ーー ・胃祖国 ー一司一一- _ ・・・・
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木 造 建 築 統 制 規 則 の 議 令 に 際 し て

チ|ニ 上 新

木造建物建築統制規則が去る 11月13 日から賓施される様になり相苗木造建物 lこilt iJ 限を )JII

えられる事にな b ましにが、一臆その主旨目的はどういよ、鹿にあるのでせうか。之は必すも

しも隊ｼ内に木材又は建築資材が行き詰って不自 ｲ Ｎｬｾになって氷＿こ需に渡せられにのにと極言

する事は 1+'， 京ないのであ b ます、11M々 の保文に閲する詳細の勤liに就いては玉世波仰が御説

明する事と思ひますので私は此規則 が褒せられましに主宵に就L、て御説明致し皮い句と思 ひ

ます。

つまり現在の我閣は何と云つでも平常と呉って戦争をしてゐるのであります。出の 向』、

の支那大陸では! 到しい戦闘をやってゐる一一闘を搭げての非常時なのであります。どから

して此戦争の目的を明瞭に認識して、新庶民建設と云」、岡家的大使命を遂行すると云五、一

一そ う 云 ｩ 、 心構え ｻ･ ｬｻ［ｾ Ｎ に生前意識に持＿こなりればならない時なのであります。でありえす

から，包: を要せぬものとか叉は不必要な方面に材料を油資する事は、恨令資材がj'l 河内; であっ

ても差し控えてもらひ度いばか bでなし出来ればそんな方面に使nJする資材は一切を? 述

服して貰ひ度い位なのであります。 ｦ ごから或る程度不必要な泊費ｾ統 Ｑ Ｑ ｊｩｬ 、 Ａｬｩ Ｑｊ 限して 、 魁築資

材ーを現下の尤も緊迫しに方! 古{ に仮向けると 言ふのが此の規則の目的とする践でゐります。

さて確保され? こ或程度の資材ーは、 それでは如何なる方而に向げられるかと rl. J しますし i出

地及び銃後の生産繍充は ｲ ｬ ｾ す迄もありませんが 、 おこに重要な銃後の Ｙｈ 寿者向のノ ｪ 、住宅共

同住宅( アパ ー ト) 及び寄宿合の建設に振向りられるのであります。之は厚生行が大いに

ブ ｊ 鼎を入れて鋭意努力ｾ綴りてゐる黙でありますが 、 統ＡｬｩＱ｝に依って除俗の ｈｾ ， Ｑ こ資材を銃後

産業戦士1: の「生u の問題を解決する需に提供しゃうと云よ、駄にその霊賠がめるのでありま

す。その震には大邸宅、判.l:1l¥胃、劇場等の建築は制度・のH i IJ 限を覚悟して賞はねばならない

のであります。そめ (そり掠務者向のものはむ しろどんどん建築 しでもよろし い と云ふ訴で

制はば建築ぞ奨糊すると云ム事になってゐるのでゐります。

それでは何故労務者向さのものなら首局が奨糊するかと 言ふ し そ れ は 只 i誌に労務替が

銃後の産業鞍τLーであり 、閣の今一つの生命であるからと去よ、ばかりでなく 、労務者の住宅

の現I1たが組めて劣惑な鷺に各加の楚ょ、べき問題が惹起きれ、|或践的にみて等閑に附せられ

ない霊大事であるからであります。即ち、出務者の住宅保1'i' の現!U，はその大部分が: J e 分な

下宿なり 、 宿舎の設備がないＱＮｾめに Ｖ 皇の部屋を Ｔ Ｍ Ｕ 人で貸りてゐるとか 、 避し い のにな

ると8 挫の部屋を 13人で貸 b て作ん でゐる と言ふ j伏態なのであ ります。然も府内の電紙J ! ( t

1リj は劣悪な僚N:のまま放置されて居 れ その上、過度の成持や不規則 な生活I1火態等の思保



干 ｉ ｾ が原因となり生産主力蹴充の重 Ｎ大なる責 任を措って居る うう説 Ｍ ｸＭ の開 Ｈ Ｂが次第 ｬ こ低 下 しつつ

あると云五、事態を招米し? このであります。そこで厚生行は此の| 問題の重要性 lこ( 踏み、之れ

が解決に 向って大々的に乗り1 : 11して京? このであります。話のついでに、此の問題へ若干附

り加へますならば、労務者- の90.%が澗身背で且つ農村 1:1' ，の背年である |羽{系から者I¥f i ' の生前

に 染む に従 ひ美食から高 ｌ 食 、 高 ｌ Ｚ￭支から［面食に ｬ 呼 ｩｾ 、 工 ｛ つ ｾＦｆＮ ＺｊＩｾ の快楽ｾｩＮ邑ひ求める事に依っ

て、果ては花柳病に犯されると云五、平凡な過程そ辿る ?)'H弱者が大部分でありまして、充分

な休養が取れな い ことから弐第に髄1立を低下させる傾きが多いのであります。最近特に重

要工場に猷到 ｪ 者が地力 ＱＱ する傾向が顕著になりつつあるのは此 ｾ ｈｾ 如質に物語るものとして

大いじ注目 tこfi立するのであると忠ふのであ b ます。かく の如〈持務者の誼1立が低下し、欧

到 ｉｦ ＿ｦが ｉ 捻 ［Ｑ ｭ すれば 、 生産能率に匙 ［ｾｾＰ 響を及ぼすのは首然なのであり土す。然も之は能ょ 、 限

b一 日も-7 - ・〈改善しなりればならない 111 々しい問題であるのは rl lす士でもありません。そ

こ で厚生省ではその原因の究 ｉ ｬｊ ｪ に努力しに結果 、 結局 、 此ｼ問題は 、 労務 Ｑ 討に快 ｩｩｬｩ な生 ｉｾ 宅を

興えて 、 悪因の依って来る根源のー帰に済力しなければ｟ｾｾｉ｜ ri であると 云ふこと に策が付い

にのでありま す。即ち此滋に非常時が粛しだところ のノj 、住宅問題の重要性があると共に、

それは叉依って持って此統11i I J 規則の質結に大いに期利ーされてよいものがあると言はねばな

りません。

でありますから直接此の問題に接間します各 fなにおかれましては充分な御加併と御協力

によって 、 建築 ｾｈｾｾｾ ｉ の賞ｾ恕＼Ｇベ〈生産郷元Ｚへの拍車に歩 ［ｾｉＩｾ を＿揃へますことをお・閉ひする

次第であります。 肯ilt ' ! t 院大F!{!仔正lHi ' i 課長

2  

昭 和 十 五 年 改 訂 第 十 版

昭 和 十 五 年 三 月 下 旬 強 行

本 探 ・ 菊 裁 判

市 街 地 建 築 物 法 令

日 本 建 築 協 曾 議 行

日 本 建 築 協 曾 版

・定慣 6 5 銭 塗料 6 銭・

大阪市-IG民 将 11 ピノレ41借 | メ ｌ ｾＰ Ｚ 本文 ｉι
| 紫 J ))IJ
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木 造 建 物 建 築 統 制 規 則 に 就 て

玉 置 豊 失 郎

では、これから木造建物建努Wdl ilj 規則の内容を御説IIJ] Ｑ ｾ Ｑ Ｇｬし上げることに致しませう。

先づ第一慌の前半を讃みます。

第 一 保 木造建物( 以下建物ト稽ス〉ニシテ左/ 各蹴ノーニ該首スルモノヲ新築セント

スル者ハ地方長宵Ｈ東京 Ｑｉ ＺＮｪＭ ニＺＨｲＺリテハ笹 ｩｩｩｊ ｩｴｩ 忠弘主以下同ジＩノ許可ヲｾ Ｎ クベシ

( ー) 農業( 養蟹業ヲ含ム〕林業高産業叉ノ、' ( ，( ( ¥業ヲ骨ム者/ ' 業務及居住ノf J J ニ併セ fJbス

J レ建物ニシテ純床面積 160 平方米 (48. 4坪) ヲ超ユルモノ

( 二) 前披ニ掲クツレmニfJbセザル建物ニシテ綿床而街100子方米( 30. 25t n ヲ超ユルモ

ノ

此鹿ではこの 1蹴2披の種類の建物を建てやうとする時には地方長7守の許可を受けなげれ

ばならないといふこ k が 規定 さ れ て ゐ ま す 。 こ の 許 可 の問題は市街地控訴f. f 勿法による通

常の手績とは非常に趣きを異にしてゐる のであ b ます。市街地建築物法による手紙は認可

手続若くは周出手続でありまして、J i i : i I : Hと云ふのは自分がやらうとすることを1 [ 1 ] 1: 1' . さへす

ればよい 、認可といよ、のは、規則通 bの設計ーをしてそれが規則に介ふてゐるか否かを認め

て貰ふ、それが規J 1 I JI こ合ふてゐるとし、ふことを認めて賞へれば) j f(WJ t して建てることの出

来るもので: : ｾＮいます。ところが許可といふものは元来建築すべからさＧるものなのであり

ます。それを建築することの IH氷る や うに許して貰ふ左いふ ことであります。にから建築

するといふ のが寧ろ 例外で あ りまして原則は建築 禁 11ーで あ ります 。ですから l 蹴 2 慌に書

いであるやうな建物は向後建築出来ないが特殊な場合に限って手慨をするならば建築する

こ左右＿許して 貰ょ 、こ ｫ があるかも ｾ ｉ 吋 らな いといよ、 のであ ります 。 ＿ご から こ の意味は今まで

の市街地建築物法の千続 u主ふのであ ぜるといふことを念頭に置いて頂き fこいのでありま

す。それではどういふ種類のものが通常建てる こ とが出来ないの であるかと中しますと、

農業( 護軍業を合む) 林業、高産業又は漁業を' 昔む者の業務及ひ' 居住の灯j に併せ供する建

物であって綿床面杭 160平方米を超える建築は出来ないのであります。それからそれ以外

の月j j主に供する建物であって 100平方米を超えるものも建築出来ないのであります。

先つr農 業HJ の方から 11唱しますと、業務及居{ t の刑に併せ供する建物と 云 i 、文J， iJ が御座い

ますが これは一一一千[:宅の ・部分 lこ作業場があり 、或は農藤物を牧容する納屋がめり、或は

百年1 : の家のやうに斗ーを入れるノj 、屋があるといつにやうなものであればそれ等の附属建物と

ｻｊ Ｚｾ交 とを合せて Ｑ Ｖ Ｐ 平方米まで控てることがＱＺＨ Ｇ， ボます。しかしながら川合でも庄屋さんの

家な ど で 、 そのＱＧｩｾ犀さんの農業 ｭ に供する建物が 別 の場 所にあるといふことになれば業務

及び居住の JIJ に併せ供するものでなく居住のHJ 1ごりに供する建物でありますからこの中に

3  



は入りまぜん。ま f二、問舎で出IJ 業に符の隣諸の製造営やってゐる、こ の際建物が雌誌の製

迭をやる 主ころにりであ ればこれは業務及居住の川 にfnせfJl: するものでな〈業務? ごりに供

する建物であ b ますから、それはこ の中に入らない のであ b ます。農業別 等の業務 t 居位

に併せ供する建物に限って、 160 平方米まで建築することが出来ます。 fごからして それ以

外のものは綿、て 2 蹴にな b まして、街の商! おであ b ますとか、 或は工場であ りますとか、

山で木を伐って来て その木を材木 に仕上げる作業場であ h ますとか、そういっ fこものは綿

て 100 平方米までしか建築出来ません、fこY 全部が全部建築禁 止といふこ主にはならな い

のでありまして、 若干のものに釣しては許可を興へられること lこなってゐます。それらの

許可方針につきましては後程一括して御説明申上. げることに致します。

「前項ノ規定ハ商工大匝ノ指定ス J レ建物ニ付テハ之 ヲ旭川セ ズ イR シ建物 ノ組、| 末断的 100

平 方米ヲ超そ J レ場合ニ在リ テハ共 ノ建築 主ハ 工事若手首首都 3 係 筋 1 : r 頁各蹴ニ描クボル事工頁ヲ

記載シグル届筈ヲ地方長宵ニ提出スペシ 」

先程井上課長からお話がありましにf f i 1 1 : J ，今回のこの統flilJ 規則の 目的は全部の建築を抑

へようといふのでなしに、この時局柄急Ｚｾ要する建物 ￨ ｾ 必要 しない建物とありますから

急: を要する建物に向って、 建築資材を念を要しない建物から廻そうといふ建前J でありま

す。ですから念を要する建物 lこ劃しては今巾しましにや うに 祭止はおろか、寧ろ奨帥さる

べきであ ります。 fごか らそういよ、種類の建物は原則 として許可営受げなくてもよいのであ

りまして 、 それが今読みましに「前項ノ規定ハ商工大臣ノ指定スル建物ニ イ ｾ ｊ テハ 之ヲ油 ｭ

セズ」であります。つまり誌で指定される の は 純括的に時局柄急を要する建物であ b ま

す。 fごからこの統制規則れ、ふものは文字通 1) 統制であ b まして建築資材の侠ひ分げをす

るこ主が目的でありまし、て iょとして、 一般の業界をとっちめゃうとか、 j拝めゃうとか、沈滞

せしめゃうとかいふことになってゐな いのであります。で、こ の指定の中には序に常識的

に考へてわき' わぎ許可を受りるまでもな いでは ないかと い ふ の も 一 緒 に 指 定 さ れ て居ま

す。その指定色申しますのは

商工省告示第 Ｓ げ枕木浩建物建築統制規則 ｕｾ 1  係un項ノ規定ニヨ リ許可ヲ要セザル建

物ノ種類左ノf f i 1 リ指定シ昭和 14年 11月13 日ヨリ之ヲ施行ス

昭和 14年 11月8日

尚工大臣 伍 堂 点 機

( 一〉一時ノ肘ニ供スル建物

極〈短期!日Jtごり 使nJ する建物は殊更に許可を受げなくてもよいといふのでありますがそ

の一時のml こ供する建物はどうい ふ ものであるかは後程一括御説明申上げます。

( 二) 左ニ掲グル事業ノ川 ニ供スル作業場、事 務所、 掠務計 月H: Iτ宅 ( 共同行i令 ヲ合ム)

及共ノ附属建物

( イ〉探鍬業並ニ 金属製鯨業及製餓業
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ＨロＩ粧合金ノｾｾ浩 業

( ハ〉工作機械r . 器九叉ハ阿部分品苅ハ向附) I ; よ! 日ノ! 民出業

( ニ) 兵繰叉ハ阿部分品若クハ同附属品ノ製造業

〈ホ) 石油精製業及人法石油叉ハ代月Ji夜惜燃料ノ製油業

( へ〉石油輸入業

こ〉に 醤: いである のは最も時局の要求する稲類の建築物でありまして 、かういよ、 lW，¥なも

のに向付て建築資材を廻はそうと いふことになってゐます。

( 三) 法令ノ規定ニ依リ設立セラレタル組合共ノ他 ノ闘関ノ共同施設ノ 川 ニiJI，スル建物

こ の法令の規定｜Ｚｻｻｾ l ) 設立せられに組合は踊ん禅山あります。例へばi . ( ( c;H 日合でーあると

か 、 ｾ剰整瓜 Ｑ 組合といつにやうなものでありまして、これらの共同施設その他の閤踏の共

同胞設の月J l こ供する建物はこれは周出fごりでよいどんどん建 て〉ょいと し、 ふことになって

ゐま す。 共の他 の闘鵠といふのはどういふものであるかと rlJ します主 、時 (:i 日千? であるとか

此頃 あ ります警防固とかをいふのでありまして、そうしにもの〉物置或は事務所- といつに

ものはどんどん建て、ょいといふことじなります。

( 四〉建築ニ付キ剛叉ハ道府j際ノ制助金又ハ奨助金ノ交付ヲ交クル建物これは和類はあ

まりありません。よく仔| 合の停車場の傍の農業合r . lf 穀物合r. IU: いつにもの、水産組合の納

屋 といっ fこも のは降! の柿U) J 或は附将の有I i 肋で建て、居りますが、 そういふものは建てても

よいといふのであります。

で、今規則の第一僚に師りまして、今巾 j てげにやうな部類の建物は許可の手簡が要らな

い、しかしながら、そうし 、ふ臨類の建物であっても納判断的 100 平方米を超えに場合はそ

の建築主は届出て貰ふといふことじなってゐるのであります。この締床面前といふことに

ついて御説明巾上げますが、こ れは建物 }J q 棟であります場合は、 その 1棟ヵ; 2附建とする

しl Wrの商f I t と 2附の而杭と イJf ・せにものがつまり l棟の延坪J必床商杭でゐります。叉建物

が 2 棟 あ ります場合その各棟の延坪を合計しにものが総保間的です、ですから工場などで

は門街の建物、工場の事務所の建物、工場の作業拐の建物、工場の物置、工場のトラック

の置壌といふもの〉 一切合 切の延坪の合計が締l何回1 } i といふこと になるのでありま寸。

第 ＲＱＱ 儀所 ｊＱｾ 第 ｬ 項各蹴 パ ニ設省ス ｊ レ建物ヲ榊築Ｈ改築又ハ柿造ノ箆史ニ依リ府間 ｛ 的ヲ

精力Hスル場合ヲモ合ム以下向ジ〉セントス ル者叉ハ府築ニ依 リ前保U W頁各蹴ノ l ニ技首ス

ル建物ト濡サントスル者ハ地方長官・ノ許可ヲ受クベシ，jii11隊第 1)頁各琉ノ l ニ詫首スノレ建物ニ

付同f隊第 l項各競パニ規定スル総床雨前ヲ超ユ J レ改築ヲ鴛サン トス ル者亦同ジ

これは少し1IJB目ijt し、答: 方 iこなってゐますが、かし、つまんで巾しますと 、誌には三つのこ

とが筈かれてゐる のであ ります。前係筋 ]l 頁各蹴の l にi守山; する建物即ち農業m建物である

ならば160平方米共他の建物 であるならば100平方米を既に超過して居る建物この建物 tこ克
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に幾坪かを峨築しゃう之いふ のが一つの場合、叉は1曾築により前f隊第 1 Ｉ頁各ｾ仁枝賞する

建物主なさんとするのが Ｒ の場合 、 古 ￭ｪ 係筋 ｬ 頃各批の ｉ ｬ こ設 Ｇ￬ｾ［ する建物 ｴ こ ＱＺ ｊ 同僚出 Ｑ J寅千平

蹴の Ｑ に規定する綿 床 ｦｦｩ 可 ｦｦｩｾ 超ゆる改築をなさんと寸るのが Ｓ の ｴｴＱｩｴ であります。この Ｓ つ

の場合は第 ｬ 僚同様 の許可を受げなければなりません。それで卸 Ｑ 蒋 Ｚｦ ｬ の ｲ ｬ ｩ￭ ｪＱ ｾ ｩ［ｪＧｾ 1  項各蹴

ノ l ニ該首ス J レ建物ヲ増築セン トスルモノ」は町合家であるならば現在総床商砧が既に 1

60平方米を超え てゐる場合、或は街であるならば工場や住宅で既 lこその総床商儲ヵ; 100 平

方米を超えてゐる建物、 その建物 に釘して何等かのJ .ti 築をしゃうといよ、場合をいふのであ

b ます。で、現在綿床面前が 100 平方米を超えてをります生1 : 宅は物置と鮒も風呂場と列lーも

増築することが出来ないの? ごといふこと lこなります。現在銃lこ100 平方米を超泊してゐる

工場ではもう作業場の増築が出来ないのにといよ、意味なのであります。 それか ら二千件円 の

「地築ニヨリ各競 パ ニ該首ス) 1 - 建物トナサントスノL 有」これは現在ある建物は 100平方米

以下であるが、今度地築すると 100 千方米を超過す る建物になるといふ場合、例へば今あ

る建物は80平方米であるが そこへもってい って 30平方米を噌築しますとそれは 110平方米

になります。そうすると 100 平方米を超過すること になりますから 、 そう いふやうな普請

をするのじは許可を受げねばなりません。 言ひ 換へれば そう し、よ 、風な橋事長は一般 に は ｉｈ ｾＨ

ないと いふことになります。! : fc3 帯同 の「前f隊第 l項 各 蹴 パ ニ技官; スル建物ニ付 キ同僚部

l 項各蹴 パ ニ 規定スル綿床間f Uヲ超ユ J レ改築ヲナサントスル干す」これは現布ゐります位物J

が 既に ＱＰＰ 平方 米 を超過 して ゐる 、例 へば ＵＰＰ 平方米の工場がありまして 、 その ＵＰＰ ｪ ｬ ｾ 方米

の純床間fj 't のうち 100 平方米以上 を改築しゃうとするのであれば、 それは許可を交げなけ

ればならないといふ のであります。ですから 、現ずf: 500 平方米 の工場のうちで90平方米fご

り改築しゃうとする場合には特にこの木浩建物建築統ililL成Jl I Jの許可の千簡を経な 〈てもい

いそれは首然出米る のにとい ふこと lこなるのであ b ます。この節 2 僚の今説明致しましに

ところは、 それ以外 iこ師詩が出来な いでもな いのでありまして、いろいろこれは物識を制

してゐる のでありますが、 14j 工省の御意向を私がjj ' ( i じめましに i時は、今、布、が皆fl l : オゴ;活 rjl

上げに や うな j秤諜 になって居 ります。

前項ノ規定ハ前保tn二項ノ陪j 工大匝ノ指定スル建物ニ付テハ之ヲ泊 J IJ セズ但シ細川え{ 白if' /i

100平方米 ヲ超ユル建物ヲ精築セントスル場合、地築ニ {火リ総. ! }ぷI師杭 100平方米 ヲ超ユル挫

物 ト箆サン トスル場合又ハ純床商前 100 平方米ヲ超ユル改築ヲ n サン トスノL 場合ニゼ1: リテ

ハ共ノ建 築主 ハ工 事若手古 ￭ｉ ｾ ｾ ＴＱ Ｑ康弘 ￭ｾ 1  ) 賞各蹴ニ摘グル事項ヲ記iほシタルj白書ヲ J 也ブJ 長 '1':' ニ

提出スベシ

これは、先程申しまし七時局柄君事ろ建築して欲し い建物が柏築改築し Tこい といよ、場合に

は規定の商磁を超過しにものに限って周出手続そして] 貰きにし fこY これはMIJI1r:: けでよ

いのであって、建て〉ょ い といふ指令を持 fこなくてもい〉といふことになってゐます。今

度の規 則に は四つの ｗ ｩｊ 脱があるので御座いますが その ｾ ｉ Ｎ ｉ 第 ｼ 僚が都 Ｑ U) ili1J限でありまし て今
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の5112僚 は負刀森 田の制限で あ ります が、1!;I)限の第 3 存 !司は筋 811阪であります。

第 811保 地 方長 ｮ ・抗 Ｑ ＱＱ 像第 ｼ 項 ｾｩｾＲＱ ，Ｊ第ｩｊ頁第 ＵＱＱ 床又ハｩ［ ｍＱＱ 長ノ［ｩＡ ｦ 可ヲＱＮｦＦス場台ニ於テハ建物

ノ:新築、i曾柴又ハ改築ニ{ 史}IJ ‘ ン得; 1 - 物資ノ前頼、寸 法、!政jft 叉ハ伎; 主ヲ指定ス J レコ トヲ得

これは? こ Y 建物 金建て〉は いかん或は許可を交りなければいかんといふ? ごりではな いの

でありまして、 今建築資材が非常 lこ初j¥底してゐますから 、{限令それが建て、よ い建物であ

りましでも それを建築する場合には極力建築資材ーの有効な使J I ] 若くは建築資材ーの節約れ、

ふ ことをし て頂?ごく といふ主旨 lこm成ってゐるのであ b ます。それで資材の i li にあり ます

欣況 を見分げます。そ して仮令建築を許可される建物でありましでも 、今日或る資材 を他

に確 保す る必要が起 b ましに場合にはその資材を使月j することを控えて貰って 、他の資材

で我 慢 して貰はねばねばならな い ことがあり 得るとも 、ふ評でゐります。そこで指定し得る

物資の鱈類 とい よ、のは現花どう いふやうなものが考へられてゐるかと L、ふことじっき まし

ては後程まに 一括御説 明巾上 げます。次に こ の規 ｊｬｉＩ ＱＩ第 Ｔ 番目の ｩｬ ｩｉｊ 自 主 と ｲｬ Ｑ しますのはお ￭ ｾ 1  0  

Ｑｾ であります 。

第 1011阪 本則 ニ依リ許可ヲ受ケ建物ヲ新築噌築叉ハ改築シタルスー( 首設建物ノ承継人ヲ

合 ム〉ハ共ノ 工事竣工後一年以内'品・設建物ヲ許可 rt; 請書ニ記11主シグ)L. JIJ j全以外ノ m注ニ使

用ス ノL コト ヲ得ズ但シ地方長' 斤ノ許可 ヲ交 ケタル場合ハ此ノ限 リニぜ1: ラズ

今 巾｟Ａ Ｍ Ｎげましに如く 、 ィｾ［ｾ ｾ 建築物を抑［ｪ ［ ｉ｝ しまして急を 要 する建物に資材を姐さうと云ふ

建前に なっ て居るのでありま すが、建築します時 l二，むを要する建物である主いって建築し

て世い て 、直 ぐ 後でＮ ｾ Ｚ を要 し ない 旧 ［主のものに 、 建物を使ひ桜へゃうとするのがありま

す。例へば最近いろんな資材統II;1J園館が/ 1.¥米ますが、 それらの統ili lJ 国l龍之〉事務所は後配中

上ます通 り許可されることになってゐます。 所が最初統i ¥i 1J 医i臨み事務所ーに といふ風 lこし て

建て 〉 おいて、 ゐ主から統 ｪｬ ｩｉｊ ｬ 週日告を迫っぽり 出 して 個 人の尚 ｊ ｾｩ の ｈ ｊ に供すると い つ に やう

なこと は許可されに主旨 lこ反することになりますから 、 そういふ建物の月j j主位更は主l! 築後

一年 間 認めな い、 一年経てばもう己むを得ないが 、 さしづめ一年 ＱＱＱ ｝ は許可ｾ受げに主旨に

反する建 物の ｭ 注 ｬ こ 鐙更しては い りない左いよ、詩であります。 ｈ［ ｉｊ 限事項は以 ー ｉ ｾ 4 ケ僚で終

りでありますが次 i二部 11僚を御説明 巾_! - . げます。

第 いf阪 本則 ニ於テ ハ附属建物ハ之ヲ主タル建物ノ 一部ト見倣ス

本則ニ於テ純{ : t 断獄トハ長屋ニイr: リテハ各戸ニ 付算定シタルモノヲ謂フ

前牛は先程御説 明中上げ?こので御座いますが、工場の主瞳は作業場であります。その作

業場 lこ附属しまし て物 置或は門 術品i J:i)j- といつにやうな附属建物が敷地内 にある場合はそれ

等の附 属建物 は主?こる建物の一部と 見ゃうと云ふのであります。つまりどう いふことかと

申します色、 敷 地内 の幾棟もの建物は純指して統ｬｊ ｲ 商ｦｊＧｦｾ計 ｨ 、抗 111康弘( ). 2僚の坪数の僻

鰐はこの純床 商 肢 を恭準にし ゃ うとい 」、官味合であります。

第 2 項目 の「本則 ニ於テ総床間憤トハ長屋ニ布リテハ各戸ニ 付算定 シタルモノヲ訊フ」
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これは住宅難を緩和するに めに 小佐宅を建築すること は目下の急: 務であります。開西は長

屋が非常に多いとこ ろで綿j衣i面的金計- るの lこ前じり様な計りソ' J { f しますと、大{ 去のi毛庄は 引

掛ってしまひます。そうすると ItMI習で:長屋建築が/ J l ｾｉｩないといふことになるので、 それで

は主主々 住宅tm底を招致することになりますから、長屋の場合は長屋全盟の延坪を? 見ないで

一戸 々々をもって計らうと云ふ のであります。勿論長屋の一戸を 100 平方米と いふこ C ¥こ

しますと現在ある l 長屋の標準から見れば大き過ぎるのでありますが、恨りに 長屋の一戸

が 100平方米である主しにならばこの解陣でゆ〈と 5 戸建の場合 lこは500平方米まで建てら

れると いふことじなります。

制限事項と致しまして は、以上. 巾上げに 4 つfごりで ご5 いまして、こ のHi IJ限が履行され

るのを見とどける矯めに、夫々手績をして] 頁きに〈といふことになります。その手続とし

てはこの制限を超過してゐる建物の新築をする場合は許可巾請をなし 、:l i lj 限 を超過してゐ

る建築の精築、改築そする場合にも許可 ｦｾ 請の手績をして頂きます。ぞれから新築、府 築

改築の許可を受げられTこ後に工事竣工までにその模様控へをし Tこい、つまり設計 の内を鐙

容更し fこい主い」、場合には叉許可申請をして頂きます。これらのことは従前から行はれて

ゐる市街地建禦物法の手続と似て居ります。それから叉時局柄寧ろ建て 、欲しい建築物の

場合にはこれは新築の場合或は柑築改築の場合向れも l白tHて頂きます。その内容そ 鎚更す

る場合にも矢張り届出て頂fこくといよ、手続 iこなってゐます。ぞれから間取_ I - . りましに場合

や、工事を 中止する場合 lこも j百1.1"，ます。向市街地建禦物法の油用は大鰭市街地に限定され

て居りますが、この規則は日本金問悉 < Iこ適用されるのでありますから、手績については

市街地建築物法 の施行医威内 において は先づ大緯問題な いのでありますが、 その広域外の

ものも今後は新に手簡しなければならないといふこと lこなってゐるからその則御了承聞ひ

? こいのであります。それから叉、許可を受げて一年以内に用途を鎚へゃう とする場合はこ

れは原則として出来ないのでありますが、どうしでも 鑓へなりればならぬ事怖が起つ f こ場

合は矢張り許可申請をして頂きます。許可になるかならぬか判らないのでありますが、 そ

の手績をし て頂? こくとい よ、ことになってゐます。それから先に rl . l しまし? こやうじ建築資材

の 制限といふことがあります ので 、今 度の手績の ｾ ＱＱＱＺ は建築資材の種類或は寸法 、 数百 ｴ と

いよ、 や うなものを書 いて頂ピ〈ことになってゐるのであります。なほ瓦j析にの電気Tごの水

道といふやうなもの〉供給を受りる場合にもその供給をどこから受りるか、まあ大阪 の ｾ ｮ

き場合は市内の中心であつにならば電筑は電気畏から供給されてゐるからそれを寄りばよ

いが、或は大同電力 で あるならば大同電力 、 日本護送電 fごつにならば日本護送電 と い ふ

や うなことも 書 いて頂かねばな らぬこと lこなってゐます。 I ! J 析なれば大阪 J [ : J 11i 或は何々

瓦j析といふ事を書 いて頂Tごく 事 lこなってゐま す。ぞれらの目的については後程お話しま

す。

その次は、如何なる脆類のものか然らば許可になるかといよ、許可標準の問題でゐります
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が、許可標準については今迄新聞に掛〈あらまし H.II 1こことが御座いますが、こ〉に印刷し

て御ｾｻｴ＾闘ってゐるめ は許可摂 取の所謂内視でありまして、通常設去することの ｉｈ ポない

ものであります。今 ＱＱ 絶乙の ｪ 庁［で ｬ り ｪ らさまに夜去すると或は ｈｾｪ 工行あ＿こり から Hじられはせぬ

かと思ふのでありますが皆織の御使主の低めに、私が責任を被って Hじられやう、といよ、つ

もりで思ひ切って設表するのでありますが、これは他迄内規でありますからそのお心組で

お間取り踊ひ? こいと思ひます。にからして時勢の鑓濯と共に規則の僚文は鑓らな くてもこ

の内規は鑓ることがあります。これは今日の内規でありますから明日商工省から新しい指

令が出来ましてこの一部は或はいかんことになるかも判りません。それから大阪でかうい

ふ風な内規を示して貰つ fこといふことを拘 lこして、京都府 fごとか兵庫腕或は警視蝉へ行っ

て、これは蛍然許して立へる筈? ごといよ、桜な押問答をなさらないやうに御願ひします。私

が思ひ切ってかういふことを鼓表し? このに} 札機が起る様でありますならばもう ヨたからは便

宜は計れないといふことになるかも知れませんからどうかそのおつもりで私の筑持を合ん

で聴いて頂き fこいと思ひます。

許可標準

( ー〉左ノ; 場合ニ於テハ建物ノ搾類及総床面積ノ如何ニ拘ラズ従前ノ総床i白itli ヲ超エザ

ル範囲内ニ於テ新築楠築叉ハ改築ノ許可ヲf ; i ; シ得 l t.. コト

A  

t 1 

(  1  ) 天災、火災共ノ他己ムヲ得ザル事山ニ{ 火リ建物ノ新築、増築又ハ改築ヲ要ス; t.. J話

( 2 ) 腐朽等ノ事r I l ニ似てリ保安上叉ハ術生上建物ノ新築、増築又ハ改築ヲ要スル場合

(  3  Ｉ迫ー路、河川、地ｻ均等ノ公共土木工事、土地、ｾ剖整加ノ事業 ｊ ＭｬＺノ他公共ノ事 ｲｬｾ ニ

依リ従前ノ建物ノ : 全部叉ハ一部ヲ除却ス; t . . ノ要アル筋建物ヲ新築、増築又ハ改築セントス

ル場合

大器、悲 lこ掲げてあります ( 1) ( 2)  ( 3) の 3 つは事前巳なを得ないではないか e ｽｾ， は

れる場合であります。で、それらの場合には従荷なありましに建物が第イ康 iこ掲げられてゐ

る坪教を恨令超過致して居りましでも、これは原則として許すべきものではないかといふ

風に思はれるのでゐります。 ( 1) の方は天災、火災といよ、のでありますから、これは説明

を要しません( 2) の 場 合 の 悩 何 等 の 事 111 と云ょ、のは多少主制的のものになるのではない

かと思ひます。ある建物が古〈さくていやになっ ｦ ことい Ｑ 、場合これを Ｚ， ｊ Ｑ 街何等の事 ｌｩｾで改築

しfこいといふことはいりないのであります。この「附朽等」の解f約二ついては主閥的 の考

へを入れす・誰h; 見でもなるほど腐ってゐる、この位置いにならば危いといふものに、勿論

限定される詩であります。その次の (3)1こついては別に異議の if i'J，<j 也はない k 思ひます。

( 二) 居佐川建物ニ閥ス ル許可方針 ハteニ依 Jレコト

(  1  ) 居住スベキ世都政 2 以上アル場合叉ハ一世帯ニシテ家族ノ数 6 人以卜. ノ場合共他

建物ノ総床面・蹴 100 平方米( 30. 25坪) ヲ超ユルコト己ムヲ得ズト認メラノレル場合ハ 130千
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方米 (39. 325坪〉迄許可ヲ得 Jレコト

(  2 )  rJJ 流住宅ノ杉1¥底顕著ナ J レ地方ニ於テハ i象メ商工大| 主ノ放認 ヲ受 ケタル地区ニ限リ

一般貸家向位宅ニ封シテモ前枕ノ限度内ニ於テ許可シ得ルコト

( 3) 白iJ 2暁ノ場合ニ 該常スルモ地方ノ事情ニ依 リ者修ト認、メラ J レJ レモノハ之ヲ許可セ

ザ勺レコト

(  4  ) 共回全J: 宅、寄宿舎又ハ下宿屋ハー棟ノ綿) 末商積600平方米 ( 181. 5: T p . ) 迄許可シ得

Jレコ ト厚生省斡旋ニ 係 Jレ労務者川共同病合ニ付テハ向右ノ限度ヲ超過スルモ支障ナキコ ト

居位の斤j に供する建物でどうしても 100 平方米を超過して建築することを認めなりれば

ならない場合といふのは、今ままに掲げに (1) (2) (3) (4) の四つの場合であります。そ

れで始の「居住スベキ世帯数2以上アル場合」といふのは家は 111可であるが最初から l 附と 2

附は、日Jj々、に使用すること が出来る様に建てられて居ると云ふ様な場合であります。

それからＱＢ Ｑ 世帯ニ シテ家族ノ［数 Ｖ 人以 ｉ ｾＮ ノ場合」は家族が多いのに無ＮＰ Ｑ に Ｑ ＰＰ 平方米迄

の所へ押 し込むといふことになれば寧ろ衛生以態も悪くなりますから 、これらに封して は

恭子緩和 Ｑｾ 認めゃうといよ、のであ ｢ ます。それは文字通り茄千でありまして ＱＰＰ 平方米が

僅かに 130 平方米 iこなつ? こに過ぎないのであります。少々ケチ〈さいやうな感がしないで

もないのですが商工省の主旨はかういよ、 j肌こなってゐます。 ( 2) の「中流住宅ノ抑底甑著

ナ ｊ レ地方ニ於テハ」の場合は京 ｬｬ 反 ｾｩｬｬｲ の界隈においてはかういふＩＡｩＱ｜な地方はないやうに忠ひ

ます。主としてこれは佐世{ 示、舞鶴といつに寧他地帯では、将校等が多数喰え? このでどう

しても中流住宅が要るといふことになってゐるのでありまして そ う云 ふ 事情の地方を指し

，て居ります。( 3 ) はご覧のilll l ) ですく4) の「共同住宅寄宿舎叉ハ下宿屋ハ l棟ノ綿床而lW

600平方米一・ー」といふこの l椋はあくまで先程I j l しまし? こ第 1I  flf< J )  jlJ f(碍 lこ基く のであ りま

す。附j葛建物も一括して総床面杭を計るといふことを巾上げましにが、例へば寄宿合でめ

b ますならば 11捷寄宿舎があり 2 蹴符宿舎があり 3 ｾｊￆ 寄宿合があれそれが各廊下によっ

て連絡されてゐるといよ、場合には、その l抗寄宿合が600平方米、 2鋭谷市合も 600平方米、

3暁得宿合も 600平方米 k いふのでありません。 1ｧｲｸＲ 蹴 Ｓｾｩｴ 持併せて ＶＰＰ 千方 米主いよ、のでゐ

ります。手守宿合力 Z建つにしましでもアパートが建つにしましでも坪数全部( J ! : せて 600 ｾ ｦＭ方

米といふのでありますから現在大阪溢1 ) ¥こ建ちますアパ戸ト の大さ さからトj J しますならば

中以下のもの lこ過ぎないと思ふのであります。然しながら 厚生行が刊に斡旋して居られる

掠務者間住宅で，むを要するものは勿論この限りではないのであります。

( 3 ) 工 業、農業( 養輩業ヲ含ム〉林業、干名産業及ピ水産業flJ 建 物 ( 1.1居HMI J ノモノ ヲ

合ム〉ニ閥スル許可方針ハ左ニ依 J レコト

(  1  ) 時局ニ必要ナル産業ノ mニ供スル建物ハ之ヲ許可 シ得ルコト

(  2  ) 時局ニ依ル輔業 ノ筒必要ナ J レ建物ハ之ヲ許可シ得 J レコト

(  3  ) 右ノ外地方ノ事情ニ依リ己ムヲ得ズト認メラ J レJ レ建物ハ許可 シ得)(. . . コト
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工業用建物につきましでは先の居住用建物から見まするとや〉寛大であります。 ( 1) の

時局に必要なる産訟の用に1Aする建物はーi躍これはどういふものでゐるかi : '1 1
しますと、

大韓この場合考へられますのは生産拡充川のもの、 ｅ えは ｬｉｉＧｾＡ ふ ＱＱＱ の製 ｪｦｴ をやってゐるやうな

もの若〈は資金調整法により許可になります担顛のや うな挫牧! そういよ、やうな建物は許可

しようといふのであります。先醍別表で御説明致しましに や うな、工業或は兵器製造業或

は石油精製業といよ、やうな時局 の要求する第一綿に j葛しないまでも 、 それ にダ〈ぐやうな軍

要 性 の あ る 建 物 に 封 し で は こ の ( 1  ) によりまして許可して行かうといふ方針なのであり

d す。 (2) はその文字D 通り( 3 ) は大韓! と同じやうなものでないかと忠ひますが、今日

のところ一寸これに設首するものは考へるこどが出来ません。

(  4  Ｉ商業月 Ｑ 建物Ｈ位居間ＺＩＭｊｪノモノ ヲ合ム 、 料 ｾｲｮ ｲ ，ｩＺｩ 。飲食 ｊ ， ｾｩ 0 劇場。 11央官f 館。演翠場。

tl 現物場。遊技場。舞踏場。待合。貸座敷ノ類ヲ除ク〉ニ闘シテハ営業ノ性質ニ {:i{ リ第 1f傑

第 l 項 第 2 抗ニ定ムル面前ヲ超エルコト己ムヲ得ズト認メラ J レノレモノニ付テハ 160 平 方 米

(48. 4汗〕迄許可・ン得 J レコト

大阪の街の真中に持率 IlJ あります陪jfむと佐居とを粂ねて居る建物、 そ ういふやうなものは

大 関 160平方米まで許可して行かうといふのであります。船場あ? こりにある建物は 160千 方

米 以 下のものは殆んどない諜でゐりますからよくよく 小さい建物を狙ふてゐると 思ひます

が 、 Ｑ ＰＰ 子方米から 見れば ＶＰ 平 方米＿ ご り緩和されて居ります。次に ｾ［ｈｾ ｉＱ，ｩ｟［ Ｎ ｲ 次定 ｊ ， ｾｩ 、劇場、

映識館等は時局柄最も不月j の建物J であ りますから それは一切罷りならぬといふことになっ

てゐます。

物資ノ生産叉ハ配給匂: ノ統i l J l J 図鐙ノ川ニ {Jbスル事務所、貸事務所、倉山li 業ヲ骨ム倉J i il ノ

類ニイーj テハ右ノ限度ヲ超エテ許可シ得 ;1，コト。

先 程 r( l しましにやうに統ili l J 圏諸がどんどん出来るのであ b ます。ところが国鵠は出来 fこ

けれども事務所がないといよ、のが今日の情勢であります。それでそういよ、ものに主すしては

この際新築することを認めて行かう或は従来の建物を栂築することを認めて行かう 、 それ

から貸事務所ーの初! J 底は住宅捌底引司様瀬幸子であるから 、貸事務所を建築しようとしづ、場合

は勿論認めて行かうと云ふのであります。しかし新築首時貸事務所にするとし寸、名 前 で 新

築して置いて、そして出来上ると個人前 ｊ ， ｾｩ が占有してしまうといふことは頭から認められ

ない問題であります。これ等の建物は右の限度を超えても許可することが ｉ ｉＧ ， ｾどるといふ の

ですから何百坪でも建てられるといふことになります。

殻展ミ著寄シキ J地也方ニシテう労? 務す古f ニ芸卦釣tすI シ{ 他也全ナ Jルレ慰安ヲ興フ Jルレヲ必必‘ 要トスルトキハ i橡象メ R陪陥年均j 工工
-

大匝ノ: 承承詔認、ヲ交ケ夕 Jルし土地也E匹医τ"- ニ巨阿限l尺ミリ飲食 I，iんi

こ ､れ Ｑ は大阪 ｔ市 ｬｩ の」界平限にはかうい」ふ、場 ｪ仰川 ｈ列 ［ はごさｾＮいません。しかしながらまあ近い所で例を

取って見ますると兵}ilii帰前十! の如きは 川閑の真ん 中に? ごしぬりに大工業都市がtl l現しまし

ｔ こ。 そ こ ｬ こは従 Ｔ 扮 Ｓ ら建物がなかっ Ｗ こ 。しかも何寓と いふ職工が ｉｉｾ 入する 、 その傍 ｬ 二 一路

1  1  



飯屋もあって首然然るべきであるが規則通りに行〈と一寸引掛ることじなる 、 そ ういふ場

合に限って認め て行かう 、職工の慰安のfこめ映前Ii 自主 いふものも認め て行か うとい よ、主旨

であ りまして、あくまでこの規則は時局向 きに間取てゐると いふことが消ひ得るのでゐり

ます。

( 五) 以 J-. ノ外左ニ掲グル建物ニイサーテハ之ヲ許可シ得ルコ 1- 0  

(  1  )話1I
1
枇俳閣及ソノ附属建物

( 2 ) 公署

( 3  )  島県校

(  4  ) 軍事援後枇令事業叉ハ保健衛生若シクハ盤療ノ用正二供スル建物

(  5  ) 鍛迅¥軌道、海運、自動車、航空等ノ交通事業又ハ放送事業ノJ i J ニ供スル建物

(  6  ) 火葬場、納骨堂、葬祭 場及共ノ附属建物

(  7  ) 共 ノ他前各競ニ準ズル用途 ノ建物

これらのピ 1) か ら ( め ま での建物は何れも己む得ない建物でありまして 、如 何 なる犠

牲を挑つでもこれを要求する種類のものであります。で、大韓におきまして誰が見ましで

も讃む? ごりで判るのでありますがそこに l つ陸療の刷 に供する建物といふのがあ ります。

これはこ〉では病室を有ってゐる診療所を原則として云って居ります。背は賭院といふて

居 b ますが今日では診療所といふことにして居ります。特別 な例ですが、病院と いっても

病室は一寸・で大部分はお盤者さんの住宅? ごといよ、間類の建物が時々あります。そう云」、様

な病室はつり に brごといつにやうな和類のものは勿論こ の中に入りません。高対空誌を千Iせぬ

診療所は商業用建物 として取奴ふことになって を ります。

( 六) 前 5 項ニ誇首ス J レモノノ :外臨時資金調整法共ノ他ノ法律二依リ共ノ建築ニ閥シ主

務大 ｉｾ ノ許可又ハ認可ヲ受 ケタ ノレモノハ許可シ得ルコト

これは3高閲以上或は5高岡以上の金をもって建築するといふ場合には現杭臨時資金調整

法の泊ｦｊｪｾ受げるのであり去すが、原則として臨時資金の許可を受げる場合は相常現事干 ｦ

で御詮議に相成ってゐる ゃ うで あ りますから 、外で既に 詮識の梢んTごもの に劃して は許そ

うと云よ、のであります。それから ｊｾ 他の法律によって許可を受り＿こものもよい 、 これは勿

論こ〉に響いてあります通り主務大臣の許可を受げにものでありまして、地方長'古が許可

しfこ王かいふものはこれに訪首致しません。此彪にはありませんが建築しなりればならぬ

ことになって居る様なものがあ b ます。

例へば工場を経' 苦してゐるとその工場では青年皐校をつくらねばならぬ、或は『改工の安

成のTこめの機闘も設けねばならぬ、といつに命令で強制せられてゐるものがありま すが、

そういふものは勿論建築許可に桐成る 見込みであ ります。

〈七〉本則第511条、第611条、及第 1011際ニ係 ル鑓更 ノ許可 ニ付テハ夫々新築、上位築叉ハ改築

ノ場合ニ fj長ジ Jfx扱フコ ト
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これは一週許可の申請をして 、あとで設計の鎚t 更{ f する手慌をする場合新築榊築と同じ

や うな方針で取扱ふ のであります。

( 八) 一時ノf I j ニ供スル建物トハ左ニ描クツレモノナノレコ ト

(  1  ) 工事用ノ下小屋、材料置場又ハ』志管事務所ノ 類

( 2 ) 工事朗Ib¥J中ノ使附ヲ目的トスル恨営業所又ハ似事務所ノ 類

(  3  ) 共ノ他 1箇月以内ノ使f . I j ヲ目的トスル建物

かういふものは許可を 巾請しなくてもh 1 l 1111ごりで建築するこ とが出来ると し、ふこ とにな

ってゐます。

以上で許可標準は終りでありますが、こ の許可標準は先程申上げ fこ 如 し 私の樹新で皆

様の l坊に殻表致してゐるのでありまして、ゐくまで先程御注意中上げにやうにして頂き fこ

いのであります。 f占} 本タこ〉にお見えになりません方に皆様からお話に相成ります場合に

も、 そう いふj瓜な意味合においてお司話し目的ふことをお- 腕ひする弐第であります。 その次は

物資の制限であります。

先程、電気Tごとか水道Tごとか . 瓦j析に k かをヲ i く場合には書類にfit- 給 者の氏名、 t七月iを'

響いて頂? こくとし、ふことを巾上げf まし? こが、大謹この物資の使用については竜股 l主催ブJ 減

らして頂くといふ建前になってゐます。 それから水道も瓦斯も頭からち |い てくれない別が

現在既 lこありますが、ヲ| いてくれる所でも、水道はなるべくな しで家を建て' : > < れとい」、

主旨なのであります。まあ 71<がいるんfごつ? こら井戸を掘ってやって くれといよ、主旨のやう

に承はって居ります。それから 饗 類に響 いて頂かな りればならな い物資の胞類と いふ もの

ｬ こは米松 、 耐火木材、灯、時鋼、有 ＱＩ 強 Ａ ｉｪ 織物、 海鋼板 、メタＯｌラス、ワイヤ戸 ラス 、 ｾＱ￬ｉ ｬ 製

戸、石綿スレート、セメントがありまして、こ れらの種類のものにつ きまして は何虚に佼

ふかどの位のものをいくら使ふかといふことを 書類 にお筈 き願ふことになってゐます。先

程 Et しましに許可乎紋或はこの物資記械の仕方と いふ ものは各府県系で様式がめいめい迅ム

て居ります。こ〉で大阪の? ごりお見せしても却って御迷惑にと思ってお話しませんですげ

れども、しかし今の穂類の ものは京都におきましでも 兵wにおきましでも同様記il記する こ

とを要求されてゐる のであり ます。で米松は墜校1': の時局mの工場の梁等以外には使へな

い こと lこなります。側人の住宅の 2 附梁に米総は佼ふこ とを認めら れ止せ ん。体鋼は市街

地建築物法に要求される日Vj 火壁、 114に地盤の込山 、基礎以外には使へ ません。現に米松にし

ても棒鋼にしても乎 lこ入りませんが、l I ilJ 限は大臆 このfi J. の程度になります。 それから縛鋼

板、 これは特殊の工場 の屋根、長動する建物の屋根、市街地建築物法の要求する防火盤、

防火扉、防空建築規則で要求する場所等の以外には使川を認めな いといよ、建前になってゐ

ます。それから石料スレートでありますが 、 これは今の郊鋼板を使月 ｊ ｈｾ ｾ ｫ な い やうな建物

の屋根、防・火 ｾ Ｎ Ｎ必要な場所 ＱｾＧ ｖＱ に限定されます。今までは物置でも何んでも海賊板 を ￬ｽ Ｑ ｾ っ

てゐま し? こがその鴻鋭板が使へな し、から石和ilスレ ート とL寸、工合にはいきません。大館石
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綿ス ｬ ノ ，ートも品樽でー手 ｬ こ入らない 認でありますからこれを物世のｅｩ ｗｾＱ こ ｴ いよ 、 考へは控え

て] 頁〈とと lこなります。メタ ルラス 、ワイヤ { ラスは市筒地 建築物j 法で防火上必要と認め

られる場所以外 tこは侠へません。 それからスチ ールドアでありますがこれも防室、防火上

必要な場所以外は使へません。スチ 戸ルサッシユもまに同慌でめりまして水匙建物には原

則としてこれは 認めません。それからセメン ト ｾＱｩｅ ｊ 、 場合に も制力使川 数量ｾ減ら して頂

＿こくといふ のであります。で 、 今 ｲ ｬ ｩ｟ｽ Ｎ げま しに 種類の物資は現に既 に市 場 におーい てｾ［ｪ ｬ｜ 底致

して居りますものばかりであります。 そしてこ の中には現に 配給統制になってゐるものも

めりますが、現 在 米1:: 配給統制になってゐないも のも近いうちに 1I師三大商工省においてこれ

を統制せ られると し?ふ j員に承はって居り ます。で、結局これらの物品の佼川をl I ，IJ限致しま

して、先に巾しましに; 訟を要する建物J の方に廻は すといよ、建前ーになってゐるのでありま

す。それで今申しましに米松或は棒鋼、部鋼板笥ーの使用を認める場合といふのも 、 これは

矢張り 内規であります からそのおつもりでお聴きを附ひ? こいのでありま寸。米恰なんかも

墜校工場の梁に認めるといふことを ｾｉ Ｎ ｉ しまし＿こが、こも制搾になればもう 少し防い純国に

お・ L 、て認められることになりませうが、現在よりもより以 lてに物資が抗出になりまし Tこな

らばそれら lこついてもまにし、かんといふことになるかもま11れない のであります。さしづめ

現在のところでは今 rlJ 上げましにやうな程度においてそ の使f 1J 公認めて行かうとし寸、こ主

になってゐるのであります。 それからf {ij ' 今申上げましに砲類の使ひ場所 、数量 、寸法とい

ふものも筈類にお書き ｐｾｊｩｊ 、 のでありますが 、 それをお書き に なりま しに 場合 、 私共が見せ

て頂きまして、どうもこ の工場で伎ふ米{ 会は使ひ過ぎ 七、こ の場介て司似: ょ、メタルラスは使

ひ過ぎ＿ごとい ｩ 、場合に は使 川査 をｾｾらされ ること があります。そのときはその純国内 にお

いて米松を佼はねば なりません。を ｊ の訊は ｲｬｾｊ て げませんでし＿こが主 ｲ t，同様でありまして指

定されに純圏内で釘を使ふのは差支へない 、 その純凶内でセメントを使JIJ することも 送文

へないといよ、風に差支へない敷金を指定する ことに なってゐます。皆目iから筈類がrJ ¥まし

にならばそれら の制限物資の指定主主? 役所の方から r! J _I - . げまして、 その指定量 の純囲内に

おし 、て使ょ、て頂し むからして釘が恨りに 5 貰日要るとい」、書矧をお 11¥しlこなりま しでも

大韓拾ふて見去して、こ れは 5H.・日使 i 、のは多過ぎるといふ場合には 4 J芝200 6なに減らし

ます。そうすると釘 の配給 ｭ ではその Ｔ 貰 ＲＰ Ｐ 匁以 上 のチケッ ト ｾ ｉｈ す ことが ｈ｜ Ｓ ｦ ｾ ないとい

よ、建前になる のでめ ります。今湾鋼板 200枚使ふと いよ、zs: 類カ; / " 1 ' " こ主してもこれは 50枚で

我慢して貰ひ＿こいといふことになりますと、その熔鋼板 ｦ ｩ ＵＰ 牧以 ＭＧ ＭＮＱ 要るこ とかｾ ;"1
1

1米ないと

いふ組織になる のであります。で、現ずr : 配給統ilil J舎やってゐるものは桁そうでありますが

今やってゐないものでも近〈 そ ういよ、ＩＡ￭ｒになるといふことは光院 ｆｉｉ Ｎ ｉ ｾ Ｎ げ ｦ こ泊りでありま

す。で 書類をあ ー ＱＱＧ ， しになります 場介には大阪 ｈｾｪ の ｊｪ ｩＨ扱ひどしましでは数託をお古ーさ州ひま

し にもの 〉 教が安首なものであればそ の ｦＮ ， ｾｲ お返へし ＱＱ Ｓ しま寸 が 、 当ー過ぎがゐれば指定数量Ｎ

ｾ器ー添えてお返 へし中上 げることになってゐます。今迄 の 辿築 ｬｩｩｈ 与に今度は更に Ｎ ｊ Ｑ ，閥的 の
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数量が入つ了てゐるといふことになってゐますからそ り貼li橡めお合み置さ閥ひます。

大韓にあーさましてこれでこの水位建物建築統 ＱＱ ， ＱＱ 規則の内容を御説明巾 ｊｾＮ げに認でーありま

すが、 この規則は昭和 12年に出ましに例の輸出入品等臨時ー措置に闘する件といふ法律に基

いて出 来? このであります。愉i J ¥入，1N'tr 臨時措置 に| 摘する件は日文事鑓が終了致しましにな

らば l 年以内にこの法律を肢止するといふことになってゐます。で、この規則はその法律

ｬ こ ｊ まいて ｬ 刊 ｾｩｩ てゐるのでありますから日文事盤が終了致しまし ｦ こら ｬ 年以内に底止になり

ます。ゑj論若干娃は続いてもこの規f ! i 1施行の必要がなくなれば邸側にこれにり肢. 11: になるこ

ともあります。しかじながら事主きが非常に長ヲいといよ、放定のやうに承はって厄ーりますの

でこの施行も m首長ヲ 1ｾのではなし、かといふ惣像＿ごりは ｈｊＪ ます。

で、誌でお合 ｊ 予防 ｬ ひ＿こいことはこの規則は ＱｾｾＱＱＧ ，入 ｲＺＷＱｾ 臨時措置に附する ＱＧＱ ーとし寸、法体に

基いて ｉｊｉ ，ポ ｔ こものでありますから今までの市街地主ｾ築物法と全然趣さを異にしてゐます。

ですからこの規則に違反して建築されましにならば ｾｾｾＱｙｾｦ 統 ＱＱ ， Ｑ Ｑ に惇つ ｔ こといふことにな ｢ ま

して 、 自然fi ' i i Hl J も市街地建築法建反の場合と非常 lこ泣ひまして l 年以下の懲役或は5000['11

以下の罰金と いふこと lこなります。市街地建築物法では懲役とし、ふ布ifl リはありませんし 、

出金も 2000闘であ b ますが、これには懲役も入り 前金金制も多くなってゐるのであります

から、市街地建築物法のやうに思って建築に迷反されるととんでもないことになります。

強め御注:0)j l _ j 二げますがこの駄充分お令み lこなって世かねばならぬと思ひます。 Mi ばぬ先

の杖でありますから思い意味でなしに御注意ｾ｝， ｾｕＧｬ ひし＿こいと思ひます。

事境が始まりましてから既に Ｒ 年有徐になりまして、ｾｾｬＱ ｮ の日本の ｪ 此令 Ｇｉｗ 勢の鎚遣の仕

方といふものはまことに日まぐるしいものがありましに。而も ｾｉｴ も今日のＧｨ ｦｩ 勢を事鎚勃ｾ

首時には] 象想、することは H1氷なかっ fこのであります。賀にT象想外の方向に向って移 bっ、

あります044 に峨洲戦午、が勃鼓致すゃう tこなりましてから、この堅苦j謹は急に辿皮を? 力11へ米

つにやうな恰好になってゐます。私今日一寸Ｚｴ ､ｉｈ Ｇ ，ｾ開けて見ましにら新聞の切抜きが ｈｩ て

氷まし 1: 、去年の7月 16日の徳島の新聞ですが、それを見ますると、場所は徳Jゐでゐりま

すが、室主誌がウンと喰えて、この事告さ以来の新レコ{ ドを示し家主力 ;1I o'ii¥" lこ凶ってゐると

いふことが 11' ，てゐましに、大阪ではこの 7 月いは既じ今日のやうな波に乗りか〉って居り

まし＿こが曾って昭和 ＱＲ 年暮つま ｢ 事鐙勃夜直後には恐らく何年ぅ ｪｩｩ といふ ｑｾ 誌の洪水振りで

ありまし 1: 。私共は職業竹意識をもちましてf障を眺めて、こんなに空2反が地えてどうなる

かといふことを心配し? こことがあ b ます。ところが 2 年粧って見ると今度は: 包速に七t宅問

題を考へなげればならないやうな情勢になりまし? こ。 そ ういふ急. 激な鑓選はw - にも; ; ) 6へな

かっ? こことでありまして如何にして貸家の洪水を防ぐべきかといふことを心配して居つに

のが今度は貸家の不足といふことについて心配せ古るを? 得なくなりましに。今日の情勢を

もって明 日を測ること力行 1'.; 1 ( ないといふ i状態になってゐるのであります。今度この ');)"i illJ が

出? このであ b ますがそ の規則の:1m限を受りられる 一 般市民の方の御迷惑は まことに袋せら
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れ る の で あ り ま す 。 し か し 一 方物資が，な激 lこ窮迫してゐる の で あ り ま す か ら 、 こ の 様 な 規

則 が 出 な げ れ ば な ら ぬ の も こ れ は 時 勢 か と 思 ふ の で あ り ま す 。 質 | 緊 今 度 、D 木 造 建 物 建 築 統

制規則 念撮っと見てみまする ｴ よくもかう いふ やうな規則が ｾ ｕ せにものにと い よ 、感 じが し

ま す 。 今 日 で あ れ ば こ そ これ は 出 せ に も の で 普 通 の 時 で あ れ ば か ういふ や う な 規則 は 買 に

現時四であります。

こ れ が ス { ス ー 出 来? このは全 〈時勢 fごと思ひます 。かう い ふ や う な 蹴 絡 な 統制 規 則が 出

て 一 般 の 世 人 が 蹴 っ て 居 ら れ る の も 不 思 議 な 感 が し な い で も な い が、 し か し こ れ は 一 般 の

方 が 今 日 の 事 態 を 認 識 下 さ る ? こ め で あ る と 奔 察 し て ゐ ま す 。 ヨド にこの規則が岡市・に施行せ

られることを特にお・悶ひして部演を終' > 1 こいと思ひます。

用 材 生 産 統 制 規 則 一 部 改 正

農林省では用料 生産統制規則が一部資情に

; 盛合せぬ旨の陳情、請願' 0 受付る lこL 、t: つに

ので] ! j _ 情調査の上稲々協議研究中にみつ7こが

今回友の虫[ 1 < 改正施行しす二、JWち規則第二僚

の規定による検査を受くるを要せき' る素材及

びこれを受〈るを要せき' る抜ー合を

( 1) 御料闘有叉lま道府県系有に臆する素材( 2)

ｩ ＮＡｩＡ Ｒ 寸う 分来 ｉｬｩｉ に して元口僚 Ｔ 寸永 ｩｬ ｲｾ の針葉樹

の素材(3) 使2寸5分未満にして長6尺米uおの針

葉樹の素材( 4) 箆 5 寸未満にして元口俊7寸去

ｉｉ 誌の澗紫樹の素材 βＩ ｩＡＡｦう寸来 ￹ｾｾ にして長 Ｖ 尺

未満の溶l葉樹の素材( 6) 銘木鮪( 7 ) 駿材及府材

とし更に用材規絡規定として資情第 1el 三義を

もって臨み規則制定による市 ｾｾＺｴｦ ｊ ｾ り革 ｭｾ ｴＧｉ Ｇ，

来得る ｲｾ 民り解消する方針としれことは注目さ

れる

第711際rt r長 15RJ ｾ＠ r長 15 Rう寸」に改む

第 1511燦第う項中「木口約又lま第911来第7自主J

ｾ＠ r第9際第3盟主乃至第7減 J に改む

第l 7i l 築中第2披挽制鮫 ( 1) 小制の「帽 l 寸2

分J をl陥9分J Iこ ( 2  ) 中制の rz寸以 I:J ｾ＠

ｲＲ す 求 ￹ｾｾ J  Iこ、第3世話挽角類 ( 2) 卒角の 「厚

7寸 J ｾ＠ r厚8 す」に吹 む

第2011来第l鋭板類の焼終決 ( 1) 板の備考中

r l* の '1'最ノ!、なるものの1閥J ｾ＠ r  1束に入れ

れるもの〉隔の不均 J に( 3 ) 斜i l 1i 板第7放の

項中 r l5J を r 14J に吹む

問視絡表(2) 厚板の各披の項幅の持論j 中r9 寸J

H 8寸以上寸建JI ご改めr 1  Jil. J  r  1  Jil. 1寸 J r  1  尺

l 寸以 上寸lilU rl 尺2す」及r2尺2す以上寸建」

を削り同制中改正し又は削るものの6尺5寸以

下、 9R 以上10凡5寸 以干及び 12 R以 l二の糊の ，

記殺を ｪ ｾ Ｑｪ り問。 ｲｵ 考を Ｗ 友の虫 ＱＱ < 吹む

Ｈ Ｑ Ｉ 耳倒せぎるＩ事例の帆に就ては ｴｬ ｾ に附 ｊ す

る備考i >1¥!! 帰す

( 2 ) 慨 9 寸以 上の厚相{ に伐てはl'*i に日目する

規宿舎j邸周せす，

同僚第 Ｒｾ 虎ｾＨｾ制類の規紛 失ＨＱＩ 小刻の長の桝 ｬ
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中r l2尺以上 14尺迄5寸逮」の次 lこr 14R. 以上20

尺迄尺主主 ｊｾ 加ヘ同第 Ｔ 盟主の項 Ｙ 尺 以 上 ＱＰ 尺 Ｕ 寸

以下の機中 ｲＲＲｊ ｾ 各 ｲＲＱｊ に吹め ＨＲＩ 中剃の長

の制中 J 12尺以上 14尺誼五 寸iIl: J の: 次にr 14尺

以上 ＲＰ 尺誼尺建 ｊｾ 加へ同第一 ｾｪｽｴ の項 Ｙ 尺以上

ＱＰ 尺 Ｕ 寸以 ドのＡ持 ＧｉｲｎＲＲｊｾ 各 ｲＲ Ｑ ｊ に吹め ＨＳＩ

制の長の欄 ｲ ＱＴ 尺以上 ＲＰ 尺治 ＳＳ 尺 ｾｊ 含 ｲＱＴ 尺

以上20尺活尺建」に吹む

同僚第3罰!l:J>i' .角類の規柊茨( 1)正角の長の1問

中r 17尺 J i> r 14尺以上22) ミ迄尺主主」に吹めr，W 

ｒｊｾ 省 Ｑｉ ｾ＠ ＨＲＩ 卒角の長の制中 ｲ ｬＷ 尺」をｾ r  14尺

以上33尺注尺訟」に改め r20尺」及r20尺以上3

尺主主」を削り同第 ｭ 戒の演の弐に第 ＱＳ ｬ￬，ｾの項

の衣に第 ＱＳ ￯ｊＩｴの ｊ ｪＨｾ力 ＱＱ へ同項厚の欄を ｲＸ 寸 ｊ

とす第2Ifi 傑に 定の悦容を力日ふ

但し正角に台りでは尖の各端よ り材長の20

分の l の部分に( f _ る腐以外の飲駐は之を飲剥

主若倣さす・

第 ＲＲＱＱ 茶 ｭｾ をァ左の如く吹む但し板煩Ｈ主主ｩ＾

除( ) の節に就ては共の程度の小なるー材商

のみに付材端より 6尺5寸 又11其の端数毎に飲

鮎の箇倣を計算す第 ＲＵＱＱ 傑に左の Ｓｾ 貢を加ふ

イ也函に貫通せき' る汚痕、入皮又は臆蛮にし

て線状なる L のは共の長の6分の l の長'(!Jf の節

と着倣す、但 し共の l隔が一分を超ゆるものは

比の限に 夜らす'

部 ＱＲ 項に掲〈るものを除くの外第 Ｒ Ｑｦｾ 第 Ｔ ＵＱ 見

の飲鮎 iニして共の長 l 寸以 F なるものは尖の

長の2 f i 告の長径の節と若倣す

高iIJ 3項の規定 は農林大臣の認可を受げ地方

長官.);11段の定をなしれるときは其の定むる1 M.

に依る但し松、 杉及府宇自に跡l して I Hbの限に

在らや

第2泌6j ! 僚傑第3. (演頁中「日l 等並. 1昨含r-l伊が

等E盟J:i. J に吹め「勺オ木十kミ三二口:割耳別リ苦はt J i組担皿lの欽思駄占 2終+一間J

を合プ ))加Jl川II よム、

第27僚出「飯、小lt;副長及斜面板 J {r' r紋綴( 1，1定

ｾ除 ＨＩｊ に吹む
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